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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　黄昏たそがれ色の光の中で彼は大地に縫ぬいつけられていた。


　仰あお向むけに横たわり天空を見上げながら彼は微動だにしない。できない。


　逞たくましいその身を貫つらぬくのは六振りの剣。胸を。肩を。腹を。喉を。そして額を。正確に突き刺された刃物が彼を盤ばん石じやくたる地面に固定している。


　彼にとってそれは絶対の拘束であり、また激烈な病毒でもある。そこから滲にじみ出る虚きよ脱だつ感かんは間もなく全身に回りきるだろう。そうなれば指先一本動かす事もできずに、その身は腐り始めるに違いない。そして既にそれを押し止める術すべは彼にない。


　剣はそれぞれに形こそ違うものの──いずれも途方もない労力を費ついやして創り上げられた神じん器ぎであった。ただ彼を殺す為にのみ鍛たん造ぞうされ、ただ彼を滅ぼす為にのみ祝しゆく聖せいされた降魔の武器。それらは稀き少しよう鉱石をかき集め、様々な鍛造を試み、数多くの無む垢くなる乙女と敬けい虔けんなる僧侶の祈りによって魔に抗する力を与えられた聖なる刃やいばであった。


　嗚あ呼あ──何と健けな気げな努力である事か！


　確かにそれは聖剣と呼ぶに相応ふさわしいものであったろう。


　決して人の身では倒せぬ筈の彼を今まさに大地に縫い止めているのだから。


　しかし。


　彼は──未だ死んでいなかった。


「……サマエルよ……」


　途切れ途切れに声が響く。


　渺びよう々びようたる平原を吹き荒れる風の中にあって、その声はあまりにもささやかなものではあったが……彼はそれを正確に聞き留めた。彼に聞こえないものはない。彼に見えないものはない。たとえ眼球を潰つぶされ、鼓膜を焼かれようとも、彼には何ら痛つう痒ようたり得ない。その様な条理常識を超越するからこそ彼はこう呼ばれる。


　超常なりし悪魔共の王──魔王と。


「その吐息一つで億の民を滅ぼす化け物。最強にして最悪の猛毒。だが魔王サマエルよ。貴様とても滅びとは無縁ではない。今こそその時であると知れ──」


　声はやや苦しげであった。


　恐らく彼との戦いに死力を尽くした結果であろう。人の身にて魔王に挑めば当然の有様ではある。事実、声の主ぬしの仲間達は残らずこの場に至る前に力尽きた。むしろ今なお言葉を紡つむぐ気力が残っている事の方が不思議だ。


　青春の日々を惜しげもなく費やし、途と轍てつもない量の屍しかばねの山と血の河を越えて声の主は此こ処こに至った。勝利の宣告にて満足を嚙み締める程度の贅ぜい沢たくは許されるべきであろう。


　しかし──生きても百年という人の身にすればそれは何と迂う遠えんな事か！


「──ハ」


　彼の乾いた唇から音が漏もれる。


　喉が刺されていてもさしたる支障なく声は出た。何な故ぜにと問う事に意味はない。喉が裂かれて声を失うのは人の世の道理──その外側こそが彼の住すみ処かである。人間の世界に在る為に受肉をして人の形を採ってはいるが、その機能的限界に縛られている様では魔王などと名乗る資格も無かろう。


「──ハ、ハ、ハ、ハッハアッ！」


　彼は嗤わらう。


　最早感覚の殆ほとんどが死滅したその身をひねって彼は嗤った。身動きするその度にずぶりずぶりと剣が彼の身体を裂いてゆくが、最早その様な些さ末まつ事じなどに興味はない。


「何がおかしいか。魔王よ」


　声が尋ねてくる。そこに込められた不安と焦燥に、彼は喩たとえようもない愉ゆ悦えつと──そして限りない愛いとおしさを感じていた。


　ああ。何という愚直さ。何という健気さ。人間とは何と可愛い存在なのだろうか。彼等は未来を疑わない。現在を疑わない。過去さえも疑わない。自らを信じ、愛し、この終わり無く巡る時間の中でもなお前に進む事を諦めない──


「ハハハハハハハ！　滅び！　滅びか！」


　彼はげらげらと嗤った。


「ハハ！　素晴らしい！　ひとたび存在せしもの、ことごとく滅亡の定めから逃れる事能あたわず──ハッハア！　素敵だ！　素晴らしい、ハハハハ、素晴らしいぞ、人間よ！」


「…………」


　声は束の間沈黙した。恐らくは彼の言葉の意味を計りかねているのだろう。


　嗚呼──愚かな人間達。


　声の主などはその最たる者であったろう。だがそれ故にこそ彼は人間達を愛おしいと思う。妬ねたましい程ですらある。脆弱で無能なこの生命群を彼は心底から愛していた。


「嘲わ笑らいたくば嘲笑え。魔王よ。じきに貴様は滅び去る。貴様の軍団も、王国も、全ては灰かい燼じんに帰した。我等人間の勝利、我等が神の勝利だ」


　声の主は彼に──というよりも自らに言い聞かせるかの様な口調で言う。


　きっと不安なのだろう。彼が何を嗤っているのかわからないのだろう。無理もない。人間の身ではわからない事だ。理解はできても決して実感などできないだろう。だからこそ彼の想いは永遠に一方通行でしかない。


「おお！　その通りだ人間よ！　我に軍勢は最早なく、領土も焼かれ、この身すら刺し貫かれて山野に晒さらされている！　じきにこの身は腐り果て、我が恐怖は昔語りの中に封じ込められる！　貴様が孫を抱く頃には、我が名も腕の中の幼子を怯えさす事さえ叶わぬ童話と化すだろう！　ハハハハハ！」


　彼は高々と嗤った。


　嗤いながら泣いていた。失望の大きさに泣いていた。


　今度こそ──何度そう思った事であろうか。何度この様な場面を演じてきた事か。その度に膨れ上がる絶望の大きさに彼は何度も身悶えをしてきた。


　無論──涙も慟どう哭こくもない彼のそんな想いを声の主が知る筈も無かったろうが。


「だが人間よ。哀れで愛おしき虫ケラよ。残念ながら貴様は何もわかっていない。貴様は何もしていない。ハハハハッ！　貴様の行為には何の意味もないッ!!」


「負け惜しみを──」


「そうだ！　我は負け犬、敗北者、貴様の前に倒れ伏した！　貴様は我を倒した！　ああ、なんと素晴らしい事か──もし全てが貴様の言う通りであったならッ!!」


「何だと？」


「さらばだ人間よ。おお愛しき魔王殺しの英雄よ！　願わくばこの別れが永久のものであらん事を！　ハーハハハハハハッ！」


　また駄目だった。ならば次に期待するしかない。いつか、いつの日にか、遥かな時の流れの果てに人間達が変わっている事に望みを託すより他にない。


　だから今は──


「さらばださらばだ人間よ！　さようなら勇者、さようなら英雄、遥かな歳月の果て、遠い時代の彼方にて、また相見える日まで御機嫌ようッ！」


「──!!」


　声の主が息を呑む気配を彼は感じる。


　それと同時に何処かで何かが動き出すのを彼は感じていた。


「ハーハハハハハハハッ！」


　限りなく万能無限に近い彼をしても、それは関知できぬ領域の何かだ。


　彼のあずかり知らぬ遥かな深淵の底で何かが勝手に動き出す。彼の肉体が崩壊を始め、彼の意識が曖あい昧まいになってゆくのと入れ替わるように、全く以て──自動的に。


　嗚呼。忌まわしきは摂理。呪わしきは摂理。


　万物の均衡を司り冷徹に、無情に、ただ黙々とそれは活動を開始する。そこには如何なる者の意志も介在しない。できない。たとえ神であろうと魔であろうと──いや神であり魔であるがこそ、それは不可侵にして不可触のものであった。


　全ては世界の為に。


　このささやかなりし無辺の領域の為に──


「ハハハハハハハハハハ──……！」


　肉体が崩壊してゆく。


　強靱なる肉は鑞ろうの如く腐敗してとろけ、頑丈なる骨は瞬く間に灰燼へと帰する。そうして跡にはただ六本の聖剣が墓標の加く残るだろう。


（ハハハハハハハハハ──……………………）


　既に音さえ伴わぬ哄こう笑しようを振りまきながら彼はぼろぼろと崩れてゆく。


　そうして──己の肉体の消滅を遥か彼方の出来事の如く感じながら、彼の意識は暖かな闇に呑まれていった。





第一章　なんか女の子出てきちゃったんですけど。












　何ど処こか気け怠だるい鐘の音が頭上で響き渡った。


　ホームルームの終わり──ひいては今日一日の終業を告げる音である。


　熱意など十年以上も前に枯れ果てたと言わんばかりの初老の教師は、まるでゼンマイの切れた人形の様にじっと固着して鐘の音を聞いていたが、鳴り終わったと同時にぼそぼそとした口調で『ではこれで』と告げる。


「起立──礼！」


　クラス委員の号令と共に立ち上がる生徒達。机と椅子ががたがたと鳴った。


　習慣化した、それ故にやたらとおざなりな一礼。


　そして教師はそそくさと出席簿やマーカーの入った籠を抱えて教室から去り、生徒達はそのままそれぞれの放課後を過ごすための準備を始めた。


　この私立御み堂どう高校では校舎の清掃は専門の業者が行う為、ホームルームの後は完全に自由時間となる。そそくさと帰り支度をする帰宅部の者も居れば、クラブ活動の準備をすべく備え付けのロツカーに歩み寄る者、あるいは学校帰りに遊びに出掛ける先を打ち合わせする為に集まる者達も居る。


　まあ何処にでも在る様な──平凡な放課後風景である。


「さて……と」


　教室の中の人影がそろそろまばらになってきたのを見計らって、拓たく人とは立ち上がり、手早く帰り支度を済ませると教室を出た。


　そこに在るのもやはり平凡な放課後の風景だ。


　廊下を行き来する制服姿の生徒達──そんな彼等の間に在って、拓人は殊こと更さらに目立つ存在ではない。平凡というのならその典型が彼であったろう。


　羽は瀬せ川がわ拓人。十六歳。高校二年生。


　彼を言い表すにはこれだけで事足りる。


　日本男子高校生に標準原器があるとすれば彼はまさにそれだった。


　容姿としてはまさしく凡ぼん庸よう。身長も体重も平均的。顔立ちも無論標準的──醜くもなければ美しくもない。強しいて言うのならば若干童顔気味で人の善さそうな性格が顔付きにまで出ている、そんな容貌である。だがこれとて特筆すべき程のものでもない。極言すれば特徴がない事がそのまま特徴であるかの様な……拓人はそんな少年であった。


　更に付け加えるのならば、成績も中の中。『二年Ｂ組の平均点算出機』などと言われた事もある位、全科目可もなく不可もなく、といった具合である。これは受験的な主要教科のみならず体育や美術、音楽に関しても同様だった。よく言えば何でもこなす器用な奴、悪く言えば得意科目のない器用貧乏──という事だ。


　そう。彼はとにかく特徴のない少年なのだ。


　少なくとも自分ではそう思っていた──つい一年前までは。


「羽瀬川君──」


　下駄箱の側で声を掛けられて拓人は振り返った。


　見知った顔の少年少女がそこに立っている。二年になった際のクラス替えで学ぶ教室こそ違う様になったものの、半年前までは同級生だった数名である。


「霧きり島しま……」


　呟つぶやく拓人。


　声を掛けてきたのはその少年少女達の真ん中に居る長い髪の少女だ。


　目鼻立ちのくっきりした、見るからに気の強そうな顔立ち。だが──笑うととても人ひと懐なつっこい感じがする。そのせいか彼女の回りにはいつも友人の姿が絶えない。


　少女の名前は霧島双ふた葉ばという。


　外見通り闊かつ達たつで男勝りな性格をしているせいか、クラスの中ではよく目立つ存在だった。他人の面倒見も良い為に、同級生の男子からはからかいと親しみの双方を込めて『姐あねさん』などとも呼ばれていた。きっと今のクラスでも呼ばれているだろう。そしてそう呼ばれても別に恥ずかしがったり嫌がったりせず、むしろ握り拳からビッと親指を立てて応じて見せる──まあそういう少女だ。


「皆でこれからカラオケ行くけど、羽瀬川君も一緒に行かない？」


　朗ほがらかな口調で双葉はそう言ってくる。


　だが──


「あ──ごめん、僕はパス」


　拓人は言って靴を履き替える。


　双葉は顔をしかめて言った。


「む。なんか最近付き合い悪いぞ、羽瀬川君」


「そうだぞ」


　そう言ったのは双葉の隣に立つ少年──彼女の双子の弟の葉は月づきだ。


　双子という事で親は名前にも共通性を持たせたかったのであろうが、少女の様な名前とは裏腹に、葉月はやけにごっつくて厳いかつい風貌に育っていた。角刈り。厚い胸板。広い肩幅。そして四角い顔。一言で言えばその外見は『ヤクザ』である。それもチンピラとかヤンキーとかそういう下っ端ではない。幹部級だ。スーツ着せればそのままスモーク硝子のベンツに（それも後部座席）乗っていても違和感がないだろう。双葉と同じ遺伝子の産物とは思えない容姿だが、そんな彼が学生服に身を包んでいる様は、妙に微笑ましかったりもする。


「おまえが居ないと姉ちゃんがすげーつまんなさそうに──」


「あっ──季節はずれの蚊がッ！」


　双葉の叫びと共にぶん、と旋回した鞄が葉月の顔面を直撃した。


　一瞬、葉月の巨体が斜めに──角度にしてわずか五度ほど──傾く。


「──痛い」


　だが次の瞬間には直立状態に戻った葉月がちっとも痛そうでない表情で言った。


「姉ちゃん、今更そんなに照れなくても。この期ごに及んで気付いてないのは本人だけで、みんなバレ──」


「あっ更に蚊がッ!!」


　旋回を縦方向に切り替えた鞄が、今度は脳天に食い込んだ。それも角だ。


　さすがにぐらりと身体を大きく傾けて──大体三十度ほど──しかし倒れる事なく立ち直った葉月は片手を挙げて言った。


「わかった。わかったから止めてくれ、姉ちゃん。俺の脳細胞が死滅してしまう」


　ぶんぶん砲丸投げのように鞄を振り回していた双葉がにっこり笑って動きを止める。


「でも真面目な話──」


　友人の一人が拓人を振り返って言う。


「羽瀬川、最近は本当にさっさと帰ってしまうし。なんか忙しいのか？」


「うん。ちょっとね──特に今日は抜き差しならないというか」


　言いながら拓人は校舎を出た。


　挨拶代わりに軽く双葉達に手を挙げてから、校門に向けて歩き出す。


　だが──双葉達もすぐさまカラオケに直行する予定なのか、既に靴を履き替えていた一同は、ごく自然に拓人に追いついてきた。


「…………」


　友人達と並んで拓人はグラウンドを横切って歩きながら、さてどう説明したものかと考えを巡らせる。どうせ双葉や葉月の事だ。何な故ぜ忙しいのかと聞いて来るに違いない。答えを拒めばそれ以上は聞いて来ないだろうが──それは双葉達を拒絶している様で気が引けた。確かに双葉達の言うとおり、最近は不義理を続けているが、彼女らが拓人にとって友人である事に変わりはない。


　そして案の定……


「塾でも行ってるの？」


　双葉が拓人の顔を覗のぞき込む様にして聞いてくる。


　妥当な想像だ。まだ春先とはいえ高校二年生──そろそろ気の早い連中は大学進学の具体的な準備を始めているだろう。


「まあそんなとこ。それで昨日ちょっと失敗しちゃって──」


　拓人は曖あい昧まいに答えておいた。


「あ、それで補習か何かに出ないといけないんだ？」


「まあね」


「ふうん。で──羽瀬川君、どこの塾に行ってるの？」


「──え？」


　歩きながらも拓人は表情が強張らない様に気を付ける。


　それは言えない。それだけは──答えられない。噓を付くのは簡単だが、その気になって調べられれば、あっさりそれが虚言であると露呈してしまうだろう。


「私も行こうかな──なんて」


　そう言ってから双葉は慌てた様に付け加えた。


「ほら──もうそろそろ進路とか考えないといけないし。行くなら同じ大学──いや、別にね、羽瀬川君と同じ大学でないと駄目とかそういうのじゃなくて」


「いや……その──」


「なに？　そんなに入るの難しい塾なの？」


「いや、難しいというか何というか──」


　さてどう答えようか。


　内心で密かに悩みながら拓人は校門を通り抜けて道に出る。


　その時──


「なんだ、あれ？」


　葉月が何かに気付いた様子で言う。


　彼の視線を追って一同が目を向けた先に──それは在った。


　校門脇から壁に洽って延々と続く植え込み。灌木の茂みの中に周囲の緑に紛まぎれるのを拒んでいるかの様な鮮やかな白い色が揺れている。


　何かの布──恐らくはリボンだろう。


　よく見ればリボンで束ねられているらしい三つ編みの髪も見える。灌木の枝にリボンと三つ編みが引っかかって見えているのだ。頭隠してお下げ隠さず──恐らく本人は気付いていないだろうが。


　まあ──要するに何者かが灌木の茂みに潜んでいるのだ。


「…………」


　葉月達は思わずその人影を凝視した。


　すると。


「──!!」


　びくんと灌木の茂みが──その中に潜む人影が震える。


「………………なんだ、あれ」


　呻うめく様に葉月が繰り返した。


　怪しい。なんだかよくわからないが怪しい。


　眼を凝こらして見ると、人影は身を縮込めて茂みの暗がりの中から、何やらこちらをじぃ────……っと見つめているのがわかる。怯おびえた小動物が猛獣の群れを窺うかがい見るかの様な眼であった。


「……なんかこっち見てるぞ？」


「あれって……俺達見てるんだよな？」


「……多分ね」


　試しに──と拓人達が連れ立って動くと、茂みの中で人影もそれに合わせてざざざ、と動いてそこでまたじ────……っ。こちらを見ているのは間違いない。


「うーん……」


　はっきりと視線がこちらに注がれているというのに、無視して通り過ぎるのも何やら躊躇ためらわれる雰囲気だ。


「……あの。もしもし？」


　勇を鼓して葉月が声を掛ける。


　すると、人影がびくりと震え──ざざっと音をたてて白いリボンが茂みの中に消える。どうやら更に身を縮込ませたらしい。


「…………」


　だが──十数秒すると茂みからぴょこんと白いリボンの端が飛び出て、人影らしきものはじ────……っと再び拓人達を眺め始める。


「むう。面めん妖ような」


　呻くように葉月が言う。


　茂みの中からは妙な緊迫感を伴った気配というか、力みまくった気配が漂ってくる。


　無論それは殺気とか闘気とかそういう類たぐいの攻撃的なものではなく──天敵を前にした小動物が放つかの様な妙に煮詰まったものではあったが。その力み具合が視線に載って伝わってくる様で──観られている方が疲れてくる。


　そして拓人はその人影が放つ妙な緊迫感に覚えがあった。


「あれは──」


「先生呼んでこようか？」


　双葉が一同を振り返って言うが──拓人は首を振った。


「大丈夫。怪しい者じゃない──こともないけど。別に変質者とかじゃないよ」


「羽瀬川君？」


　苦笑を浮かべる拓人と植え込みを双葉達が不思議そうに見比べる。


　そして。


「──鈴すず穂ほ！」


　拓人が叫ぶと──今までの中で一際大きくびくんと人影は震えた。


　溜ため息いきをつくと拓人は大股で茂みに向かって歩いていく。人影はその場から逃げ出そうか、それとも知らばっくれようかと迷うかの様にざざざ、ざざざと茂みの中を右往左往していたが──瞬く間に前者は無理な距離にまで拓人は近付いていた。


「鈴穂……」


　拓人が声を掛けると人影は進退窮きわまった様子でその場に固着した。


　苦笑して拓人は声を掛ける。


「──出ておいで、鈴穂」


「…………」


　人影からの返事はない。


「怒ってないから」


「…………」


　やはり無言。


「でも十秒以内に出て来ないと怒る」


　彼がそう言った途端──茂みの中で慌てたようにがさごそと動き回る音がしたかと思うと、ひょいと白いものが茂みの中から突き出された。


『待って待って待ってＷＡＩＴ！』


　それは──ボールペンでそう走り書きされたノートだった。書いた者の慌てぶりが如実に反映された乱れ文字が白い紙面上に躍っている。


　そして──


「…………」


　ずぼっ──と音をたてて茂みの中から一人の少女が顔を出した。
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　可愛らしい少女だ。それは間違いない。


　ちょっとふっくらしてはいるが、太っているという程ではない。むしろ何処か幼さを引きずる様なその柔らかな輪郭は、子犬や子猫に通じる愛らしさがあった。


　だが。


　それでも少女の姿の印象を簡潔に表すれば……ただ一言『地味』となる。


　顔の何割かを覆う大きな丸眼鏡──これがまず地味。その上学校帰りに直接来たらしく、これまた地味な灰色の制服を着ているので余計に地味。全体的に何処か野や暮ぼったく、人目を積極的に引く様な華やかさや艶やかさに関しては、ほぼ壊滅的──そんな容姿である。


　無論、装飾品や化粧の類もなし。彼女の通う学校は女子校でそれなりに厳しいと言われているものの、放課後や休日の格好にまで口を出す様な前世紀的な所ではない筈だが、少なくとも拓人は彼女がそういったお洒しや落れをしている姿を見た事はない。


　やや癖のある黒髪を三つ編みに束ねた先に結わえられた大きな白いリボン──これが唯一、彼女なりのお洒落なのかもしれないが、これとて『学校指定？』と尋ねたくなる様な、ひどく無難で地味な代物ではあった。


　とはいえ。


　外見がどうあろうと……茂みに潜んで他人を注視する少女というのは充分に個性的（控えめな表現）ではある。


「鈴穂──」


　呆あきれたような拓人の視線を受けて──少女は居心地悪そうに身じろぎをする。


「……おい。羽瀬川」


　ちょいちょいと服の袖を引っ張られて振り返ると、双葉と葉月を先頭に友人連中が怪け訝げんそうな表情を浮かべて拓人とその少女──鈴穂を見比べている。


「知り合いか？」


「ああ。知り合いというか──」


「──まさか、羽瀬川の彼女かっ!?」


　葉月が無遠慮に鈴穂に人差し指を向ける。


「い──？」


　眼を丸くして言葉に詰まる拓人。向けられた指先を恐れるかの様に彼の陰に身を隠した鈴穂が──眼を伏せる。頰ほおを赤らめて恥じらうかの様なその仕草は、肯定ととれない事もないが──


「おい姉ちゃん」


　それを見て何を思ったか──葉月が双葉を振り返って言った。


「大変だ、まさかのライバル登──」


　──げし。


　葉月の顔面に再び双葉の鞄が入った。


　もろに角の直撃を喰らって鼻血を出す弟には目もくれず、双葉は上ずった声を出した。


「か──彼女なの？」


「違う違う。ええとその──」


　面倒くさくなってきて拓人は鈴穂の背中に手を回して前に押し出した。


「鈴穂、自己紹介」


「…………！」


　死ねと命じられたかの様に悲痛な表情を浮かベ──しかしそれでも拒みきれないのか、もじもじおどおどしながら鈴穂はほんの少し拓人の陰から出ると、手にしていたノートにささっとボールペンで文字を書いて葉月達に示した。


『羽瀬川鈴穂です』


　顔を見合わせる葉月達。


「ああ、鈴穂は──ええとちょっと事情があって喋しやべれ──いや声が出せなくって」


　拓人の説明に俯うつむく鈴穂。


　だが──双葉や葉月達の驚きはそこが焦点ではなかった様だった。


「同じ羽瀬川姓って事は」


　拓人に姉や妹が居ないのは彼女達も知っている筈だから、普通に考えれば残りの可能性は絞られる。


「姉ちゃん、大変だ」


　葉月がその鉄てつ面めん皮ぴをやや深刻そうに歪めて言った。


「既に結婚してる──」


「やだ、いつの間に──って、んな訳あるかッ！」


　突っ込みと共に鞄攻撃炸裂。今度は無言でばたりと葉月は倒れ伏した。


「従姉いとこだよ」


　拓人が苦笑を浮かべて説明する。


「そ、そうなんだ。あははは。ちょっと驚いちゃった。あはは。いや、あんまり羽瀬川君って派手じゃないっていうか、彼女居る様にみえなかったというか、奥手っていうか、あ、でも別に馬鹿にしてる訳じゃなくてね？」


「いや、いいよ、自分でわかってるから」


　肩を竦すくめて拓人は言った。


「それはともかく。鈴穂──どうしていきなり？」


　尋ねられて鈴穂はノートのページをめくると、ささっとペンを走らせる。


『タクちゃん、今日は追試』


「ん？　まあそうだけど──」


『重要な単位が取れるかどうかの瀬戸際。佐久間先輩言ってた』


「それで？」


『忘れてないか、心配になったの』


　さらさらと書いてから──ふと鈴穂は表情を曇らせて上目遣いに拓人を見つめた。


『迷惑？』


「いや、そんな事はないけども」


　言ってから、拓人は双葉達が自分と鈴穂の会話──というか何というか──に注目しているのに気付いた。


「あ、いや、えーと。同じ塾に通っててね」


「そうなの？」


　と若干訝いぶかしげな表情を浮かべて尋ねてくる双葉。


「うん。そう。先生が呼んでるみたいで。鈴穂はそれを報しらせに……あ、ごめん、急いでいかないといけないみたいだから──」


　適当な事を言いつつ彼は鈴穂の背中を押して歩き出す。背中に双葉達の視線が突き剌さっているのを感じたが、ここでまた妙な突っ込まれ方をすると、説明に窮きゆうする。ボロを出さない内にさっさとこの場を離れるのが得策だった。


　数歩離れてから、取り繕つくろう様に拓人は双葉達を振り返って言った。


「本当にごめん、また誘ってよ。次は何とか行けるようにするし」


「あ…………うん」


　何処か気の抜けた様な双葉の声を聞きながら、拓人は足早に私立御堂高校を後にした。
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　私立御み堂どう高校から歩く事──およそ十五分。


　拓人と鈴穂の姿はとある住宅街の一郭に在った。


　もっと詳細に言えば住宅街の中でも不思議と人通りの少ない路地裏である。大抵の街にはこうした場所が必ず在る。別にその先が行き止まりになっている訳でも、通行禁止の立て看板があるでもないのだが、何故か人の流れに乏しい場所。人間というものは習慣の動物なので、たとえすぐ側そばに住んでいても、意識しなければ何年も脚を踏み入れる事のない場所や道というものが必ず在るが、それが偶然にも重なって無人の状態を造りやすい──そんな場所。


　いや。それは必ずしも偶然とは限らない。


「──ん？」


　ちょいちょいと袖を引っ張られる感覚。


　振り返ると、鈴穂がノートを開いて示した。


『ごめんね』


「だから怒ってないってば」


　苦笑して拓人は言う。


　鈴穂はさっとページをめくって別の一文を見せた。


『本当に？　迷惑じゃなかった？』


「別にそんな事ないってば」


　さすがの拓人も口調に少々呆れたような響きが混じる。


　実を言えば鈴穂と道すがらこのやりとりをするのはもう九回目である。


　鈴穂は、迂う闊かつに自分が迎えに行った事で拓人の学校生活に要らぬ波紋を呼んでしまったのではないかと心配しているらしい。確かに明日からしばらくは双葉達に鈴穂や『塾』の事を根ほり葉ほり聞かれたりするだろう。


　だがだからといって拓人が鈴穂に対して怒ったりする事はない。


　そんな事は鈴穂もよく承知している筈なのだが──


「…………」


　しゅん──とした表情で鈴穂はうつむき、ページをめくった。


『ごめんね』


　十回目。


　鈴穂は昔から変わらずこの調子だ。彼女は自分に自信がないというか──過敏な程に自分の行動について不安がる。ちょっとした事ですぐに怯えて泣き出す彼女をなだめるのは、いつも拓人の役目だった。まあ──最近は泣いたりまではしなくなったので、少しは鈴穂も変わってきているのかもしれないが。


「んー……」


　拓人はしばし考え──


「そっか。ごめん、まだ迎えに来てくれた御礼言ってなかったっけ。ありがとう」


「…………？　…………！」


　驚いたように目を瞬またたかせて鈴穂は微笑む拓人を見つめ……そしてようやくはにかむようにして笑った。


『うん！』


　大きくそう書かれたノートを掲げる鈴穂。


　そんなこんなで話が一段落すると拓人は周囲を見回した。


「鈴穂──周囲確認」


　頷いて鈴穂がきょときょとと視線を左右に走らせる。


「右よし──」


『左よし──』


　ごくごく普通の路地裏に見えるが、建物の角度や窓の位置、あるいは庭に生えている樹木などの関係で、此処は隣接する家屋からもほぼ完全に死角になっている。二人の立っているその位置は、事実上路地の左右からしか見通す事ができないのだ。


「──それじゃ」


　拓人は懐ふところから一枚のカードを取り出した。


　プラスティックか、あるいは硝子か──透明な素材で造られているそのカードには、何やら幾行かの文字列と、そして拓人の顔写真が印刷されている。凝った造りの身分証といった雰囲気だ。子細に見ればそれらの記載はその表面ではなく、透明なカードの内側に封入されているのがわかっただろう。


　そして拓人はおもむろにそのカードを胸元に示すと、静かに唱え始めた。


「我──羽瀬川拓人、学生番号Ｊ‐０４１１２８が学生証の元に汝を召喚す。門よ。隠されし真実へと続く門よ。束の間我が前に顕あらわれ出でて、学びの園への道を開け」


　朗々と響く拓人の声。詩歌の様でもあり宣誓の様でもある。


　無論世間一般の常識でそれを見るのならば意味不明の戯たわ言ごとに等しかったろう。


　だが……次の瞬間に発生した現象は紛まぎれもない現実であった。


　拓人と鈴穂の足下に蒼い光が出現する。地の底からまるで滲にじみ出るかの様に天へ向かって放出されるその光は、拓人達の真上から見れば奇妙な紋様と文字列を含む円陣を構成していた。


　ちりちりと音をたてながらその蒼い光が震える。


　そして──世界の色が反転した。


　比ひ喩ゆでも何でもなくその通りの意味である。二人を取り囲む風景が形状はそのままに、写真のネガの如く色彩だけを逆転させたのだ。遥かな空の虚ろに満ちる明るさは、頭上に迫る闇色の天蓋となり、家屋も樹木も標識も、全てがその配色をひっくり返して異様な雰囲気を帯びている。


　いや。異常はそれだけではない。


　他に動くものが何も無いのだ。


　無論、人の姿が無い事を確認した直後──元々が動く存在に乏しい風景ではある。だが今生じている現象は単純に『動くものの姿が見えない』という様な状態ではない。喩たとえるのならばビデオのストップモーション、写真の中の風景だ。雲が動かない。葉が動かない。何より空気が動かない。ただ止まっているのではなく、時間そのものがそこに『固定』されたかの様な不自然さがそこには在った。


　しかしその風景の中に在って拓人達と蒼い円陣だけは何故か元のままだ。


　風景の異様さに呑まれる事なく、慌てたり騒いだりする事さえもなく、本来の色彩を保ったまま平然とそこに立っている。凍り付いた世界の中で彼等の触れる周囲だけが時間が流れているかの様に──風景の中から彼等だけが浮かび上がっていた。


　そして。異常はそれだけで終わりはしなかった。


　風景に亀裂が入った。


　世界の真ん中にぴしりと斜めに走った一線が、次の瞬間には無数の枝を分岐させ、無限に亀裂の線が広がってゆく。それは瞬く間に視界の全てを覆い尽し──


「プライマリ・ポータル構築完了。通常空間との切り離し確認」


　拓人が呟くように言う。


　同時に彼の足下では蒼い円陣それ自体が生きているかの様に形を変えてゆく。


「続いてセカンダリ・ポータル──正門〈イズモ〉へ接続」


　そして──風景が砕け散る。


　まるで背景画を描き込んだ硝子が割れるかの様に、色彩が逆転した世界は無数の断片となって崩壊してゆく。そしてきらきらと輝きながら舞い落ちる破片の向こうには、光を無限に吸い込む白い虚きよ無むと……そして巨大な構造物が一つ存在していた。


　門である。


　中世の城に設けられていたかの様な重厚な造りの門が──門だけがそこに在る。


　巨大な円柱とそれに支えられたやはり巨大な扉。柱には細かな装飾彫刻がびっしりと施されており、青銅製と思しき両開きの型の門もん扉ぴには、これまた巨大で厳いかめしい『顔』がまるで生きているかの様な精せい緻ちさで浮き彫りに刻まれていた。


　しかも──


「──確認した」


　あろう事か……拓人達にそう告げたのはその『顔』だった。


　両開きの形になっている二枚の門扉の真ん中──そこに彫刻された巨大な『顔』が動いている。どう見ても動くとは思えない硬質のその彫刻が青銅製の瞼まぶたを開き、青銅製の眼を拓人達に向け、あまつさえ青銅製の唇を動かしながら語りかけたのだ。


「羽瀬川拓人、学生番号Ｊ‐０４１１２８。及び羽瀬川鈴穂、特待生番号Ｊ‐０３０００９Ｓ。我は学びの園を守る門番。資格在る者の求めに応じ、我が身を開いて道を示す」


　青銅製の唇を動かしてその『顔』が言う。その奥にはやはり青銅製の舌や歯までが動いているのが見えた。


　普通の人間ならばこの状況下で腰を抜かす。錯乱してもおかしくはない。


　だが──


「今日も汝等に知恵とそれを御する勇気の在らん事を──」


「ありがとう、ポータル・イズモ」


　ぎょろりと自分達を見下ろす青銅の巨大な眼球を見上げながらにこやかに拓人は言った。鈴穂はさすがにその視線が怖いのか、ささっと拓人の陰に隠れて顔だけを出した。


「時に羽瀬川拓人」


　青銅の顔──イズモは言った。


「汝は今日は召喚実技IIの追試であるな。努ゆめ々ゆめ気を抜かぬ事だ」


　最初からの『設定』なのか、あるいは偶然の結果か──この巨大な顔面は、その見るからに厳めしい顔付きとは裏腹に、割と気さくで世話好きである。初めて見た時は拓人も腰を抜かしそうになったものだが、今では結構親しく言葉を交わす様にもなっていた。


「少年老おい易やすく学成り難がたし──汝が目指すべき高みを思えば、つまらぬ段階で立ち止まっておる暇はないぞ」


「わかってるよ」


　苦笑しながら拓人は言った。


「では──」


　イズモの顔にぴしりと一本の線が走った。


　正中線──額から顎に掛けて真っ直ぐ顔の真ん中に引かれたその直線に従って、イズモの顔はゆっくりと左右に分割され、門扉は轟音と共に左右に開いてゆく。


　門の内側より光と風が溢あふれ拓人達の傍らを吹き抜けた。


　そうして──門の向こうに在る風景が露あらわになる。


　地平の彼方にまで敷き詰められた石畳。


　その真ん中に……拓人達の目指す場所が在った。


　一言で表せばそれは巨大な円柱ピラーだ。


　遥かな高みに向かってそそり立つ一本の塔。遠目にはそれはまるで単なる柱の様にも見えるが、実に直径二百メートル、全高六六六メートルにも達する巨大建造物である。内部は無論多層構造で実に百二十階建て。


　建築学の基礎を知らぬ子供とて、一目見ればそれがいかに途方もない代物であるかはわかるだろう。見る者の視界を覆い尽くさんとする程の圧倒的な巨大さ──それは最早『建築物』というよりも山や谷と同様の『地形』に近い。


「何度見ても壮観だよなあ」


　感慨深げに呟きながら拓人は足を踏み出した。


　その巨大塔に──〈学園〉に向かって。
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　それは一つの教育機関であった。


　ただしそれはいわゆる学校教育法上の定めに則のつとって造られた組織ではない。そもそも社会通念や一般常識には縛られる事のない領域にそれは在った。


　この国の公こう文ぶん書しよの何処を探してもその機関の名前は記されていない。


　この国のどんな地図を紐解いてみてもその機関の所在地は掲載されていない。


　それは存在しない筈の機関。在り得ない筈の組織。


　何故ならこの教育機関が教える事は一般社会とは相容れないものであったからだ。人が人として社会を営む上で切り捨ててきたものが堆たい積せきしてできたものであったからだ。


　だが捨てる者が居れば捨う者も居る。


　そこは一般社会の常識からは見捨てられてきたものを営々と磨き上げてきた者達とそれに続く者達が学ぶための場所だ。利便性。効率。経済効果。確実性──無味乾燥とした実利主義の陰で忘れ去られた筈の不可思議なる、しかし厳然たる真実を身に付ける為の場所だった。


　故に関係者は様々な想いを込めてその教育機関をこう呼ぶ。


　現代に隠れ住みし魔法使い達の学園──〈マジシャンズ・アカデミイ〉と。
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『頑張ってね』


　そう書いたノートをぱたぱたと振って召喚実習室へと向かう従弟の背中を見送る。


　拓人は一度振り返って応じる様に手を振ると、そのまま奥の階段へと消えていった。


　鈴穂は拓人の姿が見えなくなるまでノートを振り──


「…………」


　そして溜息をついた。


　彼女が今居るのは〈学園〉本校舎一階の玄関ホールである。


　茶褐色を基調とした内装の落ち着いた──というかかなり渋い感じの空間だ。照明は暖かく柔らかな黄たそ昏がれの色。下手をすると圧迫感さえ感じかねない色調ではあるが、三層ぶち抜きの吹き抜け構造や、硝子張りの巨大な玄関扉が醸かもし出す開放感が上手い具合にそれを相そう殺さいしていた。


　上品で清潔。広くて重厚。学校の玄関ホールというよりも高級ホテルのロビーを思わせる場所だ。御丁寧に大型観葉植物の鉢や絵画、壺といった美術品が散見され、更には談話用のソファ、あるいはベンチ等も置かれているので、そうした印象は余計に強まる。恐らく何も知らずに連れてこられた人間が此処を見れば、本当にどこぞの高級ホテルと勘違いするかもしれない。


　ただし──錯覚は一瞬の事だろう。


　此処には一般社会では到底見られない光景が山ほどあるからだ。


　例えば、がしゃこんがしゃこんと音を立てて歩いている甲冑だかロボットなのだかよくわからない代物はゴーレムである。壁に貼られた案内板の下で質問を待っているゴシックロリータ系衣装の案内嬢は、よく見ると首や肘に球体関節の付いている自動人形オートマータであるし、ホール中央に設けられた大型水槽で泳いでいるあれは──どう見てもシーラカンスではないのか。


　ホールの中にたむろする者達の姿も尋常でない。


　時折見かける、衣装がマントだったりローブだったりと奇抜な者はまあ良い。面倒だからと〈学園〉支給の制服に着替えない者も居るし、わざわざ格好にこだわってかなり特殊なデザインの私服を持ち込む者も居るが──まあコレは一般人が見ても『仮装コスプレ』の一語で説明がつく。


　ただし──到底、装身具とは思えぬ生々しさでぴこぴこと動く獣耳や尻尾、あるいは立派な角を備えている者、どう見ても身体の向こう側が透けている者などはさすがに説明しにくかろう。『特撮映画用の特殊メイクや、特殊効果Ｓ　Ｆ　Ｘなんですよ』と言ったところで『本物』の持つ質感は隠しようがない。


　ちなみに前者は召喚された擬人化魔物や合成された人工生命ホムンクルス、後者は特別講師として喚び出された幽霊の類であろう。さすがに滅多に見かけないが、たまには大きな翼を難儀そうに背負った下級天使が歩いている事もある。いや──歩くのも面倒くさいとばかりに、ふわふわ空中浮遊したまま移動している魔法使いもしばしば目撃されたりする。


　獣人、幽霊、魔法使い、自動人形、その他諸々。


　それらが渾こん然ぜん一体となって闊かつ歩ぽするホール。


　恐らく一般社会での『常識』を持った者ならば卒倒しかねない光景だ。


　無論、鈴穂にとっては見慣れた光景ではあるのだが。


「…………」


　鈴穂はささっと壁際に寄ると──そこに並べてある大きな観葉植物の鉢の裏に隠れる。


　そこで彼女は『ようやく落ち着いた』と言わんばかりに深い溜息をついた。


　実は彼女はこの〈学園〉に出入りを許されているものの──魔法使いではない。


　魔法というものは使い手を選ぶ。それは世間的に言えば一種の超能力であり才能の在る無しが如によ実じつに表れるのだ。魔法使いとしての素質の無い者が百年努力しても魔法はその者の身には備わらない。


　そして鈴穂にはその才能が無いのだ。


　故に彼女は魔法を使えない。魔法使い達の研究及び教育機関であるこの〈学園〉の中に在って──魔法の類を一切使えない鈴穂には身の置き所がなかった。公式には特待生という立場にはなっているものの、これは彼女の扱いに困った〈学園〉の教務係が便べん宜ぎ的にひねり出した肩書きであった。


　まして……多くの魔法使いは彼女を避ける。


　当然だ。いくら魔法使い達には酔すい狂きような者が多いと言っても、用もなく『天敵』に自ら近寄る様な者はごく少数だ。


　だが──


「──おや、鈴穂ちゃん」


　ひどく気安い声を掛けられて鈴穂はびくんと身を震わせた。


　聞き覚えのある声だ。そもそもこうまで平然と鈴穂に声を掛けてくる知り合いは、拓人を除けばこの〈学園〉には五名と居ない。


『先輩？』


　身を縮込ませながらも鈴穂はささっとペンを走らせてノートを掲げる。


「うい──」


　肩に教職員の着る黒い上着を引っかけた青年が片手を挙げて笑った。


　歳は恐らく二十代半ば。何処か浮世離れした茫ぼう洋ようとした感じがある人物だ。顔立ちそのものは整っており、黒髪も清潔な感じにまとめられているが、何処か何かが欠落しているかの様な──機械に喩えれば重要な部分の螺ね子じとか──そんな間延びした雰囲気を漂わせている。


　上着のポケットに両手を突っ込んだまま、大柄な身体をふらふら湖底の水草の如く左右に揺らして青年は鈴穂の側に歩み寄って来た。


　彼の名前は佐さ久く間ま榮えい太た郎ろうという。


　この〈学園〉においては古参の生徒であり、ただ単に『先輩』と言えばこの人を指すとまで言われている人物だ。このため拓人は無論、学生でない鈴穂も何となく彼の事を『先輩』と呼んでいる。


　そんな彼が教職員の衣装を引っかけているのは伊達でも酔狂でもなく、学生でありながら彼には非常勤講師の資格があるからだ。その妙に気の抜けた外観とは裏腹に、彼は魔法使いとして〈学園〉でも屈指の実力を持っており、特に召喚術に関しては正規の教職員でも彼に匹敵する者は数える程しかいない。


　何度か〈学園〉側からは教職員としての登用が打診されているのだが、自己責任において自由気ままに研究できる学生の身分を手放すつもりはないらしく、彼はその誘いを断り続けているという。彼の非常勤講師としての資格や、教職資格者の制服は、そんな彼と〈学園〉側、双方妥協の結果なのである。


「拓人を待ってるの？」


『はい』


　ぱらぱらとノートをめくって鈴穂はそう記されているページを示した。ちなみにこうした定型的な言葉は予あらかじめノートの最初の方に書いてある。


「それはそれは」


　笑いながら榮太郎は頷くが、ふと首を傾げて言った。


「しかし……拓人の追試は召喚実技IIだろ？　ちゃちゃっと済ませる奴は済ませちまうけど、手間取る奴はとことん手間取るよ。かなり複雑な術式だしね」


「…………」


　観葉植物の陰に半分隠れながら、困惑の表情を浮かべる鈴穂。


　前述の通り、この魔法使い達の園においては身の置き所も殆ど無く、またそれに加えて失語症と極度の人見知り──というよりは対人恐怖症──という二重苦を背負っている鈴穂としては、このまま此処でいつになるかわからない拓人の帰りを待っているのも辛いものがある。


「何なら俺の研究室、来るかい？」


　ふと思い付いた様子で榮太郎が言った。


「神酒ネクタルとまではいかないけど珈琲の一杯くらいは出るよ。いや、鈴穂ちゃんは紅茶派だっけか？」


「…………」


　鈴穂は『えっと、えっと』とアフレコしたくなるような表情で悩んだ挙げ句──


『いいんですか？』


　──とちょっと小さな字で恥ずかしそうに書いて示した。


　この人通りの多い玄関ホールでじっと拓人を待っているよりは、まだ知り合いの部屋に居る方が気が楽だ。不特定多数の視線に晒されるというのはそれだけで鈴穂には辛いのである。


「無論。女の子の来訪を断る程忙しい身ではないよ」


　のんびりと笑いながら言う榮太郎。見るからに軽薄な物言いなのだが──飄ひよう々ひようとしているその物腰の為か、あまり嫌味には見えない。


「エーネの焼いたスコーンもある。まあこちらの味の方は保証の限りではないけれど」


「──失礼な」


　そう言いながら榮太郎の背後から歩いてきた娘は、獣を想わせる尖り耳と、長くふさふさの毛が生えた尻尾を備えていた。〈学園〉外に出ると大騒ぎになりかねない姿だが、此処では別段珍しい存在でもない。


　通称エーネ──エーネウス・ザ・バージェスト。


　榮太郎の使い魔にして助手を務める魔物である。


　もっともその耳や尻尾以外の部分から、彼女を魔獣妖怪の類──しかも相当に強力な魔力を誇る存在──だと即座に見破れる者はごく少数だろう。


　人間の尺度を適用するならば外見年齢はおよそ二十歳前後。髪の色は黒。瞳の色は緑。清楚可憐な雰囲気を持った美しい娘で、今は紺色のワンピースにフリル付きの白いエプロン、フリル付きヘッドドレスという、見るからにメイドサーヴァント然とした格好であるが──和服を着せてもよく似合うに違いない。


「こんにちわ。鈴穂さん」


　そう言って一礼する姿はひどく優美で──同性の鈴穂ですら思わず見とれてしまう様な気品がその仕草には備わっている。それがエーネウス本来の『姿』ではないとわかってはいても、ついつい鈴穂は羨せん望ぼうを覚えずにはおれなかった。


『こんにちわ』


　これも最初の方のページをめくって示し──鈴穂は丁寧に一礼した。主人同様、この獣人娘も別段他人の礼儀にうるさい性格ではないのだが、彼女の折り目正しい言動を見ているとついつい鈴穂もかしこまってしまう。


　ちなみにこのエーネウス、右手には何故かモップ──の様なものをいつも持っていたりする。断言を憚はばかるのは、床をこする部分の反対側に、どう考えてもモップには附属しないような代物がくっついているからである。


　三つ又に別れたナイフ──というよりは槍斧ハルバードの穂先だ。掃除用具と武器を一体化する事にどういう意味があるのかは全く不明だが、魔法使いや魔物の言動に一般社会の常識を当てはめてもあまり意味はあるまい。


「御主人様が味音痴なのを私のせいにしないでくださいな」


　エーネウスは鈴穂に微笑を返してから、顔をしかめて榮太郎を振り返る。もっとも本気で怒っていないのは鈴穂にもすぐにわかった。


「そうかなあ」


　榮太郎は困ったように首を傾げる。


「それはさておき。俺もやることが一段落付いたところだったから、気を遣わなくても暇はあるよ」


「…………」


「まあ暇なら今、拓人がやっている召喚実技の話でもしようか？　俺の専門だしね」


　榮太郎はそう言って気楽そうに笑った。
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　殺風景。


　──その部屋の印象を一言で示すならばその語が適切だった。


　更に表現の追加を許すのであれば『薄暗い』『狭い』といった言葉が加わるだろう。およそ快適性とは縁遠く、ただ他と仕切られただけの空虚うつろに過ぎず、見た目としてはそれ以上でもそれ以下でもない。


　床面積はおよそ六畳程度。床も壁もそして天井も滑らかな平面のみ、絨じゆう毯たんはおろか壁紙の一枚さえ用いられていない。当然ながら家具らしい家具もなく、窓さえもがない。


　外界と繫つながっているのは出入り口だけ。それとて決して大きいものではなく、背の高い者ならば頭をぶつける心配をせねばならない様な代物であった。


　この無味乾燥さが醸し出す圧迫感のせいで、此処は本来の面積よりもずっと狭く感じるのだ。他に何かに例えろと言われれば、恐らく独房が一番印象的に近い。


「…………」


　その部屋の真ん中に拓人は佇たたずんでいた。


　彼は先程までの格好とは異なる服装をしている。


　緑と白を基調とした、ゆったりとした動き易そうな──しかし一般社会では見慣れない衣装だ。機能的だが何処か古めかしさを残したデザインは軍礼服を思わせる。しかも衣装の各部には布以外の素材も──プラスチックや金属で造られている小部品もくっついている為に、ますます普通の服とは異なる印象を形成しているのだ。


　しかし〈学園〉においてこの衣装に奇異の眼を向ける者は居ない。


　これは〈学園〉に学ぶ者の制服だからだ。もっとも──〈学園〉側としてはあまり服装に関してうるさく言ってくる事はない。画一化の強制は価値観の硬直と思考の陳腐化を招くと考えているかららしい。故に〈学園〉においてこの制服が数多く見られるのは、単にそれが非常に機能的に造られている上、タダで支給されるからである。


　ちなみにこの制服、あくまで便宜的にではあるが色や細部のデザインに数種の派生型バリエーシヨンが存在していて、着ている者の立場や素性を示す様になっている。拓人が着ているものは『初級者』『人間族』『魔術師科』といった区分けに属するものだ。


　それはともかく。


「んー……」


　拓人は腕を組んで自分の足下を眺めている。


　足下──即ち白い床には複雑怪奇な紋様が所狭しと描かれている。大まかな印象としては拓人達が一次空間接合門プライマリ・ポータルを呼び出した際に、地面に描かれていたものと似ているが、こちらはやや小さく、その代わりに遥かに緻密な書き込みがなされている。一見すれば単なる線に見える部分も、顔を近づけてみれば何やら奇妙な文字列の集合体であったりするのだ。


　これは俗に魔法陣と呼ばれる一種の魔力回路である。


「これでいい……と思うんだけどなあ」


　拓人は制服の胸元から取り出した手帳を広げて魔法陣の内容を確認しながら言った。


　彼は昨日一度、この試験を──召喚実技IIを受けている。その際、彼は万全の態勢で臨んだにも拘らず、うまく目的のものを召喚できなかった。いや、そもそも召喚用の魔法回路が起動さえしなかったのである。


　結局、そのせいで召喚実技IIの試験を今日やり直す事になった。


　この〈学園〉に落第は無いが、資格制限は在る。


　一つ試験に通る度に閲えつ覧らんできる書物や借り出せる魔法具、使える施設が増えるという寸法だ。それらは此処で学ぶ上で必須というものでもないのだが──効率よく魔法使いとしての修練を重ねたければ、かなり有用なものだった。


「そろそろ時間ですよ」


　ひどく冷さめた様な声が言う。


　それは部屋の隅から──正しくはそこに置かれたノートパソコンから発せられていた。


　その液晶ディスプレイの殆どを占める様に大きな表示画面ウインドウが開かれており、その上端には『ＴＲＩＮＳＨＩＡ．ＥＸＥ』と文字が添えられている。


　そしてその画面の真ん中には一人の少女の頭が映し出されていた。


　年齢は恐らく十二か三か──少なくとも十代後半には見えない。


　つぶらな瞳は黄金。長い髪は白銀。


　美しい少女である。しかも凜りん然ぜんとした気品も在る。どこぞの神話に出てくる姫君を彷ほう彿ふつとさせる容姿であった。


　ただし──彼女が単なる美少女ではないという事は、注意深い眼を持つ者ならばすぐに気付くだろう。


　女の子の愛らしさを示すのに、人形のような、という表現を使う事があるが──この少女はまさしく人形的だった。この姿で生まれ、この姿のまま固定されているかの様な、ひどく硬質な雰囲気。子供の顔には何処か成長の余地を示す曖昧な部分があるものだが、この少女に限って言えば成長した顔立ちというものが全く想像できないのである。


　その目鼻立ちが形としで愛らしいのは間違いないが、何処か整いすぎていて生身の俗臭というものが感じられない。花に喩えるのならばこの少女は生花ではなく硝子と貴金属で造られた造花だった。


　まあ当然と言えば当然──この少女は人間ではない。それを証明するかの様に、前髪から垣間見える額には『ＤＥＵＳ　ＥＸ　ＭＡＣＨＩＮＡ』の文字が刻印されていた。


「あと三分以内に召喚儀式を開始しないと、試験時間を超過する可能性が90パーセントを超えます。時間切れという事で再追試の申請をしますか？」


「あ、ごめんなさい。やります、召喚やります──」


　慌てて言って拓人はノートパソコンを振り返った。


「ただなんて言うか──昨日の事を想いだしても、何がいけなかったのかよくわからなくて。万全だとは思うんだけど……」


「それは確かに不安でしょうね」


「うん。だからこう、このままやってもいいものかどうかと。一応、安定の為の術式は三つほど加えたけど、基本は変えてないし──」


「それはそれとして残り時間はあと二分ですが」


　素っ気なく画面内の少女が言う。


　口調にも表情にも全く揺らぎがない。故意に平静を装う様なある種の力みは感じられず、ただただ自然に静せい謐ひつな印象だけがある。


「わかった、わかりました──まったく、冷たいというか容赦ないというか」


「仮想神格ですから」


　やはり淡々とした口調で少女が言う。


　少女の名はトリンシア。通称はトリン。そして正式名称はＶＤＴ０２Ｕ３Ｔ……〈ユニア〉シリーズ三号体パーソナル・ネーム〈トリンシア〉という。


　画面の中に描き出されたその姿は、本物の人間と見み紛まがう様な迫真性を備えてはいるが、彼女の正体は仮想神格──即ち〈学園〉の教務課が生徒に貸し出している超高度人工知能なのである。無論彼女には人間の如き実体などない。膨大な量のプログラムと魔法儀式の積み重ねによって、電子回路の上に構築された付つく喪も神がみ、人の手によって創り上げられた電子の精霊──それが彼女だ。


　彼女達は〈学園〉側からこれまた無償貸与される特性ノートパソコンのメモリ上や〈学園〉内ネットーワーク上に搭載ロードされており、初級の学生達の監督役、案内役、記録係などを務める。実技などの試験監督を務めるのも彼女らだ。人間と違い規則一点張りで融通の利かない部分はあるのだが、その反面、買収も脅迫もおだても当然効かないので、理想的な監督係として彼女達は〈学園〉で活躍していた。


「では召喚儀式を──」


「部屋の封印シールは完全ですか？」


「それは確認済み」


　拓人は頷いた。基本中の基本だ。


　この実習室はそれ自体が一個の閉鎖性結界として機能していて、魔力相の安定を確保している。外部からの影響を遮断して、可能な限り理論に即した結果を引き出せる様にする為だ。


　元々魔法というものは様々な周囲の環境──温度や湿度は無論の事、地形、星の運行、霊相、魔力偏差、その他諸々の要素が入り乱れ、理論通りに実行できる事はまずない。上級者になってくると状況に合わせて半ば無意識に調整出来、時と場所を選ばず行使できるらしいのだが、拓人の様な駆け出しには、無理な相談だ。


　故に、召喚実技の試験も、言ってみればこの魔力の無菌室とも言うべきこの部屋で、仮想的な状況設定を行ってから実施される。さもないと未熟な魔法使いは召喚に失敗するどころか、自分の身さえ危険に晒す事になるからだ。


「なら始めましょう。セレモニ・シーケンサ起動。記録開始」


　短く鈴の音の様な起動音が鳴り、液晶ディスプレイの端に新たなアプリケーション・プログラムの表示画面が開く。オーディオ機器の操作パネルを思わせるその画面の中では、起動したと同時に千分の一秒単位で目まぐるしく経過時間を示す数字が踊り始めた。


「呪文詠唱の補助は？」


「コーラス３、ディレイ４で、イコライザはプリセットのままで」


　制服の襟にポケットから出したワイヤレスマイクを取り付けながら、拓人は言った。


　同時に更に幾つかの表示画面が液晶ディスプレイの中に開く。この追試に必要と思われる幾つかのアプリケーション・プログラムをトリンが重複起動マルチタスクしているのである。


「了解。キャスティング・サポータはコーラス３レベル、ディレイ４レベルに設定。イコライザは標準値に固定。魔力相の安定を確認。空間歪曲率許容範囲内。星せい辰しん影響力遮断良好。気温、湿度、共に適正値──」


　朗々と状況を読み上げるトリン。それが問題ない内容であると確認すると、拓人は小さく頷いた。


「んじゃ──いきます」


　まずは大きく深呼吸。そして──


「──………………」


　拓人の口から旋律が流れ出る。


　歌ではない。歌詞などない。純然たる音階の変へん遷せん。


　これが現代式にアレンジされた呪文詠唱なのである。古式ゆかしい呪文詠唱も確かに残ってはいるが、最早主流ではない。


〈学園〉は常日頃から世界中の魔法に関する知識を統合整理するという作業を行っており、日々更新される魔法技術のデータベースには、最新の研究結果が次々と掲載されてゆく。そんな〈学園〉の最新見解によれば、呪文とは結局のところ一連の情報を最強の汎用魔法機関マジツクエンジン──即ち人間の脳に入力する為の情報体系であり、それが何語で語られているかは問題ではないのだそうだ。


　また特定の結果を引き出すための魔力回路の構造は必ずしも一通りではない。


　故に呪文は『言葉』である必要さえない。それが音階であろうと記載された文字列であろうと魔法の発動機関である脳に一定の情報を入力し、一定の作用を引き起こさせれば事は足りる。後は脳が魔力回路を構築して周囲に放射、更に連鎖的に魔力が作用を引き起こして魔法は完成する。


　もっとも安全装置の様な役割として、最終的な発動の前段階には必ず一定の言葉──つまりは起動用呪文を挿そう入にゆうして唱えるのが〈学園〉では通例となっているが。


「──………………」


　高く低く──拓人の声が流れる。


　マイクを通して呪音文詠唱補助用のプログラムに流し込まれたその声は、更に幾つもの効果を付与され──何人もの人間が歌い上げるかの様な分厚い響きとなってノートパソコンのスピーカーから流れ出る。


　密室を満たす旋律。


　擬似的にではあるが、幾重にも折り重ねられて唱えられる呪音詠唱は、未熟で脆ぜい弱じやくな拓人の技能を補い、床の上の魔力回路──魔法陣に起動を促す。単にチョークで描かれただけの図形は、しかし突如として鈍い光を放ちながらゆっくりと床から浮かび上がった。


　まるで空間に直接描かれているかの様に、何の支えもなく浮遊する図形。


　それは次の瞬間、内包する力の大きさを示すかの様に自ら細かく振動を始めた。


（いける──）


　拓人は空間に満ちる魔力を感じて確信した。


　本来は無為に空間を漂っているだけの魔力が儀式によって収束され、拓人の脳を介して増幅され、更に一つの方向性を持ち始める。それはやがて堅牢たるべき空間の『枠』──時空連続体をも揺さぶる強大な力となって、この密室と別の何処か──異なる世界とを繫ごうと機能し始めるのだ。


（いける──今度こそ）


　拓人は自分の術に確かな手応えを感じる。


　彼は一際大きく息を吸い込んで最後に挿入すべき言葉を紡いだ。


「我が名と技を背に我は召喚す。我はハセガワ・タクト──超常なりし法と理ことわりの使い手なり。この世にあらざるものよ。いざ──顕れよ！」


　完成の呪文。


　それを唱えた瞬間──それは起こった。


　何処かで何かがねじれる感覚。


（──!?）


　それが合図であったかの様に──順次起動していた魔法回路が次々と誤作動を起こす。


　昨日もこの感覚があった。ただし昨日はもっと早い段階で生じた為に、魔法回路は起動する事もなく沈黙したままだったのだ。この為に拓人は召喚実技IIの試験に落っこちてしまった訳だが──


（またか!?　なんだ──なんだこれっ!?）


　何処かで何かが歪んでいる感覚があるのだ。だがそれが何なのかわからない。


　他の魔法は今まで幾つも覚えてきたが、こんな誤作動は初めてだった。


（そうはいくかっ！）


　拓人は修正用魔法回路パ　ツ　チを次々と脳裏に思い浮かべて呪文詠唱、誤作動を起こした魔法回路に挿入してゆく。昨日のことがあったので、この追試に入る前にちょっと考えておいたものだ。


　しかし──やはり半人前の魔法使いの付け焼き刃。そうそう上手く機能する筈もない。


「──うわっ!?」


　ますます激しく誤作動を起こす魔法回路に、思わず拓人は呪音詠唱を中断して声を上げてしまう。


　それが決定的な破綻に繫がった。


　空間に浮かび上がって発光していた魔法陣が激しく明滅し、ぐるぐると回転し始める。しかも回転軸が定まらずに左右にぶれている様な感じだ。まるでそれは、壊れかけ、今にも分解しそうなエンジン、あるいは軸の固定が外れて跳ね飛びそうな歯車を思わせた。


「儀式中断」


　トリンが落ち着いた声で割り込む。


　途中まで起動されていた魔法は、制御を失った今、非常に不安定で、そのまま放置するにはあまりにも危険だ。今はまだ辛うじて安定しているが、集められた魔力はほんのちょっとした条件で容易く暴走する。


「緊急事態発生──対処パターンＤ６」


　トリンは即座に魔法補助用のアプリケーション・プログラムをキャンセル。入れ替わりに非常用アプリを起動した。


　ノートパソコンの液晶ディスプレイに幾つもの新たな表示画面が開く。その中で小さな魔法陣が幾つも描かれ、呪文らしき大量の文字がスクロールし始めた。


　魔力回路を虚無に還元し、歪められた空間を補正する為のものである。元々新米魔法使いに対する教師であり監督官でもある彼女は、こうした非常事態を想定し、これに対処する為のプログラムを幾つも持っているのだ。


　効果はすぐに発揮された。


　魔法陣はゆっくりとその振動を収めて色を失い始めたのである。五分もすればそれは完全に虚無化して虚空に溶け込むだろう。さすがに試験の監督係。素早くかつ適切な対処であった。


　とりあえず危険は去った…………………………と拓人が胸をなで下ろしたその時。


「──おかし……い」


　トリンが珍しく言い淀む様な口調で言った。


「明らかに……当初の予定を上回る……魔力量──桁違──」


　そこでトリンの言葉は途切れる。


　代わりにノートパソコンは金切り声の様に耳障りな音を発し始めた。


　同時に一旦収まりかけていた魔法陣の回転は、前にも優る勢いとなり、漏れ落ちた魔力が無意味に電光や火炎を発生させて実習室の中を荒れ狂った。


「え？──うわっ──わあっ!?」


　防御魔法も瞬時には使えない半人前の魔法使いには、たまったものではない。拓人は思わず踊るように脚をばたばたさせながら右へ左へと必死に火炎や電光を避けまくる。


「トリン、一体何が!?　トリン！　くそっ──」


「──…………ッ！」


　全切り声の様な音が室内に満ちる。


　トリンが荒れ狂う魔力を受け流す為の空間バイパスを設定、更に大量の魔力相強制安定用アプリケーンョンを重複起動マルチタスクしている。金切り声の様な音は、圧縮された詠唱用言語を更に高速詠唱スピードキヤストしている際の──いわば呪文詠唱の『声』だ。


「──……………………………ッ！」


　既に人間の耳には聞き取り不可能な程の高音領域までも駆使してトリンが呪文を詠唱する。仮想神格たる彼女には人間の脳に相当する高効率の魔法機関は無いが、代わりに彼女は圧縮呪音コンデンスド・スペルと超高速詠唱によって自らの不利を補う事ができる。


　とても人間には無理な速さで術を高速に、しかも多重起動をしているのである。質より量という訳だ。機械的な疑似多重詠唱を使うのは無論、室内の残響や反響を利用して更に多重の詠唱効果を仕掛けている。これは当然ながら音の大きさやベクトルを数値的に計測した上で、その動きを未来予測するだけの演算能力を持った仮想神格故にこそ可能な技であって、『加速アクセル』系や『思考制御ソート・マネージヤ』系の呪文を習得した魔法使いでもなければ、真似さえもできない行為である。


「──………ッ!!」


　トリンは更に安定用アプリケーションを重複起動マルチタスク。


　焦る拓人達の感覚からすればひどく緩慢に表示画面が開き『起動中』の文字がのろのろと映し出される。


　総計五十にも及ぶアプリケーション・プログラムの起動は、〈学園〉特製のノートパソコン──外見に反して十個のＭＰＵチップを並列搭載し、実にメモリ領域だけでもテラバイト級に達する怪物マシンである──にさえも重荷だったらしい。


　だが──


「助かった……？」


　急激に光を失い、魔法陣がゆっくりと床に降りる。


　それはしばし未練げに床の上で震えてはいたが、やがてコンクリート面に描かれた単なる図柄に戻りつつあった。


　今度こそ大丈夫──そう確信して拓人は溜息をついた。


「さすがトリン、伊達に神格なんて呼ばれてないですね」


　今度こそ間違いなく魔力の混乱は急速に収まりつつある。荒れ狂っていた魔力の大きさを思えば、まだ予断を許さない段階ではあるが、余程の突発事態でも起きない限り、これで事態は収拾がつく──


「──あ」


　──筈だった。


　トリンの──ひどく珍しく間の抜けた声に、拓人は思わずノートパソコンを振り返る。


「ごめんなさ──」


　そこまでで台詞は唐突に途切れた。


　それだけではない。ディスプレイの中のトリンはまるでビデオの一時停止ストツプモーシヨンを掛けられたかの様にぴたりとその挙動を停止していた。


「フリーズっ!?」


　拓人が悲鳴じみた声を漏らす。


　フリーズ。ハングアップ。要するに──過剰な作業を強制されたパソコンが、処理限界を超えて硬直してしまう状態だ。当然それは……パソコンの中で稼働していた全てのアプリケーションの停止をも意味する訳で。


「わあああああああああああああああああああああああっ!?」


　待ってましたとばかりに、網膜を焼く様な激しさで魔法陣が発光する。


　次の瞬間、拓人の悲鳴をあっさりとかき消す程の大爆発が、実習室とその周辺部を吹っ飛ばした。







＊







「つまり──」


　榮太郎はソファに腰掛けながら言った。


「召喚術ってのは〈学園〉の基準からすれば降霊術の上位魔法という事になる」


「…………」


　頷きながらも……思わず鈴穂は視線を左右に彷徨さまよわせていた。


　見えるのはひたすらに本、本、本、本──それも分厚い革製の表紙を備えたラテン語らしき古書から、漫画本まで雑多な本が所狭しと本棚に詰め込まれている。


　二十畳ほどの──壁一面がほぼ全て本棚と化しているこの部屋は、〈学園〉が彼に貸し与えた研究室である。地震でも起これば本の山に生き埋めにされそうな雰囲気だが、逆に本棚以外のものはあまりない。他にはパソコンと机、小さな戸棚、そして今、鈴穂や榮太郎が座っている簡易式の応接セットが一式。奥には半畳ほどの小さなキッチンが付属していて、そこで簡単な調理やお茶の用意ができるらしい。


　世間一般の人間が思い描く『魔法使い』の部屋とはかなり印象が違う。すっきりと整理されていて、それこそ何かの事務所か、あるいはまさしく大学教授の研究室、といった風ふ情ぜいである。


　ちなみに与えられた研究室を昔懐かしい感じの佇たたずまいにしている魔法使いも居るには居るが、これは必要性云々ではなく、むしろその部屋の主あるじの趣味による部分が大きい。


　榮太郎の研究室にごちゃごちゃした小物が少ないのは、彼程の力量があれば、余程の魔法でない限りは触媒や魔法機器の助けなしにでも実行できるので、身近に置いておく必要がないからだ。


「ああ、どうぞ座って座って。楽にして」


『はい』『失礼します』


　とこれまた定型文のページを示して、言われるままに鈴穂はソファに腰を下ろした。


　ただしさすがに楽にするというのは無理な相談であったが。視線恐怖症の様なところのある鈴穂にしてみれば、周りに遮蔽物が無いだけでどうにも落ち着かないのだ。


「ええとどこまで言ったっけか。──ああ、降霊術の上位魔法云々ってとこだね。まあ言ってしまえば、どっちの術も異界から『何か』を引っ張ってくる技術なんだよね。それが死者の霊なのか、魔物なのか、神霊なのか、はともかく」


『そういうものなんですか？』


　あまりにも簡単な物言いに鈴穂は眼を瞬またたかせて書いた。


「いやまあ、技術的には細かい問題が幾つもついて回るけど、大まかに言えばそんなもんだよ。で──これが引っ張り出した『何か』をこちらに一定時間引き留めたり、あるいはこちらに固定しておくためには『器うつわ』が必要だ。


　元々違う世界の存在なんだから、そのままでは不安定で、まともに存在できず、自己を維持する為に大量の魔力を消耗して身動きがとれなくなったり、帰ってしまう。でも使い魔として側に侍はべらせておきたいのなら、それでは困る。


　で、自分自身や既に存在する誰かをその『器』──まあ専門用語じゃ依より代しろとか御み杖つえ代しろとか言うんだけどね──神や魔を入れる容器とするのが降霊術。でもって術式の中に依代の作成まで組み込んで召喚と同時に相応しい『肉体』をも構築する──これが召喚術って事になる」


「…………」


　わかったようなわからないような──そんな表情で曖昧に頷く鈴穂。


「降霊術はそれほどでもないけど、召喚術ともなると魔法の中でもかなりレベルが高い。まあぶっちゃけて言えば『無から有を創り出す』のに等しいからね。これは物理法則との兼ね合いで質量保存の法則にも抵触するから、迂う闊かつな魔法操作をすると、その瞬間に大爆発を起こしたりもする」


「…………!?」


　思わず顔色を変える鈴穂。『危険なものなんですか!?』とでも言いたげな表情でソファから腰を浮かす。


「まあ理論的にはね。ただし、その危険性を減らす為に、学生は専用の施設で、教官の管理の元でやる事が義務づけられている。まあ危険性は低いと思うよ」


「…………」


　ほっと安堵の溜息をつく鈴穂を、束の間、榮太郎は無言で眺め──


「本当に……鈴穂ちゃんは拓人の事が好きなんだねえ」


　唐突にそんな事を言った。


「──!!」


　鈴穂の表情は一瞬にして真っ赤に染まる。


『えっ』『やっ』『違』『そうじゃなくて』『あの』『私は従姉としてタクちゃんの』『責任というか何というか』『ええと』


　焦りまくった表情で無茶苦茶に書きまくる鈴穂。今まで綺麗に書かれていた文字が酔っぱらった様に踊りまくる様は、彼女自身の表情よりも如によ実じつにその心情を示していた。


「日本に生まれて良かったね」


「……？」


　意味がわからず首を傾げる鈴穂。


「海外は意外に従姉同士って結婚できない国多いんだよ。近きん親しん相そう姦かんにあたるからって」


「…………！」


　眼を白黒させてその場に固まる鈴穂。


「御主人様。あまりタチの良いからかい方ではないかと思いますが」


　奥のキッチンから人数分の珈琲とスコーンを載せた盆を運んできたエーネウスが、苦笑混じりで注意する。


　立場的には榮太郎のしもべであり、その本性はれっきとした『魔物ダムド・シング』である彼女だが──しばしば悪ノリで暴走しがちな榮太郎を諌いさめる役目も負っている。どちらが良識派かと問われれば恐らく大抵の者がエーネウスの方を指差すだろう。


「これは失敬」


　エーネウスからカップを受け取りつつ榮太郎が言う。


　だが次の瞬間──


「──ん？」


　榮太郎は口にカップを運びかけていた手の動きを止めた。


　ほぼ同時にエーネウスもその耳をぴん、と立てて顔を上げる。


　まるで示し合わせたかの様に、二人は揃って同じ方向を向いた。


　半ばつられる様にして鈴穂も同じ方向へ眼を向けるが──榮太郎達の視線の向かう先には、ただ大量の背表紙が黙然と並んでいるだけだった。


「……？」





[image: ]


　改めて榮太郎とエーネウスの方に視線を戻す。榮太郎はいつもとさして変わらない表情であるが──エーネウスの表情を見て鈴穂は思わずノートにペンを走らせた。


『どうしたんですか？』


　エーネウスは何やら深刻そうな表情をしている。ただならぬ何かが起こっているという想像は鈴穂にもついたが──それが何なのかさっぱりわからない。


　だが──


「まずいな。これは」


　そう呟くや榮太郎は右手の人差し指を伸ばすと、空中に指先で何かを素早く描いた。


　簡易式の魔法回路──その程度の事は鈴穂にも想像がつく。


　一瞬で描いたとは思えない程の複雑な紋様が空中に出現して──光った。


「我が名と技を背に我は召喚す我はサクマエイタロウ超常なりし法と理の使い手なり縮しゆく地ちの門よいざ我等を移送せよ！」


　息継ぎもなく口早にそう唱える榮太郎。


「……っ!?」


　悲鳴じみた鈴穂の──声にならない声。


　次の瞬間、榮太郎とエーネウス、そして鈴穂の姿は、研究室の中から忽こつ然ぜんと消滅した。


　ふぉん──と空気が鳴く。突然生じた少量の真空──人間三人分の──に空気が流れ込む際に立てる音だ。同時に……保持する者を失った珈琲カップやスコーンを載せた盆が、がしゃんと音を立てて床に落下した。
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　爆発はかなり大規模なものだった。


　もっとも爆発の直接的な脅きよう威い──猛烈な衝撃と突風、そしてその中に含まれて四方八方に飛び散る弾丸の如きコンクリートの破片──はものの数秒で収まった。実習室やその周辺は見事に崩壊、広い廊下の反対側に塡はめ込まれていた窓硝子は十数枚に渡って割れているが──逆に言えばその程度でしかない。


　注意してみれば……爆発によって生じた亀裂や瓦が礫れきが、一定の範囲より外には全く達していないのがわかるだろう。まるでその外に出るのを『禁じられた』かの様に。


　これは建物の随所に敷かれている防御結界──それも半自律起動型──の効果である。通常は何の意味もなさぬ代物であるが、魔力の暴走を自動感知して起動、被害が他に及ぶのを止める。つまり隔かく壁へきの如き役割を果たしているのだ。


　当然の事であるが──魔法使い達が集まる〈学園〉の本校舎は、魔法の暴走や暴発といった非常事態をある程度想定して造られている。故にこうした防御結界は基礎構造の段階から数え切れない程に仕込まれているのだ。


　逆に言えばその校舎がここまで破壊されるという事は──半ば封じ込められたとはいえ、とんでもない爆発力がそこに炸裂した事を意味している。


　その惨さん憺たんたる有様の現場に──


　ぼすん。


　──と空中から何かが落下したかと思うと、派手に塵ゴ芥ミを巻き上げる。微妙な均衡を保っていた瓦礫が衝撃でがらがらと崩れ落ちた。


「…………」


　崩れ落ちてきた小さな瓦礫や塵芥を押し退のけながら小柄な人影が一つ身を起こす。


　けほっ。けほっ。


　まだ周囲を漂う爆煙に咳き込みながらも人影は立ち上がり、まとわりつく粉ふん塵じんを振り払おうとするかの様に片手で空を搔いた。


　鈴穂である。


　彼女に続いて榮太郎とエーネウスも身を起こす。どうやら一緒くたになって空間転移してきたらしい。


　一瞬呆ぼう然ぜんとしていた鈴穂であったが──やはりノートを取り出すとささっと書きつづって示した。


『びっくりしました』


「あーごめんごめん」


　榮太郎は苦笑しながら言った。


　ちなみに彼だけはまだ手に珈琲カップを持ったままである。


「咄とつ嗟さの事だったんで転移座標の設定を適当にしちまったな。それよりこれは──またえらい威力だが」


　呑のん気きに珈琲をすすりながら周囲の惨状を眺め──彼はそう言った。


『此処は何処ですか？』


「実習室だよ。召喚儀式用の──でもって恐らく、拓人が追試を受けてたところ」


「…………!!」


　途端に鈴穂の顔が青ざめる。


　先程榮太郎の研究室で聞いた話が脳裏を過よぎった。


　──『大爆発を起こしたりもする』──


　前述の通り──そもそも〈学園〉の実習室は魔法が暴走した場合に備えて、被害が実習室の外に漏れ出さないように、幾重にも安全対策が講じられている筈なのだ。その事は鈴穂も知っている。


　だがその実習室がこの有様。


　ではその真ん中に居た筈の召喚者──つまり拓人はどうなるのか？


「…………!!」


　鈴穂はまだ収まりきらぬ爆煙の中に分け入った。


　表情を焦燥に引きつらせ、丸眼鏡の奥の瞳をせわしなく動かしながら、彼女は拓人の──従姉妹にして幼馴染みである少年の姿を探した。


『タクちゃん』『タクちゃん』『タクちゃん』


　思わずそう書いたノートを頭上に掲げて右往左往してから──意味がないと気付いたらしく、途方に暮れた表情で立ち尽くす。余程、気が動転していたらしい。


　その足下で別の瓦礫が一つ……いきなり弾け飛んだ。


「…………！」


　息を呑む鈴穂。


　彼女の周囲で、まるで『これ以上近付くな』と威い嚇かくするかの様に青白い電光がうねくっている。他にもあちこちで鬼火の如く炎が吹き上がり、空気そのものが呻くような音をたてながら幾つもの渦を巻いていた。


　大量の魔力が方向性を定められぬまま、高密度でまだ辺りに浮遊しているのだ。こうした魔力は、何かの拍子にいきなり物理現象を顕けん現げんさせる。騒そう霊れい現象になる程度なら可愛いものだが、密度が高ければ無作為に電光や火炎の形に顕現してしまうので、ある意味、攻撃魔法に狙われるよりも危険だった。


「危ないですよ」


　そう言ってエーネウスが呆然としている鈴穂の肩を摑み、引き戻した。


「おーい。拓人──大丈夫か？　生きてるか？」


　鈴穂の代わりに榮太郎がそう声を掛けるが──返事は返ってこない。気絶しているのか、意識があっても声が出せない状態なのか、あるいは──


『タクちゃん』


　鈴穂が泣き出しそうな表情で拓人の名を胸に抱く。


「ふむ。下手にこの状態で魔法を重ねると余計にややこしくなるな。一体、何があったんだか──この魔力は尋常じゃない。魔法回路の断片やら余剰魔力やらが無茶苦茶に散らばってる。


　ふむ。通常の召喚術が失敗した程度ではこんな風にはならない。抑制術式だって幾つも仕掛けられていた筈だし。面白いな──一体、どうやったらこんな状態になる？　いや、待て、考えられる可能性としては──」


　ぶつぶつと呟く榮太郎。へらへらとしているいつもの彼とは雲うん泥でいの差、ひどく真剣な表情で彼は周囲の状況を『観み』ている。しかし──


「御主人様。学術的好奇心はこの際後回しにすべきでは」


　エーネウスの言葉に、榮太郎は夢から醒めたかの様に瞬きした。


「あ──すまんすまん」


『魔法で何とかできないんですか？』


　すがるような瞳で鈴穂が書いて尋ねる。しかし榮太郎は少し顔をしかめて首を振った。


「かなり魔力相が乱れててね。下手にこの上から魔法を重ねると、どうなるか……手持ちの装備じゃ、いまいち見当がつかない。更に爆発とかしたら眼も当てられないだろう。中途半端な手を打つ位なら、自然消滅を待った方が無難だね」


「…………！」


　鈴穂は激しく首を振った。『待ってられません！』とでも言いたいのだろう。何度も何度も首を振ってから──少し落ち着いたのか、ペンでノートに大きく字を記す。


『こうしてる間にもタクちゃんが』


「まあそうだわな……さてどうしたもんか。すぐに風紀ゴーレム部隊が駆け付けてくるだろうけど、この残留魔力の量じゃ通常の魔力遮蔽処理じゃ誤作動を起こしかねないしなあ……」


　しばし首を傾げて榮太郎は現場を眺めていたが──


「しょうがない。鈴穂ちゃん──リボン、とって」


「………!?」


　予想外の言葉に鈴穂が眼を瞬かせる。


「エーネは下がってて」


「──御意」


　榮太郎の指示にエーネウスは素早く一礼すると、すたすたと廊下を歩いていって距離をとる。だが鈴穂は困惑の表情を浮かべたまま、その場に立ちつくしていた。


『いいんですか？』


「緊急事態だし、仕方ない。まあ身近にこれだけ魔力が荒れ狂ってれば、まず先にそっちを吸い込むだろう。他に影響が出そうになったら、言うから、その時はもう一度再封印をして。さ──急いで。一刻も早く拓人を助けたいんだろう？」


「…………!!」


　ぶんぶんと顔を縦に振る鈴穂。必死の形ぎよう相そうである。


「さ──早く」


　目尻にたまった涙を服の袖で拭き、続けて榮太郎に促されるまま、鈴穂は自分の首の後ろに手を伸ばした。


　白い──しかし子細に裏側を見れば細く薄蒼い色の糸で何やら複雑怪奇な文様がびっしりと縫い込まれたリボン。長く波打つ黒髪を束ねていたそれに手を掛けて、鈴穂は一気にそれを解いた。


　その瞬間……まるでそのリボンが留め金であったかの様に、くるくると自ら回転しながら三つ編みの髪が解け始めた。


　わずか数秒でその髪は完全に解けると、まるで深い水底に在るかの様に、揺らめきながら重力に逆らって浮き上がる。


　しかも──


「──おおっ」


　数歩後ずさりながら、榮太郎が感嘆したような声を漏らす。


　鈴穂の髪に生じた変化はそれだけではなかった。漆うるしの如き深い黒であった髪は見る間にその彩りを変化させ、鮮やかさの中にも深みを秘めた蒼あおへと変化していったのである。


「…………」


　鈴穂が大きく体を伸ばす──まるで深呼吸をするかの様に。


　その動きに吸い込まれるかの様に、鈴穂の周囲で荒れ狂っていた余剰魔力による現象が急速に勢いを減じてゆく。火炎も電光もまるで花が萎しぼむかの様に瘦せ細り、渦を巻いていた空気も次第に落ち着きを取り戻していった。


　鈴穂は何をした訳でもない。ただリボンを解いた──それだけである。


　だが時間にしてわずか数秒……実習室周辺の異常現象は次々に消滅し、廊下は静けさを取り戻した。


「よし。もういいぞ──」


　やや気け怠だるげな様子で声をかける榮太郎。


　だが……鈴穂は反応しない。


　動かずにただじっとそこに佇たたずんでいる。先程までの泣き出しそうな表情は完全に消え失せ──あろう事か、鋭いとさえ言える様な目つきで彼女は瓦礫を見つめている。


「羽瀬川鈴穂っ!!」


　鋭い一いつ喝かつ。


「…………!?　…………!!」


　榮太郎の叫びに眼を瞬かせる鈴穂──まるで夢から醒めたかの様に。


　そして彼女はすぐに自分の握りしめていたリボンで慌てて自分の髪を束ねた。


　同時に──まるで手品か映画の特殊効果の様に、するすると彼女の髪は蒼から黒へと変化する。ふわふわと浮遊していた前髪も、やはり黒に戻り、自分が平凡な頭髪である事を慌てて思い出したかの様に、ぱらりと垂れ下がった。さすがに自ら三つ編みに戻る様な事はない様であったが。


「相変わらず凄まじいな──〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉」


「…………」


　鈴穂は俯くと何処か哀しそうな表情を浮かべてペンを走らせた。


『その呼び名はやめてください』


「──ごめん。迂う闊かつな発言だった」


　宣誓する様に片手を挙げて榮太郎が言う。しかしその仕草にもやはり疲労したかの様な鈍りが見えた。


「さて──拓人を探すか」


「…………」


　大きく頷く鈴穂。


　普段は自分の姿そのものを光の中にさらけ出すのを恐れるかの如く、いつも何かの後ろに隠れたがる積極性皆無の彼女だが……拓人の事が心配なのか、単に焦って興奮しているからか、自分から前に出て瓦礫の散在する実習室──というか実習室だった場所──に踏み込んだ。榮太郎と、そして戻ってきたエーネウスも彼女の後に続く。


「…………」


　何度も瓦礫につまずきながら、拓人の姿を探して歩く鈴穂。決して広くなどない場所なのだが、さすがに爆発の中心だったせいか、ここらはまだ煙が濃厚に漂っていて、一歩先さえもよく見えない。伸ばした自分の手さえもが視認できなくなる程だ。下手に深呼吸でもすれば粉塵で喉を詰まらせかねない。


『タクちゃん』


　鈴穂は深い不安に曇った表情を浮かべ、胸のノートをぎゅっと抱きしめる。


「…………」


　拓人をこの〈学園〉に──魔法使いの世界に引き込んだのは鈴穂だ。


　元々彼女は生まれ持ったその『特性』故に生後半年からずっと〈学園〉の監視下にあった。この事は鈴穂の両親も了承していたが、拓人には知らされていなかった。そもそも鈴穂本人ですら自分がそうした『特性』を持っているのだと自覚したのは──自分を監視する〈学園〉の存在を知った三年前からなのである。


〈学園〉はその存在を一般社会から秘め隠している。


　関係者は当然ながら〈学園〉関係の知識については秘ひ匿とく義務を負う。これは相当に厳重なもので、たとえ親戚でも──たとえ一時期とはいえ同じ家に住んで家族同然だった拓人に対しても秘密を漏らす事は許されない筈だった。


　だが──鈴穂は拓人に知って欲しかった。


　正確に言えば自分の持つ秘密を彼に共有して欲しかったのだ。だからこそ彼に魔法使いの才能が在るとわかった時、彼女は一も二も無く彼をこの世界に誘った。彼が鈴穂の家から出てゆく事で開いてしまった距離が、再び縮まる──そんな期待を抱いて。


　だが──


『タクちゃん』


　もし拓人に何かあったら──そう思うと居ても立ってもいられない。


　もし彼が回復不能な程の怪我をする事があったら。あるいはそれ以上の──


「…………!!」


　その場で泣き出したいのを堪こらえ、鈴穂は身を屈めて、殆ど手探りの様な状態で拓人を捜す。こんな時自分にも魔法が使えたら、とも思うが、こればかりはどうしようもない。


　そして──


　瓦礫をかき分けていた手に、柔らかい何かが触れる。


　恐らくは人間の身体だ。


「…………!!」


　音の無い声で叫びながら、鈴穂は手に触れる柔らかいものを摑む。この部屋に居たのは拓人と監督役の仮想神格のみの筈だ。ならばこれは拓人の身体だろう。


　まだ暖かい。だがさすがに何処を触っているのかもわからない状態で脈を計る事はできなかった。


「…………」


　榮太郎に助けを乞おうと鈴穂がノートに新たな文字を書き連ねてゆく。


　そのとき──


「…………!?」


　まるで機を見計らっていたかの様に──硝子が吹き飛んだ廊下の窓から一陣の風が吹き込んでくる。それは鈴穂の周囲の空気を濁らせていた粉塵を吹き払い、透明さを取り戻してくれた。


　急速に晴れてゆく視界。


　そして鈴穂は自分が摑んでいるものを見た。


　赤いもの。


　あまりにも鮮やかな──


「…………！」


　思わず鈴穂は悲鳴混じりの息を飲み込んだ。
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　まず最初に感じたのは柔らかな感触。


　そして──次に息苦しさであった。


　自分はどうなったのだろう？


　まだ霧がかかったかの様に曖昧さの残る意識で拓人はぼんやりと考える。


　召喚実技の追試をしていて。


　途中までは上手くいって。


　でもおかしくなって。


　魔法陣が光って。


「──!!」


　追憶が現在に追いついた途端に拓人の意識は鮮明さを取り戻した。


　どうやら自分は床に倒れているらしい。


　身体に特に痛む部分はない。あの爆発にもかかわらず傷一つ無いのか、それとも──痛みを感じる部分まで死んでいるのか。だが後者の可能性はすぐに否定できた。神経まで壊れているのなら、息苦しさや柔らかさを感じる筈もない。


（──柔らかさ？）


　ここでようやく拓人は自分の顔に押しつけられているものに注意を向けた。


　柔らかいもの。


　眼を開けば視界は褐色に埋められていた。辛うじて動く眼球を左右に向けてみると、何やら柔らかい何かに挟まれて──というか二つの盛り上がりの谷間とも言うべき場所に顔を埋める様な状態になっているのがわかった。


　で……一体全体、この柔らかい盛り上がりは何なのか？


　さてここで連想ゲーム。『柔らかい』『二つの盛り上がり』『谷間』──これらの言葉から導き出される単語を述べよ。


（ええと…………）


　瞬間的に浮かんだものを脳裏から打ち消す拓人。


（はは。まさかね。うん、考えすぎだよ）


　自分にそう言い聞かせながらも、拓人は既にその正体を悟っていた。


　確認するのが怖いような──あるいはちょっと嬉しいような──気もするが、いつまでもこのままだと余計にまずい。意を決して拓人は身を起こした。いや、正確には、もたれかかっていた柔らかい何かから身を離し、その正体を確認した。


　でもってそこに拓人が見たものは。


「──!!」


　思わず拓人は息を呑む。


　予想外なのではなくて予想通りのものがそこにあった──というか居たからだ。


　まず最初に見たのは褐色の肌。


　そして次に鮮やかな──血の様に鮮やかな真紅の髪。


「あ……」


　彼の目の前に居るのは、紛う事なき女の子であった。


　年頃は十代半ば辺りに見える。だが恐らく人間の年齢尺度を当てはめてもあまり意味はないだろう。明らかにその女の子は人間ではなかった──いわゆる世間一般で言うところの人類種、ホモサピエンス、そういった生命ではなかったからだ。


　耳が尖っている。まるで精霊の加く、獣の如く、あるいは悪魔の如く──その耳が顔の両側から斜め上に向かって尖っているのだ。無論整形などではなかろう。ごくごく自然にその耳は少女の顔から生えている。


　しかもその髪は鮮やかな──鮮やかに過ぎる紅くれないである。


　長い、やや癖の強い真紅の髪は爆発の影響か、かなり乱れてはいるのだが、それでも紅玉ルビーを糸状になるまで引き延ばして造ったかの様に、その色彩は鮮やかかつ艶やかであった。いわゆる赤毛とは違う。たとえ染めてもこの髪の纏まとう透明感は出ないだろう。少なくとも人間に自然に備わる髪ではなかった。


　とはいえ、その姿形において彼女が普通の人間と異なる点はその程度でもあった。


　髪の色と耳の形の他には異様な点や奇怪な点は特に見あたらない。いやむしろ──顔立ちそのものに限って言えばかなり可愛らしい少女だ。


「ば──馬鹿な。失敗した──筈なのに。いや、そもそもこんな複雑な構造の──」


　拓人は呻くように言った。


「みゅ…………？」


　少女はその紅い瞳を拓人に向けている。


　きょとんとした無む垢くな表情が妙に可愛らしい。


（──どこか異国のお姫様みたいだな）


　ふとそんな感想が拓人の脳裏を過よぎる。


　確かに褐色の肌は異国──それも南国やインドといったエスニックな国の民を連想させる。またくっきりした上品な目鼻立ちと、ちょっと太めの眉毛からは、気の強そうな──あるいはわがままな──性格が透けて見える様ではあった。


　ただしそれが近寄り難い様な──いわゆる『キツい』印象には繫がらない。


　よく整った顔立ちの上に、何処か幼児の様な無垢さ、無邪気さをまとった表情が載っているからであろう。姫君といってもトリンの様な硬質の上品さではなく、何不自由なく育ったオテンバ姫のイメージである。


　まあそれはさておき。


「まずい──」


　拓人は呟く。


　そう。確かにこれはまずい。なにがどうという訳ではないが、とにかくまずい。その想いだけがぐるぐると頭の中を回転する。


　何故ならば──少女が一糸まとわぬ全裸だったからだ。


　伸びやかな四肢とメリハリのついた身体。


　どちらかといえば小柄で細身だが、脆弱な印象はない。むしろ無駄を削ぎ落とし、よく絞り込まれた健康的な体軀であった。しかもそれなりに出るべきところは出ている。


　特に──その胸。


　不自然な程に大きくはなく、しかし無論小さくもなく、まろやかで絶妙な曲線を描く二つの膨らみが──
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「う…………」


　自分が何処に顔を押しつけていたのかを思い出して思わず拓人は赤面した。


「で、でも何で──そもそも最初の予定じゃ──」


　拓人は狼ろう狽ばいも露あらわな口調で呟いた。状況からすれば、この少女は拓人が召喚実技の追試で呼び出してしまった『何か』だろう。


　だが彼が予定していたのはこんな女の子ではなかった。


　そもそも何かを召喚する場合は、被召喚存在の質量やその物理的・肉体構造の複雑さ、それに被召喚存在の持つ根本的な『存在』の大きさ──魔力とか霊力とか、存在の核たる魂こん魄ぱくそのものの『大きさ』とか──によって難易度が変わる。握り拳大の不定型なアメーバ状の魔物──俗にスライムとか呼ばれる様な最下級の魔物なら、比較的召喚するのも容た易やすいが、人間大の複雑な構造を持つ依代を構築し、その中にそれに見合った中身を呼び込むとなると難易度は桁外れに上昇する。


　半人前の拓人には、こんなに大きく複雑な構造のものは召喚できる筈がないのだ。


　更に言えば……人型をしているという事はそれなりの知能をも持っているだろう。高い知性を持ったものを召喚する場合は、更に難しい。当然、意に添わぬ召喚ならば応じてくれないからである。


「みゅ…………」


　少女はごく自然な動きで手を伸ばし──拓人の頰に触れる。


　まるで手触りで形や存在そのものを確認しているかの様に、少女はその掌てのひらでぺたぺたと硬直している拓人の顔や身体を触る。


　そして──


「…………みゅう」


　少女はいきなり抱きついてきた。


「──ッ!?」


　悲鳴じみた呻き声を漏らす拓人。


　必要以上に繰り返すが少女は全裸である。


　服越しにとはいえ──わずか布一枚のみを隔てて、柔らかい胸やらその他やらの感触が伝わってくる。当然ながら肉体的には健全な青少年であるところの拓人にとってみれば、これはもう嬉しいやら恥ずかしいやら──。


（うわーっ!?　うわーっ!?）


　あまりの出来事に彼は声さえ出ない。


　柔らかさだけではない。少女の体温。少女の重み。吐息の匂い。弄もてあそぶ様に頰をくすぐる髪の感触──それらの全てが拓人の五感を刺激する。人間ではないとわかっているのに……いや、人間でないからこそ、その身体には俗物的な汚お濁だくがすっぱりと欠落していて、目め眩まいを覚える程に蠱こ惑わく的てきだった。


　だが……


（だ、駄目だ、駄目だ、駄目だ、駄目ッ!!）


　ぎゅっと自分にしがみついている少女の身体の感触はひとまず意識から閉め出し──かなりの努力が必要ではあったが──拓人は状況を把握しようと周囲を見回した。


「と、とにかく何とかしないと、何とか──」


　何もかもが予定外だ。


　一体何かどうなっているのかもわからない。未熟な魔法使いである拓人には手に余る状態だ。トリンに指示を仰ぐのが一番適切だろう。


　拓人はトリンを探してあたふたと視線を左右に彷徨わせ──


「──え？」


　その少女の脚を摑んでいる手に気付いた。


　当然ながら拓人の手ではない。しかし何やら見慣れた手の形の様な気がする──


「…………えっと」


　おそるおそる拓人はその手に従って視線を動かしてゆく。


　その先にあったのは──


「鈴穂……」


　呆然と拓人は従姉の顔を眺めた。


　まず最初に見えたのは驚きの表情だった。眼を丸くしてぽかんと口を開け──もうそれは絵に描いたかの様に典型的な驚愕の顔だ。


　それがゆっくりと──本当にゆっくりとだが変化してゆく。


　じわりとその黒い双そう眸ぼうが潤うるんだ。


　今にも『泣くぞ！』といわんばかりの表情である。


「あ──いや、あの。鈴穂。これは──」


　言いかけて固まる拓人。彼自身状況が今ひとつ飲み込めていないのに、まともに釈明できる筈もない。だがそれでも拓人は必死に鈴穂の納得する言い訳を考えた。


　しかし……


「おー。拓人、無事だったか──」


　そう言いながら榮太郎が瓦礫を押し退けつつ近付いてきた。


「おおっ……!?」


　拓人と鈴穂とそして少女と──順番に眺めてから榮太郎は面白そうに声を上げた。


「そうかー。拓人、なるほどおまえはそういう好みだったか」


「はあ──!?」


「しかしまあまさか召喚実技IIでいきなり女の子型の使い魔とはねえ。ふむふむ。このムッツリすけべ」


　にやにやと笑いながら榮太郎が言う。


「な、何がスケベ──」


「いやいや。責めている訳じゃない。三大欲求は実のところ人間の進歩を促す原動力の一つだからね。まして君は十代、あふれんばかりの性欲がこう、そういう方向に向いたとしても俺は決して責めはしないよ。少々マニアックな感じだが」


　少女の褐色の肌と──そして真っ赤な髪を眺めながら言う榮太郎。確かに褐色の肌はともかくとして、真紅の髪というのは少々特殊ではある。


「さすがに召喚実技IIで、いきなり『獣耳尻尾付き』女性体を召喚した御主人様がおっしゃると説得力がありますね」


「召喚された本人が言うと更に説得力あるな」


　エーネウスの皮肉を平然とそう受け流し、榮太郎は言った。


「知りませんよ、僕は！」


　慌てて自分に抱きついている少女を引きはがしながら彼は叫んだ。


「みゅ──？」


　不思議そうな表情で拓人を眺める少女。どうして彼が身を離したのか理解できないといった風情であるが──


「そもそも君は何者──むぐっ!?」


　少女は再び拓人の頭をその形の良い胸に押しつける。といってもあまり淫いん靡びな動きではなく、その仕草はお気に入りのぬいぐるみを抱く子供にも似ていた。


「…………!!」


「むーっ！　むーっ！」


　顔色を変えて二人を指差し、無音の怒ど声せいを迸ほとばしらせている鈴穂と、くぐもった声を漏らしながらじたばたと暴れる拓人。そして平然としている少女。


　そんな三人を交互に眺めてから、ふと想い出した様子で榮太郎は腕を組んだ。


「しかし真面目な話、どうしてこんな事になったんだかなあ」


「監督役の仮想神格がロードされていたパソコンから何か記録が拾えるかもしれませんね。といってもこの有様では無理かもしれませんが」


　エーネウスが言う。


「うーむ。ＬＡＮを通じてデータバックアップは定期的にされてる筈だけどね。五分周期だっけか？　それでどれだけわかるか──」


「…………！　…………!!　…………!!！」


　そんな榮太郎達のやりとりを余所に鈴穂がばたばたと両手を振り回している。あまりに感情が高ぶっているせいか、ノートに何かを書き付けるのも思い付かなくなっているらしい。


　少女は拓人を胸にかき抱くのに飽きたのか、拓人に頰擦りしていた。これまた猫が飼い主にやる様な仕草なので微笑ましい雰囲気さえあるのだが──


　ぱくぱくと喘あえぐように口を開いて地団駄を踏んでいた鈴穂だが──ようやく我に返ったのか、慌ててノートに殴り書きをすると、その少女の眼の前にそれを突きつけた。


『やめなさい!!』


「──みゅ？」


　少女はきょとんとした表情で首を傾げる。


　日本語の文字が読めないのか、あるいは──


『ＳＴＯＰ!!』


「──みゅ？」


『不可抱擁！』


「みゅみゅ？」


「～～～～っ！」


　鈴穂はもう我慢できない、といった様子で拓人を少女から引きはがす。その際に首を絞められる様な形になった拓人が、ぐえっ、とか声を漏らしているが、逆上している鈴穂は気付かない。


「みゅ…………？」


　少女は何が起こったかよくわかっていない様子で、奪われた拓人と自分の腕を眺めていたが──不意にその表情を不機嫌そうにしかめると、腕を伸ばして拓人を抱きしめる鈴穂の手を弾いた。


「…………！」


　思わず痛みでひるむ鈴穂。その瞬間に拓人の身体は少女に奪い返されていた。


「──っ!!」


　鈴穂は眉間に皺を刻んで少女を睨み付ける。


　負けじと睨み返す少女。


　一瞬、気け圧おされたように鈴穂は身を強張らせるが──それでも少女に対する反感が勝ったのか、自分がされたのと同じ様に、少女の手をぱん、と叩いて除のけると拓人を奪い返した。


「…………みゅ」


　少女が呻いて──というか何というか──手を伸ばすと拓人を無理矢理奪い返す。


　当然とばかりに鈴穂が再度拓人を奪還。


　だが更に少女が拓人を強引に奪還。


　もひとつ更に鈴穂が──


「──御主人様」


　エーネウスが、ぐえ、ぐえ、とカエルの如き声を漏らしながらピンポンラリーの様に二人の少女の間を行き来する──行き来させられている拓人を眺めて言った。


「そろそろ止めないとまずいのでは」


　見る間に少女と鈴穂の拓人争奪戦は膠こう着ちやく状態に入り、少女が頭、鈴穂が脚を摑んで綱引き状態となった。胸の谷間に挟まれ、あるいは足首に手を掛けて引っ張られ、拓人本人は半ば窒息状態でぐったりとしている。


「ふむ。俺に名案がある。大岡裁きといってだな──」


「どっちかが手を放す前に彼の首と胴が離れてしまわなければいいですが」


　呆れたような口調でエーネウスが言った。


「その場合は首ク級ビをあとげつたた方が勝ちなのだ」


「………それ、違うと思います」


「まあもうちょっと見ていたい気はするが──とと。いかん！」


　不意に顔をしかめて榮太郎が叫ぶ。


　彼の視線の先では、少女が鈴穂を睨みながら右腕で拓人の頭を抱き、左腕を鈴穂に向けてかざしていた。


　その掌の先に──次々と虚無から滲み出た無数の光芒が収束してゆく。


　魔法だ。それもひどく原始的で直接的な。


　素早く榮太郎が指で虚空に魔法陣を描く。


　そして──


「我が名と技を背に我は召喚す我はサクマエイタロウ超常なりし法と理の使い手なり聖盾よ──」


　榮太郎の呪文詠唱の声は、次の瞬間発生した怒ど濤とうの閃光と轟音に押し潰された。
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　かちん──と硬い音がする。


　まさかとは思いつつも彼は振り返ってその音の発生源を眺めた。


　闇の色に所々星灯りの様な銀を散らした夜穹岩ナイトストーン製の執務机。


　その隅に置かれた小さな天秤が僅かに傾いていた。


「…………」


　彼は眉を顰しかめて執務机に歩み寄る。


　その小さな天秤の秤はかり皿ざらの上には何も載っていない。だが明らかにその平衡は失われていた。先程の音は天秤が傾いた際に台座の部分と接触して出た音だ。


　そしてそれは──聞こえてはならない音でもあった。


　遥か以前に一度耳にした際は大変な騒ぎとなった。その際は誰もまさかこの天秤が音を立てるなどと──右と左の均衡が崩れてしまうなどとは想像もしなかったのだ。


　だが一度在った出来事は二度目も在り得る。


　だからこそ彼はその天秤を常に己の執務机の上に置き続けてきたのだが──


「アフィニス」


　彼がその名を呟くと同時に部屋の隅には一人の娘が出現していた。


　短めに整えられた銀の髪や氷の如く白い肌と、その身に纏う闇色のスーツ──いかにも執事かあるいは秘書といった雰囲気の衣装だ──が鮮やかな対照を成している。


　一瞬前までは確かに部屋の中に存在しなかった筈のその娘は平然と──そして優雅に一礼するとその黒い瞳を彼に向けて尋ねた。


「お呼びでしょうか？」


「グシオンを呼べ。緊急事態だ。百数える間に来なければ手足をもいでその口に喰わせてやると伝えろ。それから──緊急回線ホツトラインの使用許可を取るように」


「──御意」


　何故にとも問わず──ただ頷くと娘は瞬間的に姿を消した。前兆も余韻も無い。ただ風景の中から一瞬で彼女の姿だけが欠落している。まるで始めから娘など存在していなかったとでも言うように。


「『恐れていた事態』……か」


　何処か苦笑めいた口調でそう呟くと彼は改めて机の上の天秤を眺める。


　やはりそれは何も皿の上に置かれる事の無いまま──しかし何かの重みに耐えかねたかの様に傾き続けているのだった。
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〈学園〉内部は大変な事になっていた。


　具体的には〈学園〉本校舎正面玄関前──そこは最早戦場の様相を呈していた。


　飛び交う悲鳴。轟く爆音。吹き荒れる熱風と燃え盛る炎。あとは銃弾でも飛び交っていればまさしく最前線の状態であるが、生あい憎にくとそれはない。飛び交っているのはちっぽけな鉛弾なんぞとは比ベモノにならない程、危険な代物であった。


　魔法である。


　それも『飛び交っている』とは記したが──よく見るとほぼ一方的だ。


　閃光が走るとそれに追随する様に電光と火炎が吹き上がる。魔法は魔法だが極めて原始的な攻撃──魔力の直接放射である。特定の魔法回路で制御してやらない場合、魔力というのは炎や雷という形に最も顕現しやすい。


　通常ならば魔力の直接放射などという方法は、収束も増幅もされていない散漫な力な訳で、そう大変な事にはならないのだが──だから攻撃魔法というものがある──この場合に限っては充分に致命的だった。


　元々の魔力が途方もないのだ。


　もう殆ど乱射状態で放たれる魔力の塊は、あちこちで爆発や衝撃波を引き起こし、その度に自動人形やら獣人やら魔法使いやらが紙人形の様にぽんぽんと宙に舞う。


　無論──〈学園〉に籍を置く以上は彼等も素人ではない。それぞれが、それなりの防御手段を咄嗟に講じてはいるので、死者の類はまだ出ていない様だが……さすがにこれだけ大規模な破壊力に晒されれば無傷という訳にもいかない。まして施設の被害は刻一刻と広がっていくばかりだ。〈学園〉本校舎の骨格そのものは前述の通り頑強極まりない代物だが、さすがに外装や附属施設といった部分は不滅という訳にもいかない。


「いやー。壮観だな」


　校舎から出た榮太郎は周囲を見回して呑気にそう評した。


　召喚実習室──正確にはその跡──にて紅い髪の少女は攻撃を仕掛けてきた。


　収束も何もされていない純粋な魔力放射に過ぎないが、それでも前述の通り、量が量ならば放電や発火といった危険な現象を引き起こす。少女の叩き付けてきた魔力はすぐに物理現象に転化し強烈な爆裂となって一同を襲ったのだ。


　咄嗟に榮太郎の防御魔法が間に合って一同は事なきを得たが、爆発の隙に拓人を抱えたまま紅い髪の少女は姿をくらましていた。恐らく割れた窓から外に飛び降りたのだろうと見当をつけて校舎から出て来てみれば……正解だったらしく、この有様である。


「…………っ!!」


　思わずその騒ぎの中心に向かって駆け出す鈴穂。


「──!?」


　その彼女の足下にぼこん、と人影が一つ転がってきた。


　拓人の安否以外は殆ど意識から弾き出されてしまっている鈴穂ではあったが、反射的にそちらに視線を向けて──さすがに短い悲鳴を上げた。


　人影の頭と胴体が殆ど離れていたからである。


　だが──


「痛たたたた」


　言いながら人影はひょいと身を起こすと、千切れかけの──頸けい動どう脈みやくどころかどう見ても頸けい骨こつが折れて分離している──頭部をひょいと元の位置に戻した。


「うむ。これでよし」


「逆さまです、逆さま」


「──むむ？」


　榮太郎が言うと、その人影は背中側を向いていた頭部をよっこいしょと声を掛けて百八十度回転させた。だが回転方向が逆だったのか──ぶち、とかいう妙に生々しい音と共に、辛うじて繫がっていた頭部と胴体は見事に分離してしまった。


「──むう。困ったな」


　胴体に抱えられた頭部がそんな事を言う。


「おや、よく見ると佐久間君ではないかね」


「これはまた大変な状態ですね、寒さ河が江み教授」


「そうなのだよ」


　小柄なその体軀の人影は、大きく頷いた──というか腕が頭部を大きく前後させた。


　よく見るとこの人物、人間ではない。外見としては、年齢十代前半、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの愛くるしい少年の格好を模してはいるが、これは人形だ。本体──寒河江直なお樹きという〈学園〉の教師が憑ひよう依い術じゆつで動かしているだけの憑依型傀儡人形サイコ・パペツトである。


　ちなみに寒河江教授の本体がどういう格好をしているのかは、榮太郎も知らない。どういう理由からか寒河江教授は本体を人前に出さない人物なのだ。『実は人間じゃない』とか『実はかつて魔法実験の失敗で顔の半分を失った』とか色々無責任な噂は飛び交っているものの……当然ながら真相は不明である。


　ただ彼は通常の教師役以外に、〈学園〉の風紀委員会の顧問なぞもしている関係上、生徒達には割とよく知られ、その言動のおおらかさから、正体不明にもかかわらず学生達には親しまれている人物でもあった。


「おっと。悪いが今は君とのんびり話している場合ではない」


　言って寒河江教授は騒ぎの中心方向に向き直ると、生首状態のまま大声を張り上げた。


「よう～～～～いッ!!」


　同時に、ざざざんと音を立てて榮太郎達の周囲に展開する影。


　その数およそ五十。


　二本の腕と二本の脚。そして頭。それらは大体において人の形をしてはいるが、無論人間ではない。生物でさえもない。合金と樹脂とその他諸々を使って造られた現代版の『動く立像』──ゴーレムである。


　ただしゴーレムと名付けられてはいるものの、人間の様な目鼻立ちは無く、そのごつごつした外見はどこぞのアニメの人型機動兵器──要するにロボットを彷ほう彿ふつとさせる。黒と黄、これ以上ないという位に露骨な警戒色に塗られたその外装がいかにも威い嚇かく的ではあるのだが、その一方で腕に巻かれた『風紀』の腕章が、何というか絶妙に間抜けと言えば間抜けであった。


　学園の風紀を守るために配備されている魔法動力式の自動立像。


　人呼んで──風紀ゴーレム部隊。


　通常は半自律稼働していて独自に風紀違反者を取り締まったりするが、今は風紀委員会顧問の寒河江教授の指揮下にあるらしい。


「栄はえある風紀ゴーレム部隊よ！　学園の風紀を守る守護神達よ！　命知らずの土つち塊くれ野郎共よ！」


　寒河江教授が叫ぶと、彼等は額に刻印された『ＥＭＥＴＨ』の文字の上に何故か日の丸印の鉢巻きをきりりと巻くと、一斉にクラウチング・スタートの体勢をとった。んでもってついでに揃って声なんかあげたりもする。


『──[image: ]っ!!』


「吶とつ喊かん～～～ッ!!」


『──[image: ]ーっ!!』


　号令と共にどがしゃどがしゃと風紀ゴーレム達が駆け出す。決して足が速い訳ではないが──ごっつい鋼鉄の塊とも言うべきゴーレム達が殺到する様は端から見ていてもそれなりの迫力があった。


　しかし──


「があああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」


　雄お叫たけびが空気をふるわせる。


　いや、正確に言えば雌め叫たけびか。とにかく甲高くも鋭い叫び声が響き渡るや否や、風紀ゴーレム達は一斉に吹っ飛んだ。


『[image: ]────ッ!?』


「うわっ──危なっ!?」


　言いながら伏せる寒河江教授と鈴穂達。


　彼等の頭上を軽々とゴーレムの一体が飛んでゆき、校舎の壁に激突してそのまま壁画となった。他のゴーレムもまるで爆発で吹っ飛ばされたかの様に地面にめり込んだり、おかしな格好で転がったりしている。


　放射状にゴーレム達が散乱する地面。


　その中心に居るのは──言うまでもなくあの紅い髪の少女だ。


　でもってその召喚主である拓人本人はというと、眼を回した状態で少女の小脇に抱えられていたりする。どう見ても少女の方が体重が軽い様に見えるのだが、少女はまるで縫いぐるみを抱える様な気軽さで動き回り、風紀ゴーレム達を蹴散らしていた。


　長い真紅の髪が熱風に舞い、あちこちで燃えさかる炎の光を受けて立つ少女の姿は、力強いと同時にひどく優美で、まるで神話に出てくる戦天使を思わせる。傍観者として見れば、少女を含むこの光景は荒々しくも美しいものとして、まるで名画の如く網膜に焼き付く事だろう。


　とはいえ。


　実際にこれを取り押さえようとしている者達にとっては優美もくそもない訳で──


「むむむ。困った」


　くい、と傀儡人形の生首を横に傾けて寒河江教授が言った。どうやら首をひねっているつもりらしい。


「風紀ゴーレムでは取り押さえられんか。しかし戦闘用重機動ゴーレムは持ち出すのに管理部の許可が要るしな」


「攻撃魔法をかますという手もありますが」


　他人事の様に呑気な様子で騒ぎを眺めながら榮太郎が言った。


『やめてください！　タクちゃんが！』


　ノートを示しながら『注目！』と言わんばかりにぴょんぴょんと必死に鈴穂が飛び跳ねている。確かに下手な攻撃を仕掛ければ、少女の腕に抱えられている拓人が危ない。


「うむ。それはいかん。困ったな」


　またも生首を頷く様に前後させて教授が言う。


「仕方ない、もう一度だ。動けるゴーレムは順次しがみついて動きを押さえろっ!!」


『[image: ]っ……』


　命令に対し健けな気げに反応するゴーレム達。


　見た目通りに彼等はやたらと頑丈らしく、地面にめり込んだり壁に食い込んだりして、ばたばたと四肢を動かしているだけのものは別にして、ほとんどの機体がごそごそと身を起こすと次々に少女にしがみついてゆく。


　だが…………


「がああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」


　──どががががががが。


　喚きながら少女が右手を振ると、その度にゴーレムが──重量四百キロ超の巨体が面白いように軽々と舞う。しかもよく見れば少女の手はゴーレム達に触れてさえいない。
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「おおっ。飛ぶなあ」


　まるでゴルフボールの行方でも追うかの様に視線を右から左へと動かす榮太郎。


　無論───榮太郎や教授はとっくに気付いていた。


　少女は腕力でゴーレムを薙なぎ払っているのではなく、その動きに込めた魔力で衝撃波を創り出し、吹っ飛ばしているのである。その証拠に彼女がうるさげに手を振る度に、余剰魔力が放散され、全くランダムにその周囲で火炎や電光が発生している。


　当然ながら〈学園〉風紀の番人たる風紀ゴーレム達には、対魔法処理が複数仕込んであるのだが──これが全く役に立たない。少女の魔力は、ただでさえ生半可な対魔法処理などものともしない様な強大さである上に──一旦物理現象として発生した衝撃波は対魔法処理など関係なく、風紀ゴーレム達を単純な力押しでぶっ飛ばしているのである。


「むむむ。一体何物なんだ、あれは」


　困ったように寒河江教授が呟く。


「いやあ、凄まじいですね」


　榮太郎が、教職員用の制服の肩──その部分に取り付けられた部品を軽く叩くと、かちりと音がして一部が浮き上がる。折りたたまれていた細いアームが展開してその部品は彼の頭部を回り込み、何かのスコープの様に彼の目元を覆った。


　携帯用霊視鏡である。


　この様な器具を用いなくても霊視は可能だが、この魔法機器は小型のコンピュータ・チップを内蔵していて、霊視した情報を記録したり簡単な解析をしたりできる。これが意外と便利なので、高位の魔法使いでも愛用者が多い。


「魔力値十万以上。神格値五千。一国が滅びますねえ」


「そんな馬鹿な。御ご前ぜん天てん使しでもあるまいし、そんなものが受肉するとは──」


　そんな榮太郎と寒河江教授の会話を知ってか知らずにか、少女はあらかたのゴーレムを吹っ飛ばすと、警戒心満載の眼で周囲を見回している。外見は可愛らしい少女なのだが、その仕草や雰囲気は、まるで手負いの獣だ。


「一体どこの神族なんだか。あるいは魔族か。しかし魔力値や神格値はともかくとして、属性値も安定しないってのは妙だな。……エーネ」


　榮太郎が己の使い魔を振り返って言う。


「よく調べたい。押さえつけろ」


「──御意」


　言うや否や、エーネウスの姿が消えた。


　いや──残像さえ残さぬ程の速さで駆けだしたのである。


「──!?」


　少女がエーネウスに気付いた時には、既にもうメイド服の娘は目前にまで迫っていた。


「だあああああああああああああああっ!!」


　少女が怒鳴りながら掌しよう底ていを突き出す。技でも何でもない、ただ単に五指を開いたその掌を叩き付けるだけの様な動き。だがそれはそのまま魔力の奔流となって渦を巻き、エーネウスに襲い掛かった。


　電光をまとった渦動が触れると見えた瞬間、エーネウスは慣性を無視したかの様な動きで跳ね上がり、これをかわす。そのまま空中で身をひねると手にしていたモップ──だかハルバードなんだかやはりよくわからなかったりするが──の武器側先端を少女に向けて落下した。


　しかしこれは単純な動きだ。少女は衝撃波を乗せた平手打ちで迫り来るモップ・ハルバードを叩く。切っ先は大きく逸それてそれを保持していたエーネウスの姿勢もそれにつられて大きく揺れ──


「──甘いですよ」


　──たかの様に見えたが、それはエーネウスの予測の内だったらしい。彼女はそのまま身体ごと旋回。受けた一撃を利用し、刺し突とつから殴おう打だへと急変換された動きでモップ側が少女の足首を打った。


「──みゃっ!?」


　少女が姿勢を崩し──拓人が放り出される。


「…………！」


　榮太郎達の止める間もなく飛び出す鈴穂。


　彼女は滑り込むようにして気絶したままの拓人に近付くと、彼を抱きかかえたままごろごろと転がっていった。


「うぐぐぐ──」


　一方──少女はエーネウスによって地に押し倒されていた。


　転倒した少女の上にエーネウスが馬乗りになり、両手で少女の両手首を押さえ込んでいる。エーネウスが男ならば婦女暴行の現場ともとられかねない体勢だ。


　少女は懸命にエーネウスをはねのけようとするが、びくともしない。


　無論、エーネウスの体重などたかが知れたもの、四百キロを超す風紀ゴーレム達を腕の一降りで吹っ飛ばしていた少女には薄紙同然である筈だが──全く身動きできずに地に這わされている。


　エーネウスが魔力によって重力に干渉しているのだ。恐らく今のエーネウスは同体積の金塊よりも百倍近く重いだろう。


「レベルＡの魔力拘束具ソーサラス・コンテイメントを持ってこい！　あるだけだ！」


　寒河江教授が生き残りのゴーレム達に命じる。ゴーレム達は『──[image: ]っ！』と叫んで〈学園〉北側にある迷宮倉庫へと走っていった。


「いや、助かったよ、佐久間君。さすがだな」


「それはどうも」


　何度も生首を前後に揺らして言う寒河江教授に榮太郎は軽く肩を竦めて言い──


「──やはりな」


　そして視線をエーネウスと少女に向け直しながら呟いた。


「あの子は魔力の基本的な使い方さえ知らない」


「──む？」


　寒河江教授の生首が眼を瞬かせて榮太郎に視線を向ける。


「魔力総量ならエーネよりも上なのに、エーネをはねのけられない。力では勝るのに技がない為に勝てない。これは──興味深いですね」


「…………魔力の使い方を、知らない？　属性は──」


「属性が見えません。どういう事なんだか……」


「ふむ？」


　寒河江教授の胴体が腕を組む。その拍子に首を取り落としてしまい『ぎゃっ』と教授の生首は短い悲鳴を上げた。


　魔力の使い方を知らない魔族。神通力の使い方を知らない神族。


　そんな存在が居る訳がない。


　魔族、神族は基本的に自分に備わる力を使い方を知っている。人間が呼吸する方法をいちいち覚えない様に──その身に当然備わる機能の一つとして彼等は魔力を行使する。


　彼等のそれは人間の様な『技術』ではなく『能力』なのだ。


　そもそも彼等は人間の常識で言えば生物ですらない。


　彼等はこの世界──神界魔界人間界とその境界領域を含む全て──の始まりと同時に生まれ終わりまで存在し続ける。言ってしまえば物理法則や摂理と同じ次元で当然の如くに在るモノである。


　故に彼等は成長しない。退化もしない。学習によって魔力の使い方に応用を加えたり、変身したり封印されたりと状態が変化する事は在るが、それはあくまで表面的なものであって、本質的な部分では決して変化しない。


　故に彼等は死なない。


　この絶対的な『不変』性こそが神を神、魔を魔たらしめている特徴なのだ。


　なのに……あの少女は魔力を使いこなせていない。榮太郎の見たところ、その身に備わる魔力の大きさにむしろ振り回されている感さえあった。あまりにも神や魔として彼女はアンバランスな存在だ。


「という事は──」


　榮太郎は自分の中で何かを確認しようとするかの様に腕を組んで呟く。


　その時──


「るううううおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　少女が叫ぶ。風紀ゴーレム達を相手に暴れ回っていた際のそれとは、明らかに異なる──腹の底から何かを振り絞るかの様な濁にごった咆ほう吼こうだった。


「おい、まさか──」


　寒河江教授の言葉が終わる間もなく、エーネウスの身体は吹っ飛んでいた。


　爆音が響く。


　動きに乗せるのではなく、少女が大量の魔力そのものを肉体表面から一気に放射したのだ。その結果──少女の周囲で急速に飽和状態となった魔力は爆発の形で物理現象に転化され、エーネウスを突き飛ばしたのである。恐らく少女としては意識しての攻撃ではなかろう。むしろこれは暴発に近い。


　エーネウスは空中で身をひねって着地。だがぐらりとよろけてその場に座り込んでしまう。生きのままの魔力を含んだ衝撃を全身でまともに受けたからである。低位の魔物ならばそのまま昏倒していたろう。


「なんという魔力！」


　感嘆の声を上げる寒河江教授。


　魔力に限った事ではないが──技巧に長たけた者を力押しで破るにはその数倍の力が必要となる。少なくとも少女の魔力はエーネウスの倍以上あるのは間違いなかった。


「るあああああっ!!」


　戒いましめから解き放たれた少女は、真っ直ぐに飛び出す。


　拓人と彼を抱き上げる鈴穂に向かって──


「鈴穂ちゃん！　リボン！」


　榮太郎の叫びを咄嗟に理解して、鈴穂がリボンを解く。


　彼女の髪が深淵の如き蒼に染まり、束ねられていた一条一条がふわりと浮き上がった。


　そして──


「ぬおっ！」


　寒河江教授の傀儡人形がばたんと音を立てて倒れ、続いて風紀ゴーレム達もばたばたとその場に転倒、あるいは固着して動きを止めてゆく。周囲で状況を見守っていた者達の中にもへなへなとその場に崩折れる者が続出した。


　急激な魔力の真空状態が発生したのだ。


　大きな魔力を使い慣れている者ほど、それを一瞬にして奪われると体調を崩す。まして蓄積された魔力で稼働しているゴーレムや自動人形は、魔力の真空状態に晒されれば、即座に機能停止をせざるを得ない。


　そしてそれは当然、暴れ回っていた少女も例外ではない。


　ない筈だった──が。


「だあああああああああああああああああっ!!」


　構わず叫びながら少女はそのまま拓人と鈴穂のところに突っ込んだ。


　タックルする様な体勢で少女は拓人にしがみつくと、勢いを利用してそのまま彼を鈴穂の腕から引きはがし──数メートル駆け抜けたところで止まり、改めて拓人の身体を抱きしめる。


「…………………………………………」


　鈴穂が──振り返る。


　そして──


「──やばい」


「〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉──」


　その台詞を呟いたのは誰であったか。


　振り返る蒼い髪の少女を見て──いや、正しくは少女の表情を見て──現場を遠巻きにして見物に回っていた周囲の連中がざざっと一斉に身を引いた。


　蒼い髪が緩やかに濃淡を変化させる。


　同時に──その眼が猫のそれの様にきゅっと瞳孔を細めた。


「てめえ──」


　地底から響いてくるかの様な声。


　普段の鈴穂を知っている者であるならば──それがまさか同一人物の口から発せられるものだとは思いも寄らないだろう。そもそも普段の鈴穂はまともに言葉を発する事もできない。


　だが──


「返せっ！　それはアタシのだっ!!」


　叫ぶ鈴穂は──顔立ちこそ同じだが最早別人としか言い様が無かった。


　その鬼気迫る表情は猛獣でも尻尾を巻いて逃げ出しそうな迫力がある。眼鏡の奥で控えめに輝いていたその瞳は、刃物の様な鋭さを伴って紅い髪の少女を見据えた。


「…………みゅっ」


　少女は『これは私の！』と言わんばかりに、改めて拓人を抱きしめる腕に力を込めると──腕の中ではぐえ、と拓人が漏らしたりしているが──その赤い眼で鈴穂を睨み返す。迫力云々はともかく気力ではこちらも全く負けていない。


「──返せッ！」


　鈴穂は叫んで飛びかかる。


　普段のおどおどした彼女からは想像もできない様な動きである。野獣の様なと表現すれば一番印象に近いかもしれない。野放図で──しかし素早くしなやかな動き。


「うう～～～っ!!」


　少女は拓人を抱えたまま跳び下がろうとするが──しかし脚をもつれさせてその動きが遅れた。恐らく魔力が急に消失したせいで、感覚が全体的に狂っているのだろう。より強い魔力を持っている存在程、それを常時無意識に身に纏う為、魔力の消失には大きな影響を受ける。


　結果的に──少女が拓人の頭を、鈴穂が彼の脚を摑む事となった。


「返せ！　放せ！　コレはアタシのだっ!!」


「ふぎゅ～～～っ！」


　威嚇する様な声を上げて少女が拓人の頭部を引っ張る。


「テメエ、この、放せって言ってんだろっ!!」


「ふぎゅ～～～っ！」


　綱引きの様に拓人を引っ張り合う少女と鈴穂。


　双方共に譲る気は欠片かけらも無いらしい。見るからに徹底抗戦の様相である。


　ただし──やはり少女の魔力は大半が消滅しているのだろう。彼女が力んでも先程までの異常現象は起きず、彼女と鈴穂はただ力任せに引っ張り合いをしているだけだ。


「…………なるほど」


　多少気怠そうな表情を浮かべて歩き出しながら、榮太郎が言う。


　リボンの封印を解いた鈴穂はともかくとして──少女からは憎い相手を叩き潰さんとする様な、殺気立った気迫は感じられない。


　恐らく、あれは単に──


「…………」


　遂に力負けしたのか根負けしたのか──鈴穂が拓人を取り戻した状態で双方の動きが止まる。


「ハアッ、ハアッ、ハアッ……やっと諦め──」


　拓人を抱きしめ──彼自身は気絶したままでぐったりしていたが──肩で息をしながら呻くように言う鈴穂。


　少女はしばしその紅い瞳で鈴穂を睨み据えていたが──


「ふみゃあああああああああああああああああああああああああああ～っ！」


　いきなり泣き出した。


「──え？」


　さすがに鈴穂も眼を丸くしてその場に立ち尽くす。


　少女はその場にぺたんと座り込むとわあわあと声を上げて泣き喚き始めた。更にそれではこの迸る激情を御しきれないとでも言う様に──両手をばたばたと駄々っ子の様に振り回している。


「みゃあああああああああああああああああああああ～っ！」


　先程までの猛々しさは見る影もない。


　少女は顔をくしゃくしゃに歪めて泣き続けた。


「え？　あ──おい──」


　予想外の唐突な反応に鈴穂が困惑の表情を浮かべる。


　その背後に自然な動作で回り込むと──榮太郎はさっと手を伸ばして先に拾っておいた鈴穂のリボンを彼女の髪に結びつけた。


「はい──御苦労さん」


「あっ!?　テメエ──」


　そこまで言って──かくんと鈴穂は電池の切れた人形の様に脱力してその場にへたり込んだ。


「……単に拓人をとられると思った訳か──」


　榮太郎が呟く。


　どうやら最初から少女が暴れていた理由はただそれに尽きるらしい。


「まあ、とりあえずは一件落着──かな？」


　あちらこちらに発生している被害をぐるりと見回し──最後にわあわあと泣き続ける少女と倒れ伏したままの拓人、それに鈴穂に視線を向けてから、榮太郎は言った。


「で──結局、あの子は何なのでしょう？」


　まだ少しふらつく様だが──エーネウスが榮太郎の側に立ちながら尋ねる。


「さてね──それはこっちが聞きたいね」


　そう言って榮太郎は苦笑を浮かべた。








第二章　なんか大変な事になってるんですけど。












「──うわ。話には聞いとったけど、えらい事になってんな」


「なんか召喚術のミスで途方もないのが出てきたみたいなんスけどねえ」


　そんな事を話しながら、特に被害のひどかった〈学園〉の一画を何やら奇妙な姿の集団が歩いている。


　一見すると遠足に出掛ける人間の子供の行列にも見えるのだが……違う。身長は確かに一メートル前後で、手足もやや短め、その寸足らずな格好は子供を連想させるのだが……さすがに人間の子供は揃いも揃って髭を生やしていたりはすまい。ましてその耳が尖とがっていたりもしないだろう。北欧風味の民族色豊かな衣装に包まれたその体たい軀くも、人間のそれとは微妙に異なる形状をしている。


　ただ異い形ぎようは異形でも不気味な雰囲気ではなく、大人を無理矢理縦に縮めたような彼等の姿は、デフォルメされたマンガの登場人物を想わせる愛あい嬌きようがあった。


「しかしここの外装は対破壊呪文練り込んである特殊コンクリートでっしゃろ。それがこうまで壊れるとなると、相当な化け物が出てきたって事ですやん。そっちの方は解決したんですかいな？」


「してなかったら儂わし等ら呼ぶ余裕もないやろ」


「まあそうでっけど」


　彼等は神話の中で俗に『ドワーフ』だの単に『小人』などと呼ばれている種族だ。ちなみに正式名称は無いが、〈学園〉では俗っぽくもわかり易いのでドワーフと呼ばれる事が多い。


　彼等は親切な働き者──というよりは仕事中毒ワーカホリツクの様な性向のある種族で、一説によると『混沌』と『秩序』の間に在るエネルギー落差を好物としているらしい。まあ細かい理屈はさておき、きちんとした礼儀を以て接すれば、無料奉仕で破損物の修理や土木作業などを快く引き受けてくれる気の良い連中ではあった。


「いやあ、しかしこの〈学園〉がここまで壊れたのは三百年ぶりやな」


　言いながら親方の様なドワーフが周囲を見回す。


　確かに建物が倒壊するという様な事は無い様だが、〈学園〉本校舎前の庭に在る花壇だの、ベンチだの、ゴミ箱、看板だのの類たぐいは、大抵が粉砕されたり、へしゃげたりして見るも無惨な状態になっている。


　加えて本校舎の壁にもあちこち亀裂や穴が空いており……更には断面からは、埋め込まれていた防御呪文の術式が中途半端な形で漏れ落ち、ぱちぱちと火花を上げていたり、うにょうにょとムカデの様に意味もなく地面を這い回っていたりする。


　ドワーフ達の言葉通り、この〈学園〉の本校舎を壊すのには物理的、魔法的どちらにしても相当な力が必要だ。それがこうも惨さん憺たんたる有様を晒さらしているとなると、直接〈学園〉に属する者でなくとも、不安は覚えて当然である。


「何にしろ……こんだけ壊れてたら直し甲斐があるわな」


　親方らしいドワーフはそう言って立ち止まると、後方にぞろぞろついてきていた他のドワーフ達百人余りを振り返って言った。


「ここの〈学長〉はんには色々と便べん宜ぎ計ってもろうた恩義もある。野郎共、存分に直したれい！」


「うらあ！」


　ドワーフ達はごっつい拳を突き上げて声を上げた。







＊







　壁際に座り込んだ状態で──拓たく人とは長々と溜息をついた。


「どうなっちゃうんだろう……」


　彼の周囲には見渡す限りに灰色の壁が続いている。


　壁には終わりがなかった。壁に沿って視線を這わせていけばいつの間にか元の方向を向いている自分に気付くだろう──要するにこの部屋は球形をしているのである。


　直径はおよそ百メートル。


　空間としては相当に広いのだが、何もない殺風景さのせいで奇妙な圧迫感を覚える。そしてよく見れば壁は灰色なのではなく、白い壁面に微細な──それこそ虫眼鏡を用いてもそれが文字と判別するのがやっとという様な──文字がびっしりと書かれているのだとわかるだろう。これが距離を置いて見れば灰色に見えているだけの事だ。


　彼が今居るのは──というか事実上閉じ込められているのは、〈学園〉でも最高の恒常防御魔法を掛けられた教職員専用の実験室である。大規模な魔法や、特殊な魔法を開発する際の検証実験を行う隔離施設で、部屋の形はしているものの、事実上は通常空間と切り離された亜空間である。


　この部屋には出入り口というものがなく、窓の類も一切存在しない。出入りはシフト・ポータルによって行われるのだが──拓人はまだ魔法具の助けも無い状態では、一人でシフト・ポータルを開く事ができない。つまり彼はここから出る事ができない訳で……事実上彼は此こ処こに幽閉されているのだった。


　そして──


「──んみゅ？」


　猫の様に丸くなりながら、彼の膝に頭を載せているのは──例の少女だった。


　鈴すず穂ほとのとっくみあいの後、精根尽き果てたところに駆け付けた増援の風紀ゴーレム部隊に取り押さえられ、少女は体中に幾つかの拘束具を仕掛けられた上で拓人と一緒にこの部屋に閉じ込められた。


　だが──魔力値十万ともなれば、レベルＡの魔法拘束具を一ダース使用しても『無いよりはマシ』程度でしかない。今、少女の身体は〈学園〉女生徒用の制服を着せられ、更にはその手足と首に魔法拘束具が付けられているのだが……これらが少女の魔力に耐えかねて弾け飛ぶのはそう遠い先の事ではなかろう。


　ちなみに手足の魔法拘束具はブレスレット状になっており、首のそれはチョーカーを模して作られている為に、外見上、彼女が拘束を受けている様には見えない。また当然ながらこれは肉体的、物理的な拘束力がある訳でも無いので、念のためにとこの少女と拓人を〈学園〉はこの部屋に閉じ込めたのである。


　此処ならば外部のありとあらゆる事象から物理的に遮断されている為、たとえ戦略級の核爆弾が爆発しようと『無かった事』にする事ができる。


「まさか僕やこの子ごと『無かった事』にする様な事は無いだろうけど──」


　正直、どうして自分まで──と拓人も思わないでもなかったが、偶然であれ失敗であれ、彼女をこの世界に呼び込んだのが拓人であるのは状況から見て間違いない。何か犯罪行為が行われた際、召喚主と被召喚体は連帯責任と見る説も多いので──被召喚体が暴走した際も、制御能力不足という過失責任を召喚主は問われるのだ──この処分には拓人も正面から異を唱える気にはなれなかった。


「鈴穂も心配してるだろうなあ……」


　言って──拓人は改めて眼前の少女を見つめた。


「みゅ──？」


　にっこりと微笑んで首を傾げる少女。


　榮えい太た郎ろうらからこの少女が『人間の姿に擬ぎ態たいしただけの恒常性自律組織型超高密度魔力塊』──要するに神や魔の類であるという事は教えられている。しかもそんじょそこらの魔物や下級天使とは比較にならない程の、強大な力を秘めて居るとも。


　言ってみれば拓人の目の前に居るのは人の姿をした核爆弾にも等しいのだ。


　その事そのものは拓人自身も魔法使いの端くれ、霊視系の魔法を起動してみて確認したが、間違いは無い。


　しかし……どうしても拓人は少女の見た目に惑まどわされてしまう。確かに人間とは明らかに異なる髪の色をしているし、尋常でない魔力を放出して暴れ回る様も見てはいたが、それでもなお拓人はこの少女を良くも悪くも『人間の形をしただけの何か』として見る事ができない。まして彼女が下手をすれば国家を一つ一晩で滅ぼしかねない怪物であるなどと言われてもやはり実感が無かった。


「ええと──そういえばまだ名前聞いてなかったっけ」


「みゅ…………？」


　言葉がわかっているのかいないのか──少女は更に首を傾げる。


　小鳥の様な仕草が可愛らしい。


「名前。ナマエ。うーん。言葉わからないのかな？」


　ちなみに神や魔に名前を尋ねる場合には特別な意味がある。


　フレイザー卿の『金枝編』を紐解くまでもなく、魔法の世界では名前とは存在の定義であり本質であり、同時に一種の呪縛でもあるとされている。


　それは存在の本質と密接に絡み合い、場合によっては呪じゆ詛そや攻撃魔法を送り込むための糸口ともなる。藁人形に呪う相手の髪の毛を入れたりするのと理屈的には同じだ。


　だからこそ魔法的な世界においては『名前を教える』という行為は自分の弱点をさらけ出すにも等しい。人間同士であればまだしも、神や魔に名前を聞く場合、これは相手によっては相当な不ふ興きようを買うのを覚悟せねばならない。


　ただ、現代の魔法使い達はこの『名前』による弱点の露呈を避ける為に複数の名前を自らに名付けて使い分けているし、実際、拓人にしても一種の『身代わリ御札』あるいは『安全機構』の様な形で自分自身に幾つかの『名前』を設定している。もし羽は瀬せ川がわ拓人という名前を標的に呪詛を送り込まれても、存在の本質をそちらに一旦移してから攻撃を無効化するという方法を取るのだ。


　これが神や魔となると──そもそも時代や場所によって同じ神や魔でも様々な呼び名が在る為に、表面的な名前を一つ聞いただけでその相手の死命を制した事にはならないのが実情ではあるが。


「それとも名前が想い出せないとか？」


　実はここに閉じ込められる前にも少女は寒さ河が江み教授らによって名前を尋ねられているのだが、答えなかった。


　これは前述の様な名前の告知による不利を考慮した上で彼女が黙秘している事も考えられる。故にこの少女が落ち着いたのを見計らって改めて拓人は尋ねてみたのである。少なくともこの少女は拓人に懐なついている様に見えるし、死命を制する様な『真の名』までは教えてくれなくても、通り名程度は喋しやべってくれるかとも思ったのだが──


「…………みゅ？」


　少女はやはり無む垢くな瞳を拓人に向けるだけだ。


　それでも自分が何かを尋ねられている事は察したのか、やや顔をしかめて『むーっ』と唸り始める。一生懸命何やら考えている様子だが──


「どうしたもんかな……」


　拓人は灰色の天井を眺めて嘆息した。


　ただの召喚実技の失敗かと思っていたが──こうなると何やらややこしくなりそうな予感がする。


（神様や魔物の記憶喪失事故なんて聞いたことないけど──）


　少なくとも拓人が知る限りその様な事例は無い。神も魔もちょっとした召喚儀式の失敗で記憶喪失になってしまう程、脆ぜい弱じやくな存在ではないのだ。


　ただ……ある種の封印を仕掛けられれば人間に限らず、神族や魔族も記憶や精神活動の一部が停止するという現象は確認されている。この少女が事故ではなく何者かによって記憶が封印されているという事は、まだ可能性としては考え得るが──そうなると一体、何ど処この何者がそれを行ったのか、そしてそんな状態の少女がどうして拓人の未熟な召喚儀式によって引き寄せられたのか、という疑問はやはり残る。


「うみゅ…………？」


　ふと視線を戻すと少女が拓人を不安げな瞳で見つめている。


「君も不安なの？　やっぱり記憶がないのかな？　いやそれとも──」


　不意に……拓人はかつて飼っていた猫の事を想いだした。


　猫の瞳は観る者の感情を映すと言われる。


　哀しい気持ちで猫を観る者には猫の瞳は哀しげな色を湛たたえるのだそうだ。敵意を向ける者には敵意を。愛情を向ける者には愛情を。不安を抱えた者が観れば猫の瞳も不安に煙っている様に見える。


　恐らく──少女は自分の状況を不安がっているのではないのだ。


　それならばもっと早くから彼女の表情は不安に濁る。彼女の瞳が不安の色を見せているのは……彼女の側そばに居る拓人が不安な表情をしているからだ。拓人が不安なのをこの少女は案じているのだろう。


「──ごめんよ」


　そう言って拓人は苦笑した。


「被召喚者を不安がらせたら召喚主失格だね」


「みゅ…………」


「名前──便べん宜ぎ的につけてみようか」


「んみゅ…………？」


　やはり言葉の意味がわかっていないのか──また首を傾げる少女。


　拒む様子が無いところを見ると、やはり名前が想い出せないのか、あるいはそもそも言葉を知らないか……である。勝手に名前を付けるのは魔法学的見地からはあまり好ましくないのだが、このままでは何かと不便だ。


　仮の名前であるのならばさして問題はあるまい。


　とはいえ──


（うーん……どうしたものかな）


　そういえば昔、仔猫を拾ってきた時も随分と名前を付けるのに困ったものだ。


　その時は確か──


（何処かのお寺の名前を付けたんだっけ）


　どうしてそんな名前を思い付いたのかはよく覚えていないのだが、独特の語感が気に入って付けた記憶がある。


　そういえばこの少女にも何処か猫を思わせる雰囲気がある。


　しばしば甘えてすり寄ってくるのだが、本質的には決して脆弱でも卑屈でもなく……姿形は小さく、また愛らしくとも、獣の力強さと気高さをきちんと内包した存在。小さな貴族。確かにこの少女にはそんな猫に通じる何かがあった。


「……タナロット」


　ふと少女の鼻頭に人差し指を触れさせながら呟いてみる。


　その時……何処かで何かが変化した。


　確信は無い。証拠も無い。ただ予感というか……五感を越えた遥かな領域で何かがかちりと動くのを拓人は感じた。


　まるで何かのスイッチが入ったかの様に。


　無論それはただそれだけの事ではあったが──


「──受諾した」


　不意に──全くの唐突に、少女が言葉を発した。


「──え？　あ！」


「我はタナロット。この名は誓せい約やくである」


　少女は言って呆ぼう然ぜんとする拓人の瞳を覗のぞき込む。


「汝なんじの名は？」


　尋ねる少女の声は自信に満ちあふれ──何処か荘そう厳ごんですらあった。


「……たくと……」


　少女の放つ何かに呑のまれたかの様に、拓人は問われるまま、半ば無意識に自分の名を答えていた。


「うむ──」


　少女は小さく、しかし満足げに頷うなずく。


「我はこの名在る限りタクトの僕しもべ。今より我はタクトに寄り添い、付き従うを喜びの極きわみとする。誓約の永遠たらん事を」


「あ──あの……」


　拓人は言葉に詰まった。


　少女──タナロットの台詞は特に奇異なものではない。召喚主と被召喚存在──魔法使いとその使い魔との間に交わされる誓約の一種だ。改めて名前を与える事で存在の一部を縛りその性質を定義する。


　しかし──当然ながら拓人はこうした台詞を告げられるのは初めての経験だ。


（これじゃまるで──）


　結婚式の誓約の様だ。


「タクト。我は嬉しいのである」


　言って少女──タナロットは拓人の肩と首に腕を回す。


　華きや奢しやに見える少女の腕は予想外の力で有無を言わせず彼を引き寄せた。


「ちょ、ちょっと、あの君──」


　動揺する拓人に、しかしタナロットは抱きついたまま言う。


「君ではない。タナロットである」


「……ええと。あの。まあ──そうなんだろうけど」


　心臓が高鳴る。


　柔らかな少女の肌の感触に眼を白黒させる拓人。決して悪い気分ではないのだが、焦あせってしまって思考がまとまらない。タナロットはしかしそれ以上の行為には及ばず、ただぎゅっと拓人を抱きしめ、身をすり寄せている。


　その仕草にはあまり性的なものが感じられなかった。言ってみれば喉を鳴らしながら飼い主に身をすり寄せる猫の様な──彼女にしてみればそんな気持ちから出た行動なのだろう。


　とはいえ──


「──おーい」


　その時ふと……何処か呑のん気きな声が二人の上に降り注いだ。


「釈放だぞ……って何やってんだ？」


　慌あわてて眼を向けると、拓人達のすぐ頭上、風景を歪ゆがめてこじ開けるようにして、シフト・ポータルが開いている。


　そこから顔を出して呆れた表情を浮かべているのは榮太郎だった。


「まあ女の子と二人っきりってシチュエーションで萌もえる気持ちはわからないでもないけどな。できたらもうちょっと普通の場所の方がいいぞ」


「ち──違いますってば！」


　身体全体でしがみつくタナロットを引きずりながら、立ち上がって拓人は叫んだ。
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　当然の事であるが──


　この〈学園〉はいわゆる教育法制度に則のつとった学校組織などではない。


　便宜上〈学園〉と呼ばれており、その組織としての体裁には確かに世間一般での学校と同じシステムが幾つも取り入れられてもいるが──本質的にはこの〈学園〉は一種の私塾なのである。


　故にこの〈学園〉にはかなりいい加減な部分があり、カリキュラム等についても大まかな枠があるだけで、生徒は自発的に動かなければ何も学べない。高校よりは大学の雰囲気に近いが……実際には大学と比較しても更に曖昧アバウトだ。


　この為、生徒に限らず関係者は学園の好きな場所に出入りし、好きな事を学び、好きな実験を行っている。さすがに他者に迷惑を掛ける様な行為は学園上層部から警告を受けるが、それとてかなり希まれな事である。世間一般の常識や条理から乖かい離りしたこの世界では、普通の意昧での『禁きん忌き』というものは殆ど存在しない。


　とはいえ、やはりそれでも組織として機能する以上は約束事は存在するし、禁じられている行為、立ち入りを禁じられる場所というものも存在する。


　中央学舎最上階というのはその数少ない場所の一つであった。


　ここには学園上層部の人間が使用する執務室が集中しており、上層部専用の会議室も此処に設けられている。そしてそれら立ち入り禁止区画の中心部に──この学園を名目的にも事実上も取り仕切る人物の部屋はあった。


　即ち──学長室である。


　そして、実験室から解放された拓人達は、今その部屋の真ん中にいた。


　時間的に言えば正面玄関前の騒ぎからおよそ半日後。一晩明けて早朝の事である。


「大体の事情については報告を受けている」


　感情のこもらない平坦な声が言う。


　それが突き放す様な口調にも聞こえて、拓人は身が凍る様な気持ちを味わっていた。


　大きな窓を背にして立つ一人の人物。


　逆光気味になっていてその姿の詳しよう細さいは拓人達の位置からは見えず、ただ黒く塗り潰つぶされた人型だけがそこに存在している。ただ、いくら逆光とはいえ、いい加減眼が慣れても良さそうなものなのだが──先程から何度瞬またたきしてもその人影が明瞭に目鼻立ちを刻む事はない。あるいはそれは元よりそういうものなのかもしれない。


　何しろこの〈学園〉の学長だ。どんな異常や超常現象が付随していても驚くには当たるまい。そもそも誰もがこの人物を『学長』とだけ呼んでおり、彼に関しては固有名詞というものが使われた事がないとも言われている。


　そう──まるで一神教における『神』には名前がないかの様に。


「羽瀬川拓人君。君が召喚実習の失敗において、当初予想していなかった存在を召喚してしまった事。それが極めて特殊な存在であるという事。そしてその存在が君にのみ懐なつき、君が側に居ない間は甚はなはだ情緒不安定、『暴走』気味であるという事」


　まるで何らかの計算結果を読み上げるかの様な声である。


　冷たくはないが暖かくもない。ただひどく淡々としていて、そこに感情が反映されていない。だからこそそれは聞く者の精神状態をはっきりと反射する。拓人にしてみればそれは、彼の不始末を糾きゆう弾だんする冷たさの様にも聞こえた。


「タクト。どうしたのであるか？　気分でも悪いのであるか？」


　隣に立っているタナロットが首を傾げて尋ねてくる。


「あれが拓人を虐ぎやく待たい中であるか？　タクトを虐いじめる奴は我が殲せん滅めつするのである」


　ごくごくナチュラルな口調でタナロットが言ってくる。物騒な物言いだが、そこに憎悪や悪意などまるでない。まるで自分の言葉の意味さえわかっていないかの様な気軽さであった。


「駄目だって──虐められてるんじゃないの」


　呻うめくように拓人は言う。


「その個体を君はタナロットと名付けた様だな」


　タナロットの言葉などまるで意に介した様子もなく、〈学長〉は言ってきた。


「は、はい──名前がないと不便だと思って」


　言い訳がましいと思いながらも拓人はそう言った。前述の通り魔法使い達の間では名前というものはかなり特別な意味を持つ。


　本来、召喚主が被召喚存在に名前を付けるのはその主従契約の一環である。言葉は悪いかもしれないが──それは飼い主が家畜に与える首輪であり焼き印の様なものであり、その被召喚存在に関する権利と義務を負うという声明なのだ。


　タナロットは結果的に拓人が召喚した事になってはいるのだが──その被召喚存在を御する技能が無く、披召喚存在の行動に関して責任さえとれるかどうかも怪しい新米魔法使いには、名前を付ける資格が無いとも言える。拓人の『名前をつける』という行為が迂う闊かつと評されればその通りだと首しゆ肯こうするしかない。


「名前がない──か。やはり記憶喪失か」


　しかし〈学長〉は殊こと更さらにその事を責めるつもりはなさそうだった。


「その様です」


　そう答えたのはディスプレイの中のトリンである。


　ちなみにこの場には拓人とタナロット、〈学長〉の姿が在り、更に拓人達から見て右手の壁に埋め込まれたディスプレイにはトリンの姿も映っている。


「正確には単なる記憶喪失ではなく、属性消失による諸要素の不安定化現象であると推測されます」


「属性消失──そんな事あり得るんですか？」


　拓人が信じられない──といった様子で尋ねた。


　ここで言う『属性』とは召喚した存在の持つ特徴を類型化したものである。


　神や魔は実のところ様々な側面を持っている。


　一いつ柱ちゆうの神が文化圏によって幾つもの異なる名前を与えられて複数の神であるかの様に見えている場合もあるし、一神教の中には自分達の教義に反する存在は全て一ひと括くくりに『悪魔』と断じてしまっている場合もある。


　確かにこうした『人間の側』から見た性格付けというものが神や魔に一定の外形を与えているのは事実であるが──言ってみればこれは神や魔にとって『衣装』『髪型』の様なものだ──それとは別に神や魔には血液型や指紋、ＤＮＡの様に変化し様の無い『本質』というものがあり、〈学園〉ではその『本質』の分類を概がい括かつして『属性』と呼んでいる。


　その分類属性の内、最も大きなものが『混沌ケイオス』『秩序コスモス』の区別であり、前者の性向が後者を上回っている場合には『魔』、逆の場合は『神』と〈学園〉では分類していた。他にも四大精霊による『地水火風』の分類や細かな属性値というものがあるのだが──何にしてもこれは特定の神や魔に関しては決して変化しない。変えようとしても神や魔自身にも変えられないのだ。


　故にこそこの属性は神や魔の特定にしばしば用いられる。


　ところがこの少女──タナロットは『属性』がない。


　そもそもタナロットは神か悪魔かさえもわからない。名前がわからないのではなく、そもそも『何』なのかさえわからない。強大な魔力・霊力の塊が人の姿を採っているという事がわかるだけで、彼女が元々どういう神、あるいは魔であったのかがわからない。


　敢あえて人間の状態に当てはめて言えば──そもそも名前どころか出身国や人種まで全くわからない状態なのである。


　しかしこんな事はまずあり得ない。


　神は神。魔は魔。その存在は不変にして不滅である。


　それらはこの世の始まりから在り、この世の終わりまで存在し続ける。


　それ故に一時的に封じられたり、何らかの原因で外形や行動に多少の変化があったとしても、本質的な部分では神も魔も永えい劫ごう不ふ変へんであり、その数を増やしたり減らしたりする事はない。むしろ彼等が等しい力で均衡を保っているからこそ、世界は今の姿のまま存在している──それが現代の魔法使い達である〈学園〉関係者の考え方であった。


　しかし──


「今までに観測されていないだけで、あり得ないとは言えない。とはいえ、消えてしまっている属性は可及的速すみやかに取り戻されねばならない。さもないと世界の神と魔の均衡さえ崩しかねないからな」


　神であれ魔であれ──タナロットの属性が消失してしまっているという事は、均衡を保っている筈のどちらかの側に欠員が生じたという事になる。ましてこれがまかり間違って反対側に組み入れられたりすると──世界の霊的安定性そのものが破は綻たんしかねない。


　神様が多ければ全て良し──という程、世界は単純ではないのだ。


　整理されすぎて硬直した秩序を破壊する混沌が必要とされる様に、森しん羅ら万ばん象しようが流る転てんして全体としてのバランスをとっている『世界』──これは人間界、魔界、神界を含めての事である──にとって、神や魔はどちらが欠けても不都合のある存在なのだ。


「は、はあ──」


　面食らった様子で拓人が頷く。たかが召喚実技の失敗──と最初は思ったのだが、何やら大事に発展しそうな気配である。


「ましてこの個体名『タナロット』の魔力値は約十万。神格値は五〇四四。共にこれらは秒単位で変動しており、安定しておりません。神魔の等級としては平均値だけを見ても御前天使級──バランス云々を持ち出すまでもなく、下手をすれば一夜にして一国を崩壊させるに足る存在であり、このままの放置は非常に危険かと思われます」


　淡々とトリンが言う。


「…………」


　改めてまじまじと拓人は傍かたわらのタナロットを見つめた。榮太郎から聞かされていた事ではあるのだが、やはり意外というか、違和感が拭いきれない。


「──みゅ？」


　にこりと笑って拓人を見つめ返すタナロット。その気の強そうな──しかし見るからに無む垢くなその表情は、見ていてとても可愛らしい。魔法使いを目指す者としては瞬時にその正体を見抜いてしかるべきなのかもしれないが──この少女がその気になって暴れれば一夜で一国を滅ぼす怪物であるのだと、拓人はやはり実感がわかなかった。


「もっとも佐久間榮太郎準教師の報告によれば、この個体名タナロットは魔力の正常な行使能力──収束、増幅、物理変換といった一連のプロセスについても欠落した状態となっており、魔力値十万という本来の力は発揮できない状態でもあるようですが」


「何はともあれ──」


〈学長〉が言う。


「我々は早急にその個体名タナロットに対する対応策を採る必要がある」


「は──はい」


「それには羽瀬川拓人君──君の協力が必要だ。無理矢理、対神魔拘束具で彼女を拘束する事もできるが、被害が大きすぎてあまりに効率が悪い」


　言われて見れば──タナロットの手首にはまっている腕輪には、もう亀裂が入っている。それ一個で大抵の魔物なら半永久的に封じる事さえできるレベルＡの拘束具なのだが──完全には彼女を押さえ込めないどころか、あまりに高圧な魔力に晒され続け、わずか一晩でもう劣化が始まっているらしい。


　やはりこれはただ事ではない。


「僕にできる事なら、なんでもします！」


　悲壮とも言うべき〈学長室〉の気配に促され、咄とつ嗟さにそう言う拓人。


「よく言ってくれた。では頼もう」


〈学長〉が身じろぎをする。


　一瞬──拓人は〈学長〉がにやりと笑った様な気がしたのだが、あるいは気のせいであったかもしれない。相変わらずその姿は曖あい昧まいな影に溶けたままだ。


「羽瀬川拓人君。君に今日からタナロットと共同生活を送る事を命じる」


「……は？」


　思わず拓人は聞き返した。


　いや、言葉の意味はきちんと理解できているのだが、あまりに意外な言葉だったためにそれが前後の事実と上手く嚙み合わなかったのだ。


　共同生活。


　つまりそれは同じ場所で生活するという事であり──


「早い話が──」


　トリンが言った。


「同どう棲せいしなさいという事です」
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「──という訳で」


　一同を見回しながらトリンは言った。


「今日から同棲を始めて貰もらう訳ですが」


「なんだか語感生々しいんでせめて『共同生活』とかにしてもらえません？」


「…………『共同生活』を始めて貰う訳ですが」


　何処か不満げに言い直してからトリンはディスプレイの中で首を動かした。


　彼女の視線に合わせてノートパソコンに附属する小型のＣＣＤカメラがくいーっと左右に動く。トリンは無表情にカメラ視線で部屋の中を眺め──


「しかし汚い部屋ですね」


「ほっといてください。昼間は普通の学校、夕方以降は〈学園〉で家の中を片付けてる暇が無いんですよ」


　遠慮無い感想に顔をしかめて拓人は応じた。


　此処は拓人の家──十階建てマンションの九階に位置する３ＬＤＫの部屋である。


　日本の住宅事情から考えればかなり広い部屋だと言えるだろう。リヴィング兼ダイニングルームは三十畳近い面積があるし、他の個室も全て八畳ほどの広さだ。地価の安い地方のマンションでさえここまで広い面積を確保しているマンションは希まれだ。二千万や三千万で買える物件ではない。訪れる者に所有者の財力を感じさせずにはおられない住居である。


　少なくとも高校生が一人で使うにはかなり贅ぜい沢たくな場所だ。元々は拓人の家族が住んでいた場所だが──諸般の事情があって今は拓人一人が使っている。


　ちなみに〈学園〉の関係者には俗世間との繫がりを断ってしまった世捨て人も多いが、その一方で拓人の様に一般社会と〈学園〉の二重生活を送る者達も多い。前者は〈学園〉敷地内に存在する学生寮や教職員寮に居きよを構えているのだが、拓人の場合は親にも〈学園〉の事は秘密になっているので、こちらで生活をせざるを得ないのだ。


　今このマンションのリヴィングルームには拓人とタナロット、そしてノートパソコンにロードされたトリンという三名の姿があった。


「羽瀬川拓人君。何か質問は？」


「いや、だからなんで──」


　先程〈学長室〉で言われた時には、何が何やらわからない状態で、そのまま部屋から追い出されたのだが──


「一応、タナロットが同棲──もとい同居する事で増加する水道代と光熱費等の諸経費は〈学園〉から振り込まれますので安心してください」


「だからそういう事ではなくて──」


「その子──タナロットは非常に今、不安定な状態です。彼女はその気になれば一夜で一国を壊かい滅めつさせるだけの力を持っていながら、自分が何かわからない状態。しかも召喚主である拓人君に懐いている」


「うむ。我はタクトに懐かい柔じゆうされているのである」


　意味がわかっているのかいないのか──というか微妙に用法がおかしいが──言ってタナロットが嬉しそうに頷く。


「拓人君が側に居れば彼女は大人しい。逆に言えば、彼が側にいないと、我々は戦略級核爆弾並の力を持った彼女をもてあます事になります」


「核爆弾…………」


　拓人は思わずタナロットの顔を見る。


　戦略級核爆弾と少女。


　どう考えても等記号イコールで結びにくい単語である。まして──


「……みゅ？」


　会話の内容がいまいちわかっていないのか……タナロットは無垢な愛玩動物が飼い主の表情を窺うかの様に、くい、と首を傾げて彼を見つめ返すばかりだ。


　この少女がその保有する力の面で大量殺戮兵器に等しい存在なのだと言われても──どうにも実感が湧かない。


「封印という手段も検討されましたが──はっきり言って効率が悪すぎて却下されました。力で彼女を押さえるのは非常に困難だし、高位の神や魔を召喚して協力を要請する事も検討されていますが、それなりの時間と手間がかかります──何よりその場合は毒を制するのに毒を使うようなものですから、あまり賢明な策とは言えません」


「……それは……そうですけど……」


　高位の神や魔を召喚する作業そのものがまず大変な上に、彼等は下手な召喚の仕方をすればタナロットと同等かそれ以上に危険な結果を引き起こす。だからこそ無差別無計画に召喚する訳にもいかないのだ。


「最終的に時間的、空間的、金銭的、人材的、各要素からコストパフォーマンスに見合うと判断された方法は二つ」


　画面の中でトリンは指を二本立てて見せた。


「拓人君を静的な『安全装置』として彼女の側に置いておくという方策が一つ。これがまず第一候補です。貴方が側に居る事で彼女が落ち着いていてくれるのならば、これが一番無難な方法でしょう」


「いや、でもそれは──」


　理屈ではわかるが、しかし──拓人も年頃の男の子である。


　可愛らしい、しかも自分に好意を持ってくれているらしい女の子（の形をした何かではあるのだが）と同じ部屋に暮らせ、と言われると戸と惑まどわざるを得ない。


「そしてもう一つですが──」


　そう言うトリンのすぐ下──画面の右下辺りに小さな表示画面が一つ開く。


　どうやらアプリケーションを起動して魔法を一つ使った様だが──


「──来た様です」


　かちりと音がして勝手にマンションの扉の鍵が開く。トリンの魔法だろう。


　そして。


「～～～～～～～～～～っ!!」


　声なき叫びを発して扉を吹っ飛ばす程の勢いで部屋の中に飛び込んできたのは──


「鈴穂!?」


　思わずソファから腰を浮かして叫ぶ拓人。


　彼女は真っ直ぐ拓人のところまで駆け込んでくると、何やらプラカードの様なものをぶんぶんと振り回している。


『学園からの連絡』『同棲って何!?』『何処の誰ともわからない女の子と』『本当なの!?』──


　鈴穂は半ば錯乱したような様子でばたばたと何枚ものプラカードを振り回していたが、最後にハァハァと慌ただしい息をつきながらその中の一枚を突きつけた。


『そんなの不潔よ！』


「いや、ちょっと鈴穂──」


『同棲って言ったら、夜も一緒に住むんでしょ？　それでそれで○○○とか□□□とか、あんな事とか、こんな事とか、恥ずかしいから電気消してねとか、へっへっへ下のクチは嫌がってないぜとか、そんな羨うらやま──不潔ふ　けつな事をっ!?　そんなの、そんなの──』


　半ば錯乱状態でノートに書きまくる鈴穂。


「落ち着け！　というか女の子が○○○とか□□□とか言──じゃなくて書くな！」


　そう言う拓人に、しかしタナロットが不思議そうに尋ねてくる。


「タクト。○○○とか□□□とか、というのは何であるか？」


「タナロットは知らなくていいのっ！」


「んみゅっ？」


　タナロットはなおも不思議そうに首をひねっていたが──拓人の言葉は絶対なのか、素直に頷いて黙り込んだ。


「とにかくっ！　そもそもなんで鈴穂が──」


　そこまで言って拓人ははっとした表情でトリンを振り返った。


「まさかもう一つの『策』って──」


「ええ。お察しの通りです」


　そう言って平然とトリンは頷いた。


「もう一つは動的『安全装置』──鈴穂さんによって彼女を制圧するという事です」







＊







〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉。


　鈴穂の事をこの通り名で呼ぶ〈学園〉関係者は多い。


　これは鈴穂の持って生まれた特性に由来する名前である。ちなみに『宵しよう藍らん』の語は特性発動時に彼女の髪が蒼く染まる事から付けられているが、こうした発動時の特徴は個体差が大きい。


　正式には彼女の様な特性保持者を〈魔力侵奪能力者〉と呼ぶ。


　この能力──自分では制御できない事が多い上に色々な弊へい害がいを保持者本人にも及ぼす事も確認されているので『能力』と呼ぶのには語ご弊へいがあるが──は、要するに周辺領域に存在する魔力を根ね刮こそぎ奪い取ってしまうというものである。


　奪い取られた魔力がどうなるのかはわかっていない。


　ただ──こうした特性保持者が側に居ると魔法使い達は魔法を行使できなくなる。


　まして魔族や神族、あるいは老化の末、肉体維持に恒常性魔法を併用している様な高齢の魔法使い達にとっては、この『魔力の真空地帯』を創り出す特性保持者は極めて危険な存在となってくる。


　故に……古来より〈魔力侵奪能力者〉は魔法使いや魔族、神族の天敵として認識されている。


　そしてこの能力は今なお原理が完全には解明されていない。


　何とか試行錯誤で製作された特殊抑制具──リボンで普段はこの能力は封じられているが、それだけの事である。この能力を根本的に消失、破壊する方法というものはまだ考案されていない。だからこそ多くの魔法使い達は鈴穂を敬遠する。


「タナロットさんが何らかの理由で暴走し危険な行為に及ぼうとした場合──恐らく真正面から彼女を制圧する事ができるのは鈴穂さんだけでしょう」


「…………」


　拓人の陰に隠れるようにして座っていた鈴穂は、肩越しにちらりと向けられた拓人の視線受けて──恥じるように顔を伏せた。


「いや、しかし──」


　トリンに視線を戻し──やや声を落としながら拓人は言った。


「鈴穂の特性を使うのはそれはそれでリスクが高いんじゃ？」


　鈴穂のリボンは〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉としての能力と同時に別のものをも封じている。


　即ち──彼女の中に在るもう一つの人格だ。


〈魔力侵奪能力者〉の多くはこうした別人格を持っており──大量の魔力を吸収した際にしばしばこの別人格が顔を出す。そして大抵はこうした別人格は能力保持者本来の性格とはかなりそのベクトルを異なるものとして発現するのだ。


　この別人格は吸収された魔力が、自己組織化して発生したもの──つまりは『付喪神』や『精霊』と同種の恒常性自律組織型魔力塊──であるとする説も存在するが、これはまだ検証されていない。


　そして──鈴穂の中の『人格』はあまり聞き分けが良いとは言えない性格だった。


「しかし昨日の一件で拓人君を巡って対立関係に似たものが発生しているのは確認されています。ならば緊急時に動的な『安全装置』としての働きを期待する事もできるでしょう」


「そ──それはそうかもしれませんが。けど、それにしたって鈴穂は別にそれ以外の部分では普通の女の子です。肉体だって神族や魔族に比べると劣る筈で──そんな制圧だの何だのなんて無理ですよ」


「無論、その点は考えてあります」


　これまたトリンは平然とそう言うと視線を鈴穂に向けて言った。


「鈴穂さん」


「…………」


　一応落ち着きを取り戻した鈴穂は何処か不安げな表情で顔をあげる。


「そこの壁に立てかけてあるケースを。そう、それです──」


　トリンに言われるままに鈴穂は壁際に置かれていた黒く長いプラスチックのケースを手にした。全長は一メートル半ほど。持ち運ぶための取っ手ハンドルとダイヤル式の錠前キーロツクが附属している。


　キーボードやギターといった楽器の運搬用ハードケースにも見えるが……各部を補強したコンテナの様なデザインは妙に物々しい感じだった。


「ダイヤルは６６６で開く筈です」


　トリンの指示に従ってケースを床に置き開いてみる鈴穂。


　その中には──


『これは？』


　緩衝材らしいスポンジが敷き詰められたその中には、何やら銃とも剣ともつかない奇妙な道具が入っていた。


　長さはケースの全長よりもほんの少し短い程度。一見するとライフルの様にも見えるが機関部から先──つまりは本来ならば銃身バレルに相当する部分が明らかに銃とは異なる。


　剣身ブレードになっているのだ。


「他にも幾つか用意はしてありますが。まずはそれが基本装備として〈学長〉権限で貴女に貸し出されます」


「魔法機器？」


　そう尋ねたのは拓人である。しかしトリンは曖昧に首を振った。


「純然たる意味の魔法機器ではありませんね。少なくともその剣に関しては魔力で駆動する訳ではありません。ただ、これは製造・調整・その他に魔法を使って作り上げられた、純然たる『兵器』。今の表の世界の科学技術では、これと同じものを同じサイズで作り上げる事はできないでしょう」


「魔力で駆動しない……？」


　拓人は怪け訝げんそうな表情でその『兵器』を眺めている。


　これが魔法機器であるのならば不思議はない。〈学園〉には魔法機器を専門に研究している者は多数所属しているし、各種ゴーレム達も魔法機器の一種だ。そして非常時に学園を防衛する為に戦闘用重機動ゴーレムを始めとする各種の『兵器』が作られているのも拓人は知っている。


　だが──


「拓人君は気付いたみたいですね。実を言えばこれは、鈴穂さん──最悪の場合には、貴女に向けられるべきものだったのです」


「──？」


　目を丸くする鈴穂。


「魔法技術の錬れん磨まを目的とする我が〈学園〉がわざわざ魔法で駆動しない兵器を製作したのはどうしてだと思いますか？」


「…………？………？」


「つまり──」


　困惑する鈴穂に代わって答えたのは拓人だった。


「魔法の『真空状態』の中でも使える兵器の開発。つまりそれは……対〈魔力侵奪能力者〉戦闘を想定した──」


「その通り」


　トリンが平然と頷く。


「！…………」


　鈴穂は表情を強張らせて黙り込む。


「鈴穂──」


　気遺わしげに従姉の顔を覗き込む拓人。


　しかし──


『大丈夫』


　そう書いて示す鈴穂。


　しかし──ノートを持つ彼女の手は小刻みに震えていた。


『大丈夫』『大丈夫』『大丈夫』──


　無理矢理に笑顔を作りながら鈴穂が何度もそう書く。拓人を安心させるためというよりも自分の中の恐怖を誤魔化そうとするかの様な行動だった。


「不愉快ですね」


　さすがに厳しい表情を浮かべた拓人がトリンを振り返って言う。普段、穏やかな表情が多い彼だからこそ、その表情の裏に込められたそれだけの事でも憤ふん怒ぬや不快感がはっきりと伝わってくる。


「──タクト？」


　タナロットが不思議そうに彼を見つめた。


「気持ちは察しますが──拓人君もわかっているでしょう？」


　しかし対するトリンは至極冷静に言葉を続ける。


「それだけ〈魔力侵奪能力者〉は魔法使いや魔物にとって恐ろしい存在です。一歩間違えばタナロットではなく鈴穂さんが〈学園〉を滅ぼす事もあり得るのだから」


「……そ……それは、聞いていましたけど」


〈学園〉が『天敵』である鈴穂の出入りを許容しているのは彼女を監視しその特性を研究する為だ。事実、鈴穂がしているリボンはその研究の産物である。


　無論、鈴穂の様な特性を持った人間を問答無用で敵視する程、〈学園〉やそこに所属する魔法使い達は浅せん薄ぱくではない。


　ただ──


「〈魔力侵奪能力者〉は歴史上、何度か確認されています。例えば──十五世紀から十七世紀に何度か激化したあの悪名高い魔女狩りの中には本物の魔女も含まれていました。でも魔法を使えた筈の彼女ら──女性とは限らなかった様ですが──がろくに抵抗できず、無力な一般市民と同様に殺されたのは、どうしてか……？」


「…………」


　拓人も鈴穂も答えない。わかり切った答えだった。


　歴史的な裏打ちがあるからこそ魔法使い達は〈魔力侵奪能力者〉を──その一人である〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉羽瀬川鈴穂を警戒する。彼女の性格、家庭環境を考慮すれば──鈴穂の母親は〈学園〉に所属していた事もある──彼女が魔法使いの敵に回る事は考えにくいが、可能性がゼロでない限り〈学園〉は彼女の存在を見逃す事はしないだろう。


　しかし──


『タクちゃん』


　ちょいちょいと服の袖を引っ張られて振り返ると、鈴穂がノートを示した。更にページをめくる。


『いいの。私が悪いことしなければいいの』


「……でも」


『いいの。大丈夫。本当』


「…………鈴穂」


　まだ収まりのつかない不満そうな表情を浮かべつつも、拓人は黙り込んだ。鈴穂本人がそう言うのであれば彼が文句を言う筋合いではない。


　だが──


『タクちゃん』


　鈴穂が小さく──はにかんだ様な表情で先程のページを見せた。そして──


『怒ってくれて、ありがとう』


　その下にはそう小さく書き加えられていた。


「あ……いや……別に──」


「続けます」


　トリンが淡々とした──冷たいとも思える口調で割り込んだ。


「とにかく……魔力の存在しない状態でも使用できる必殺の武器としてこの〈剣〉は造られました。銘めいは機剣〈ワルプルギス〉。使い方は附属の説明書を見てください。鈴穂さん──試しに持ってみてもらえます？」


「…………」


　小さく頷くと、おっかなびっくりといった仕草で鈴穂がその魔法機器を手にとる。


　持ち上げてゆっくり左右に動かし──そして鈴穂は再びその機剣をケースに置くと、ノートにペンを走らせた。


『意外に軽いですね』


「普通の人が思っているより軽いものですよ──金剛石は」


「…………？」


　コンゴウセキ──あまり馴染みの無い言葉に首を傾げる鈴穂。


「表面処理してあるからそうは見えないでしょうけど。それは構成部品の九割がいわゆる炭素の単一分子結晶体──要するにダイヤモンドでできてるんです」


「…………！」


　これにはさすがの拓人や鈴穂も啞あ然ぜんとした。


　確かに言われてみればダイヤモンドというものは比重にして３・５２──鋼やステンレスと比べると半分以下でしかない。貴金属や貴石宝石の類は何となく『重い』イメージがあるものの、工業的に使用される主な金属の内、これより軽いものはアルミニウムやマグネシウムくらいのものだ。


「およそ一万カラット──重量は約二キロ。無論、錬金術で合成したものですが、組成としては天然物と変わらない筈です」


　思わず、『売ったら幾らくらいになるんだろう』などと拓人は思ったものの、口には出さない。


「折れず、錆びず、変質せず──最強の素材ではありますね。体積が大きいので日本刀などと比べると総重量は重くなりますが、比重としては軽いですし、この程度なら貴女でもそう苦労せずに使えるでしょう」


　まるで他人事の様にひたすら感心した様子で頷いていた鈴穂だが──


『まさか』


　何やらふと気付いた様子で慌ててノートに文字を記す。


『その子とこれを使って戦えって言うんですか!?』


「そのまさかですよ。鈴穂さん、貴女には万が一の際にこの〈ワルプルギス〉を使ってタナロットと戦って欲しいのです」


　何を今更──といった口調でトリンが言った。


「ん？　戦うのであるか？」


　歌でも歌う様な気安さでふいと立ち上がるタナロット。それまで蚊か帳やの外だっただけにむしろ自分に話の矛先が向いて嬉しそうだ。


「わあああっ、違うっ！」


　慌てて拓人はタナロットの肩を摑んで引き戻す。


「──みゃんっ」


　猫の様な声を上げて引き戻されたタナロットは拓人の膝の上に座り込んだ。偶然なのか意識しての事なのか──そのまま拓人の胸に頰を押しつけて抱きつく様な格好になる。


「タクト♪」


　甘える様に言って嬉しそうに頰ずりするタナロット。


「…………………………………」


　ぴくりと鈴穂の頰が引きつる。


「あ。こら、ちょっと──タナロット、止め──」


「タクト。タクトは我に接触されるのを嫌悪であるか？」


「そ──そんな事は無いけど」


「ならば問題ないのである」


　言って再び拓人にくっつくタナロット。猫の様にすりすりごろごろ。ついでにちょいと舌を出して彼の頰をぺろり。邪気が無い分、やる事なす事、躊躇とまどいも遠慮も──ついでに言えば恥も外聞もない。というか側で見ている方が恥ずかしくなる。


『離れなさい!!』


　そんなプラカードを掲げて抗議する鈴穂だが、そもそもタナロットは彼女の方など全く見ていない。逆上した鈴穂はプラカードでばんばんタナロットの頭部を叩いた。


「みゅっ!?」


　タナロットは鈴穂を振り返り──そして素っ気なく言った。


「拒否するものである」


「──!?」


「我はタクトの下僕なのである。他者の命令を受け入れる義務はないのである。タクトの喜ぶ事は何でもするのが我の義務なのである。タクトが望めば我は火の中水の中布団の中なのである」


『タクちゃんは喜んでなんかいないです！』


　そう書くものの──字はもう幼児が書いているかの如く、しっちゃかめっちゃかに歪んでいる。


「タクトは嫌悪していないと言った。故にこれでいいのである」


　言ってまた頰擦り。


「──っ!!」


『タクちゃん!!』と怒鳴りつけんばかりの形相で鈴穂が拓人を睨み付ける。


　だが──


「あ──いや、だって……」


　しどろもどろに答える拓人。


　確かに裸で抱きつかれたりするのは困るが──タナロットをはっきりと拒絶するのも気が引けた。タナロットの行為が陰湿な下心によるものではなく、純然たる自分への好意から出ているのがわかったからだ。


　別に慈愛博愛の人という訳ではないが、すり寄ってくる捨て猫がいれば、どうしても見捨てる事ができないのが羽瀬川拓人という少年である。それは何年か姉弟同然に生活していた鈴穂にもよくわかっていた。


「～～～～～～～～～～～～っ！」


　恨うらめしそうな表情で拓人とタナロットを睨む鈴穂。


「お──落ち着いて、落ち着いて、鈴穂」


　じわりと──封印たるリボンをかけていても彼女の髪が青味を帯びるのを見て慌てて拓人が言った。普段は大人し過ぎる程の鈴穂であるが、一旦爆発すると抑制が利かないというか猪突猛進、暴走してしまうところがある。これが普段の反動なのか、もう一つの人格の影響なのかどうなのかはわからないが──


『タクちゃん』


「は──はい」


　眼鏡の奥から底冷えのする瞳で恨めしげに見据えられ……拓人は背中を這い落ちる冷や汗を意識した。まずい。怒っている。というか頭に血が上っている。それもかなり。


　今にも封印のリボンを外しそうな状態だ。


『タクちゃん自身はどうなの？』


「ど、どうって──？」


『その子と同棲したいの？』


「いや、僕は──」


　拓人の言い訳を聞き終わる前に鈴穂は物凄い勢いでノートにペンを走らせる。


『同棲して○○○な事とか□□□な事とか、もうこんなになってるよとか、ふっふっふはしたない娘にはお仕置きが必要だなとか、そういう事をしたいのっ!?』


「どういう事だよっ!?」


　思わずそう突っ込みながらも拓人は半ば反射的に首を振った。


「ど、ど、同棲したいだなんて──そんな事。いや、だからそういうんじゃなく──」


　しどろもどろに言い繕つくろう拓人を、しばし無言で眺め……鈴穂は不意にトリンの方を振り返った。


『トリンシアさん』


「はい」


　鈴穂の記述をノートパソコン内蔵のＣＣＤカメラで捉えてトリンは言った。


『私とタクちゃんは、タナロットに対する安全装置なんですよね？』


「そうですね」


『ならば』


　そこまで書いてから鈴穂は大きく深呼吸。


　そして──


『つまり私がタナロットよりも強くて、非常事態にこの子をきちんと制圧できるとわかれば、タクちゃんとタナロットが同棲する必要は無いんですよね？』


「理屈の上ではそうなりますね」


　淡々とした口調でトリンは肯定した。


『わかりました』


　頷くと鈴穂は〈ワルプルギス〉のケースの前にしゃがみ込んだ。


「おい──あの、ちょっと、鈴穂……さん？」


　鈴穂の背中から、何やら悲壮というか追い詰められて爆発寸前というか──まあとにかくそういう感じのぐつぐつ煮詰まった気配が漂ってくる。


「…………」


　どこに持っていたのか、きゅぽん──と太字サインペンを取り出して蓋を取り、何やらプラカードに書き付けると、彼女は右手に〈ワルプルギス〉、左手にプラカードを持ってすっくと立ち上がった。


『タナロット！　貴方にタクちゃんとの同棲の権利を賭けて決闘を申し込みます！』


　鈴穂が掲げたプラカードにはでかでかと太字でそう書かれていた。


「ちょ──ちょっと鈴穂、それはなんか微妙におかしい──」


　と拓人は言うものの鈴穂の耳には最早届いていない様子である。


　そして──


「…………にゅ？」


　プラカードを突きつけられたタナロット本人は、やっぱりよく事情がわかっていない様子できょとんとしていた。
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　その日──ドワーフ達は急きゆう遽きよその量を増やした仕事に忙ぼう殺さつされていた。


　元々タナロットとかいう魔族だか神族だかが暴れて壊された部分を修復する作業を行っていた彼等だが──〈学園〉からの要望により、その半数が別の仕事に駆り出される事になったのである。


　ただしこちらの仕事は修繕ではなく設営だった。


　期限は四日間。かなり──というか明らかに無茶な要求ではある。


　その事自体は〈学園〉側も申し訳なく思っているらしい。事実──要請そのものは礼を尽くした丁寧なものであった。


　だが……誇り高き職人である彼等はむしろそれを自分達への挑戦と受け取った。


「やってやろうじゃねえか！」


　という訳で──〈学園〉が改めて設定した亜空間領域では、今まさにトンテンカン、トンテンカンと鎚つち打つ音が忙しげに響いている。


　ちなみにドワーフ達の使っている道具は一応、道具の形をしてはいるのだが、実際には彼等の身体の一部だ。接触した物質を分子レベルから配列し直す能力を彼等は持っており、実際に対象物を削り、叩き、切ってゆくのは、彼等の魔力なのである。道具の形をしているのはその方が作業効率が良いからだ。


　それはさておき──


「しかしなんなんスかね、いきなり。校舎の修繕も終わってへんのに」


「さて──人間の考える事はようわからへんなあ」


　そんな事を言いながらドワーフ達は束の間、作業する手を止めてそれを見上げた。


　作りかけの物体。


〈学園〉がわずか四日と無茶なスケジュールで注文してきたもの。


　それは──古代ローマやギリシャの闘技場を想わせる円形のリングであった。
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　──でもって。


　ドワーフ達に急な依頼が申し込まれるその三十分前の事──


「よろしい。やりたまえ」


　あっさり〈学長〉はそう言った。


「ちょ──ちょっと待ってくださいっ!?」


　特別にトリンが直結させてくれた電話回線を通じて〈学長〉に事の次第を報告した拓人は、思わず受話器に向かって叫んでいた。


　てっきり〈学長〉の権威で鈴穂を止めるなり説得するなりしてくれるものと期待していた拓人は、自分の立っている地面がいきなり崩れてゆくかの様な感覚を味わった。


「やりたまえって──そんな無茶な!?」


「『安全装置』の実効性を試すには良い方法だ」


　拓人の気持ちなどまるで無視するかの様な平然たる口調で〈学長〉は言う。


「いや、理屈としてはそうかもしれませんが──」


「心配は無用だ。こちらで場所は手配しよう」


「僕がしているのはそういう心配ではなくて──」


「とりあえずこの件は寒河江教授と佐久間準教師を担当に、トリンシアを実行補佐に任命する。後日通達が行くから内容を確認する様に」


〈学長〉は止めるどころか淀みなく詳細を取り決めて事を進めてゆく。


「でも危険で──」


「ぶっつけ本番の方がよほど危険は高かろう。こちらで場所を指定できる分、被害が他に及ぶ可能性は減少するし、安全管理の為の方策も事前に用意できる」


　それに──と〈学長〉は言った。


　実のところタナロットの正体が現在不明である以上、迂う闊かつな扱いは後々人間界と神界、あるいは魔界との外交問題に発展する可能性もある。タナロット自身は覚えていなくても、魔界や神界の重要な立場に彼女は居るかもしれないからだ。


　故に──余程の緊急事態でもない限り、二人の対決は後々『私刑リンチ』だの『暴行』だのの誹りを受けぬ様、公明正大な形式を採るのが望ましい……。


　そう言われては拓人も反論ができない。


　しかも──


「羽瀬川鈴穂君に貸与されている〈ワルプルギス〉は魔法機器でこそないが、その設計から加工調整に至るまで、魔法技術が応用されたものだ。一般社会の水準からすればオーヴァーテクノロジーと言って良い。これを迂闊に〈学園〉外で振り回されては、非公開組織たる〈学園〉のスタンスに反し、羽瀬川鈴穂君は〈学園〉関係者の秘匿義務に反する事となる」


　かつての魔女狩りの例を見るまでもなく──一般の人間は魔法を恐れる。それは強大な力を持つ上に、使える人間と使えない人間を厳然と分けてしまうが故に、容易に使えない人間の劣等感と恐怖心を煽あおる。


　その結果として人々は圧倒的多数を背に容た易やすく暴徒と化して魔法使い達を弾圧し、私刑にかけてしまう。これは魔法使い達の歴史の中で何度も繰り返されてきた事だ。


　現代の魔法使い達は、確かに進化した魔法を身につけており、自衛手段の一つや二つは持っているが──しかし魔法使いである事がばれると、それまで所属していた社会に身の置き所がなくなる事に変わりはない。


　故に〈学園〉では最低限の『自衛手段』として〈学園〉や魔法に類する事を一般人の目から秘匿する事を関係者に義務づけている。これが守れなかった場合、〈学園〉側はその魔法使いの能力を封印、または破壊した上で〈学園〉や魔法に関する記憶を強制的に消してしまう。


　これは〈学園〉を守るというよりも、その程度の事ができない魔法使いには、魔法を学び続けてもいつか自らの身に降りかかる災いを払いきれないであろう、という判断からの処置であった。


「何にしても『公開試合』というイベントの形に持って行ければ何かと都合が良い」


　ぶっちゃけて言えば『何かあっても洒落で済ませられる』という事だろう。


　とにもかくにもそういう訳で──


「では。両名に公明正大なる戦いを希望すると伝えてくれ」


　その言葉と共に〈学長〉との電話は終わった。
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　囁ささやく声は淫いん靡びですらあった。


「…………たくと」


　少女はそっと拓人の頰に手を添える。


　その仕草そのものが愛あい撫ぶに等しい。愛おしげに目元から唇へと這う指先の感触に、拓人は心臓の鼓動が跳ね上がるのを感じた。


　少女は静かに微笑みながらその手を滑らせて腕を彼の首に回す。しなだれかかる彼女の肌の感触を感じながら、拓人は凍り付いた様に身動きができなかった。


　目め眩まいがする程の興奮が彼を虜とりこにしている。


　文字通りに薄布一枚だけが彼と少女を隔てるものだった。布越しに伝わってくる体温を感じながら彼は自分の中で理性がとろけてゆくのを自覚している。


　青白い月光の下で抱擁する拓人と少女。


　周囲の時間は水底の如くゆるりと流れているのだが──拓人の中では心臓が早鐘の如く脈打っている。彼の意識はその落差の中で揺さぶられてゆく。


　少女の白いうなじ。


　うなじから細い肩へと続く線の──その艶めかしさ。染み一つ無く処女雪の白さを誇るその滑らかな肌が彼の視線を釘付けにする。自らの手で触れてその柔らかさを確かめずにはおれぬ蠱こ惑わくをその優美な曲面は備えていた。


　ゆっくりと身を離す少女。


　それを残念に思う自分を見透かされる様な気がして、拓人は表情を引き締める。だが少女はそんな事は承知の上とばかりに悪戯っぽい笑みを浮かべると、その姿態を見せつけるかの様にしてその場に佇んでいる。


　柔らかな肌。


　おとがいから首へ、首から肩へ、肩から胸の──


　生まれたままの一糸まとわぬ少女の姿。


　上気して赤みを帯びているのは肌寒い空気の故か。それとも……


「たくと……」


　誘う様に、羞はじらう様に、声が彼を呼ぶ。


　彼は身を震わせてその手を伸ばし──


「………………」


　──そこで眼が覚めた。


　瞼まぶたを開ければ既に時刻は朝だとわかる。カーテン越しに部屋の中に滲にじんでくる陽光が白い。早朝独特の涼やかな空気を吸い込み──そして拓人は溜息をついた。


「うあー……」


　何となくそう呻いてから長い息を吐く。


　溜息の原因は、これから良くなる筈の所で夢が終わってしまったからか──それとも今時、中学生でも見ないような恥ずかしい夢を高校生にもなって見てしまったからかは、自分でもよくわからなかったが。


「やっぱり一昨日あんなもの見ちゃったからかなあ」


　到底艶っぽい場面などではなかったが……素っ裸で顕れたタナロットの姿は、くっきりと拓人の脳裏に焼き付いていた。小さい頃は鈴穂と一緒に風呂に入ったこともあるが、思春期を越えてから女性の裸を生で見たのは初めてである。中学生で処女や童貞を捨てる連中も多い昨今では、拓人はむしろかなり奥手な方に属するだろう。


　だからといって、いきなりその日の夢に女の子の裸体を見てしまうとは。我ながら何とわかり易い潜在意識だろうか。


「あー。こんな事じゃ駄目だ、駄目。先が思いやられる──」


　言って身を起こそうとした拓人は、左横にシーツや枕とは異なる妙に重くて柔らかい感触を覚えた。


「──ん？」


　怪訝そうな表情を浮かべてシーツをめくる。


　そこには──


「──うわっ!?」


　声を上げてベッドの上で飛び退く拓人。


　ベッドの側の壁に壁画の如く貼り付きながら戦せん慄りつの表情で彼が見据えるのは──


「──ん？」


　タナロットだった。


　しかもあろう事か──全裸だ。


　いや。正確に言えば服を着ていないが手首や足首、そして首に巻かれた魔法拘束具は付けたままになっている。これは何というか──裸にブレスレットやチョーカーといったアクセサリだけを付けている様な格好であるからして、ただ単に素っ裸という状態に比べると妙にいやらしい。榮太郎でも居ればまた『マニアックだなあ、拓人』と評されそうな感じだった。


「た、た、たな郎ーっ!?」


「『おはよう』である──タクト」


　思わず昔の猫の綽あだ名なを口走る拓人を眺めながらタナロットはにっこり笑った。


　やはり自分の格好には微塵の羞しゆう恥ちも疑問も感じていないらしい。


「な、な、なんで──」


　見たら眼が潰れると言わんばかりに視線を逸らし、目の前の光景をかき消そうとするかの様にわたわたと手を振りながら拓人は言った。


「これで正解であるか？　朝起きたら『おはよう』と挨拶するのではないか？」


「そ──それそのものは間違ってないけどっ」


　ようやくタナロットに背を向ける事を思い付いて、壁を見る拓人。


　だがその背中にしなだれかかる感触が彼を硬直させた。


　言うまでもなくタナロットだ。しかも繰り返すがタナロットは服を着ていない。


「あわわわわわわわわ……」


　夢の中の情景が脳裏に浮かび上がる。


　寝間着一枚を隔てるだけの、女の子の肌の感触──


「そうじゃなくてっ！　タナロットの部屋は隣だろ!?」


　３ＬＤＫのうちの一部屋を拓人が使い、もう一部屋をタナロットが使うという事は昨日の内に取り決めてあり、それにはタナロットも異を唱えなかった筈なのだが──


「何で僕のベッドに潜り込んでるんだよっ!?」


「潜り込んではいけないのであるか？」


「駄目なのっ！」


「……何故であるか？」


　何処か不満そうな口調でタナロットが尋ねる。


「いや、何故とか言われても──とにかく駄目っ！」


「むう。タクトがそう言うのならば従うのである」


　タナロットはそう言うが──拓人の背中にはくっついたままだ。


「それにどうして裸なんだよっ!?」


「ん？　いけないのであるか？」


「駄目なのっ！　昨日はちゃんと服着てただろ？」


「んんー。鬱うつ陶とうしいのである」


「鬱陶しいって──困るよ！」


　そういえば猫や犬にセーターなど着せる飼い主というのをたまに見るが、どうやら猫や犬にしてみれば、あれは迷惑で鬱陶しい代物らしい。大抵の犬猫は服を着せられるのを嫌がる。


　タナロットも同じなのかもしれない。


　まあ確かに服を着たことのない──裸が当然である生物にとっては衣類など鬱陶しくて邪魔なだけのものではあるかもしれないが。


「何か困るのであるか？」


「色々と！　とにかく駄目！」


「うにゅー……」


　何処か不満げな表情で唸るタナロット。


　実のところ──タナロットは一定量の知識は概にきちんと備えているのだ。


　最近の召喚術では召喚の際に召喚主の知識を被召喚体に転写する機能も組み込まれている。召喚後に状況を説明する際の手間を省くために、言語や基本常識といったものを予あらかじめ伝えておくのだ。さもないと召喚した相手と意思疎通コミニユケートするだけでも相当な時間と手間を喰う。


　タナロットの召喚に関しては少なくともこの機能はきちんと働いていたらしい。


　だが──今の彼女は『知っている』だけだ。


　知識に実感が伴っていない。


　例えば辞書で調べて『青』という色の概念を知っていても、それを生まれてから一度も見た事が無ければきちんと認識はできない。『青』という言葉と現実を結びつける事ができないのだ。


　タナロットとの会話をある程度重ねてみた時点で拓人はその事に気付いた。


　つまり──タナロットは言ってみれば物凄い『世間知らず』なのである。知識はあるが常識はないのだ。常識は結局のところ実体験の積み重ねで形成されてゆくものだからこればかりはどうしようもない。事ある毎に注意するしかないだろう。


　素直に拓人の言いつけは守ってくれるのがせめてもの救いだが──今の彼女は赤ん坊と同じで、彼女が突発的にとんでもない行動に出る可能性は常にあった。いや、赤ん坊にはない知識を備えている分、余計にややこしい事態も考えられる。


　そんな事を拓人が考えていると──


　いきなり扉が開かれた。


「い──!?」


『タクちゃんおはよう。朝ご飯作ってきちゃった』


　そう書いたノートを胸に鈴穂が立っていた。


　だが無論、彼女の前にはベッドの上に居る拓人と、同じくベッドの上にいるタナロット（しかも全裸）、という光景が広がっていた訳で。


　鈴穂は眼を見開いたまま硬直。


「あ。あの──鈴穂。これは──違うんだ。うん、ええと──」


　しどろもどろに言い訳する拓人。


　そして──


「…………」


　鈴穂は黙ってリボンを取る。


　するすると広がった髪が蒼く染まり──


「テメエら朝から何やってやがる──────っ!?」


　人工衛星でも落ちてきそうな声で鈴穂が怒鳴った。
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　結局──四日後の『決闘』は決まった訳であるが、問題はそれまでの時間をどうするかだった。


「うん。ちょっとした風邪だから、来週には学校に出れると想う」


　表情を引きつらせながら拓人は言った。


『あ。そうなんだ。良かった、葉は月づきも心配して──』


『一番心配していたのは姉ちゃんだけど──』


　げしっ──という何かで何かをぶん殴る様な音が受話器越しに聞こえてくる。


『ところで羽瀬川君？』


「な──なに？」


　拓人は努めて平静な声を出す。


『さっきから何かどたばたと音するけど──家に居るんだよね？』


「え？　う、うん、勿もち論ろんだよ、勿論。家で療養中──」


　言いながらも拓人は額を一筋の汗が伝うのを意識した。


「何度も何度も──テメエって野郎は!!」


「女性体なので『野郎』ではないのである」


「どっちだっていいだろ！　とにかく拓人にくっつくんじゃない！」


「む。我に命令できるのはタクトのみなのである。そもそも被召喚体が召喚主に寄り添うのは当然の有様」


「だからってベッドの中にまで裸で潜り込んで良い訳ねえだろっ!!」


「何故か？」


「てめえ、そこで何故って聞くか!?　聞くのか!?」


「我は恥ずかしくないのである。我はタクトに我が身を晒す事に何ら躊躇を感じないのである。スズホは躊躇するのか？」


「そ──それは当然──」


　言葉に詰まる鈴穂。


　裸体を晒す事に対する羞恥心などという概念も、当然ながら生まれ育った文化の下で慣習的に形成されるものだ。『恥ずかしがる』事にそれ以上の理由など無い。現に同じ人間でも、公衆の面前で乳房を晒していても平気な民族も居れば、未婚女性が家族以外に顔を晒すだけでも『恥』であるとする民族も居る。


　逆に言えば単純な説明でタナロットに『恥ずかしい』という感情を教えるのは至難の業という事だ。性格の違う『もう一人の鈴穂』でもさすがにタナロットの無垢ぶりというか無恥ぶりは持て余すらしい。


「何か身を晒せぬ理由でもあるのか？」


「ええい、そんなものねえっ！」


「では何故恥じるのであるか？」


「わかった、そこまで言うのなら脱いでやらあ!!」


　地団駄を踏んで喚く鈴穂。


（見えない。聞こえない。見えない。聞こえない──）


　胸中で呪文の様にそう繰り返し、努めて二人の方を見ない様にしながら──見れば動揺があからさまに口調に出そうだった──拓人は取り落としそうになっていた受話器を持ち直した。


『なんか女の子の声が聞こえるような──」


「いや、テレビだよテレビ。あはははは」


『そう？　でも今、『タクト』って──』


「え？　ウソ、僕には聞こえなかったけど？」


『そうかなあ……』


「ま、まあとにかく、大丈夫だから、本当。電話ありがとう。心配かけてごめん──じゃあね」


『あ──』


　相手の返事も待たずに拓人は強引に電話を切った。


　これ以上話をしていたら間違いなくばれる。〈学園〉云々はともかくとして──女の子と同棲しているなどと双ふた葉ば達に知れれば、どうなる事か。考えただけでも頭が痛い。


　それに──


「鈴穂！　そろそろ学校行く時間だろ!?　タナロットも──うわっ!?」


　振り返った拓人は共に半裸──というか全裸のちょい手前──の状態で取っ組み合いをしているタナロットと鈴穂を目撃する事になった。
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「もうどうしたもんだか──」


　溜息をつきながら縋すがるような表情でディスプレイを見る拓人。


「何か不満なんだか。よく考えろ、美少女と同棲なんてのは望んでもなかなか実現しないぞ？　それに可愛い幼馴染みの従姉妹まで毎朝毎晩通ってくるんだろ？　しかも二人してくんずほぐれつ女子プロレス状態。俺なら嬉しくてコサックダンス踊っちゃうよ」


「先輩～～」


　ひどく疲れ切った口調で恨うらめしげに拓人が言う。


　彼はインターネット電話で〈学園〉の研究室に居る榮太郎に連絡をとっていた。このマンションは元々光ケーブルが敷設されているが、更にその途中に常設亜空間回路経由で〈学園〉と直通の回線が割り込ませてあるのだ。このために世間ではまだ通信速度の関係で実用に達していないテレビ電話も、コマ落ちなどの現象が起こる事も無く、さして違和感なく使えるのである。


「どうやったら嬉しくなるんですか、この状況で」


　タナロットはやたらに拓人にくっつきたがるし、その度に鈴穂は怒る。とことん怒ればリボンを取る。それでもって二人して取っ組み合う。


　これが三十分に一度はある訳で、落ち着かないわ、気疲れするわ、とばっちりでものは壊れるわ──


　──ちょいちょい。


「──ん？」


　肩をつつかれて振り返ると髪の乱れを何とか整えてリボンを結び直し、制服も着直した鈴穂が立っている。まあ制服はあちこちしわくちゃになったままだが、これはもう時間も無いので仕方在るまい。


『じゃあ私、学校行ってくるから』


「ああ。はいはい。行ってらっしゃい」


　いい加減疲れ果てておざなりに頷く拓人に、上目遣いで恨みがましい視線を送りながら鈴穂はページをめくった。


『くれぐれも間違いの無い様にね？』


「わかってるってば」


『行ってきます』


　そう言って──というか書いて鈴穂は学校に出掛けていった。


「は──…………」


　ようやっと拓人は安あん堵どの溜息をつく。


　まあタナロットは家に残っているものの、これで鈴穂と彼女の喧嘩──口喧嘩から家具破壊を伴う取っ組み合いまで──を止める必要はなくなった。


　タナロットとの同棲が決まったその日から、鈴穂は何かと暇を見つけては拓人のマンションを訪れる様になっていた。


『決闘』が決まったのは良いが、それまでは同棲を解消する訳にはいかない。だが若い少年と少女──まあタナロットは少女の擬ぎ態たいをしているだけだが──が一つ屋根の下に住んでいては、何時そヽうヽいヽうヽ関係に雪崩なだれれ込まないとも限らない。そういう訳で鈴穂はできるだけ拓人のマンションに居る様にして二人がおかしな雰囲気にならない様に見張っているのである。


　拓人に言わせれば杞き憂ゆうも良いところだが、鈴穂は真剣だ。


　本当は拓人の様に学校を休んででも見張っていたい所なのだろうが──鈴穂の通う女子校は結構、生徒の管理にうるさいところで、あまり続けて病欠すると医師の診断書を要求してくるのだ。下手に学校を休むと、色々ややこしい話になるのは眼に見えているため──鈴穂は仕方なく学校には通っている。


『おお。これで二人っきりだな』


「先輩！　やめてくださいってば」


　冷やかすように言う榮太郎に拓人は顔をしかめて応じる。


　だがそんな拓人の気持ちを知ってか知らずにか──恐らく微塵もわかっていないだろうが──タナロットは『邪魔者が居なくなった』とばかりにささっと拓人の側に寄ってくると、後ろから椅子の背越しに腕を回して抱きついてきた。


「にゅう──」


　幸せそうに声を出して拓人の首筋に頰ずりなんかしたりもする。


「た、タナロット！」


『おー。見せつけてくれるな』


　にやにやと笑いながら榮太郎が言う。


『大体だな。お前がそういうどっちつかずの態度だからもめるんだよ』


「ぼ──僕が悪いんですか？」


『いっそ手を出してしまって白黒つけちゃうのも手だが？』


「手を出すって──」


　呻くように言う拓人。


「駄目ですってば。そんなの」


『別にタナちゃんの事が嫌いな訳でもないんだろ？』


「それは──そうですけど」


『別に珍しくないぞ？　召喚主と被召喚体──使い魔の関係なんて。使い魔は絶対服従だし、被召喚体の依より代しろの外形は召喚主が自由に設定できるからな。お好み次第だ』


「ヤですよ、そんな安易な」


『お。今時珍しいモラリストだね、拓人君』


　面白そうに榮太郎が言う。


「そーゆーの嫌なんですよ。何ていうか──」


　脳裏で旧ふるい旧い記憶が揺れる。


　泣いている自分。


　全てを染める黄昏たそがれの光。


　とてもとても広い家の中にぽつんと残されて──


「──ふむ？」


　拓人の表情に何を見たのか──榮太郎はふと表情を引き締めて言った。


『まあ真面目な話──タナちゃんとえっちな行為に及ぶ場合は気を付ける事』


「だから、しませんって。大体──タナロットが何処のどんな魔神なのかもわかりませんし、下手をしたら魔界か神界から抗議が──」


　ちなみに榮太郎の言葉通り、人と神、あるいは魔の性交渉や婚姻は俳論、歴史上多数の前例があったりもする。稀き代たいの陰おん陽みよう師じ・安あ倍べの晴せい明めいの母は妖よう狐こであったとされているし、アーサー王を助けたとされる大魔術師マーリンも父親は淫魔であったとされている。


　だが──こうした関係は何かとややこしい結末が待っている事も少なくない。文字通りにこの場合は住む世界が違う者同士である。不幸になるとは限らないものの、それなりの騒動がついて回るのが常だ。


　だから神界や魔界の公式な『許認可』が無ければ人と神、あるいは人と魔の交わりは禁じられている。ただしこうしたものは当事者達が盛り上がって勝手にコトに及んでしまう場合も多いので、大抵は事後承諾であるのだが──まあそれはそれで余計な手続きやら罰則やらごたごたしたものが後で当人達に降りかかってくるという事であった。


『いや。そういう意味じゃなくてな』


　榮太郎は頰を搔きながら言った。


『許認可云々は黙ってればわかりゃしないよ。しかし、何せ相手は魔力値十万の魔神だ。その気が無くても、一歩間違えば──例えばまあコトの最中に我を忘れて魔力なんぞ放出しちまったら、マンションの一つや二つは跡形もなく吹っ飛ばしちまうわな』


「それは…………」


　拓人は絶句した。


　まあ相手は歩く戦略級核弾頭である。考えてみれば当然の事ではあった。


　タナロットはまだ魔力の使い方というものをよく知らない。有り余る魔力を散漫に放出しているだけだ。だがそれは別の言い方をすればきちんと制御が利いていないという事でもあり──万が一、何らかの形で暴発すれば、どういう事になるか。


『大体、エーネの時も最初は大変で──』


　──げしっ。


　鈍い音と共に榮太郎が画面の中で突っ伏す。


　入れ替わりに画面に映ったエーネウスがにっこりと微笑みながら言った。


『私が──なんですって？』


「いえ。さっぱりなんにも聞こえませんでした。はい」


　脂汗を浮かべながら拓人がそう答えると、エーネウスは微笑みを微み塵じんも崩さずに引っ込んだ。代わって後頭部をさすりながら榮太郎が身を起こす。
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『む？　なんか頭が割れるように痛いが──』


　だくだくと額から血を流しながら榮太郎が言う。


「きっと気のせいですよ」


　思わず『割れてます』と言いそうになって、しかし拓人は口をつぐんだ。画面の端にエーネウスの尻尾がぴょこんと動いていたからだ。


『そうか。気のせいか』


　それだけで納得したのか榮太郎は満足げに頷いた。同時にぴたりと流血が止まるところが異様というか凄いというか。まあ色々な意味で常識の通用しない人物ではある。


『ま、拓人があっさりタナちゃんとそういう仲になっても鈴穂ちゃん可哀相だしな。そういえば鈴穂ちゃんは学校に行ったみたいだが、拓人はどうしてるんだ？』


「とりあえずタナロットの事が一段落するまでは行っている場合ではないですから、病欠の届けを出してありますけど──」


　拓人の通う私立御み堂どう高校は鈴穂の学校程厳しくはないが──拓人の場合、親元を離れての一人暮らしであるという事もあって、あまり欠席が長引くと、教師が様子を見に来る可能性もあった。


　かといって、タナロットを一人マンションに置いて拓人だけ学校に出る訳にもいかない。そうなってしまうと一緒に住む意味も無くなるし、そもそもタナロットが拓人から離れたがらないだろう。


『ふむ。どうせならタナちゃんも一緒に通うというのはどうだろうか？』


　名案とばかりに、ぽん──と手を打って言う榮太郎。


　しかし拓人は顔をしかめて首を振った。


「冗談言わないでください。どういう騒ぎが起こるか想像もつきません──というかちょっとは想像がつくので怖いです」


『うーむ。名案だと思ったのだが』


　腕を組んで首を傾げる榮太郎。


「しかし本当──どうしましょう」


『まあ『決闘』が終われば少しは状況に変化も出るだろうし──まあ、あと四日の辛抱だよ』


「絶望的な位に遠い未来ですね」


　言って拓人はうなだれる。


『部屋にこもっていると妙に気き鬱うつになったりもするからな──買い物にでも行ったらどうだ？　どうせ急に同居人とか増えた訳だから、足りないものは多いだろう？』


「はあ──でもいいんでしょうか？」


　歩く核弾頭を連れて外出するというのは非常に危険な行為ではなかろうか。


「相手は魔神だぞ。本気で暴走したら何処だろうと大差無いさ。それよりは妙なフラストレーションため込まない方が重要だとは思うが」


「……そういうもんですか」


　確かに核弾頭が爆発すればマンションの中だろうと街中だろうと大差はあるまい。


『心配なら一応トリンシアに聞いてみるか？』


　榮太郎の言葉と同時に画面内で新しいウィンドウが開く。


　そこにはいつもの如く無表情な少女の顔──トリンシアが映っていた。


　一応相談役としてトリンのロードされたパソコンは拓人の家に置いてあるが、プライベートに配慮して普段は機能の殆どを休止状態サスペンドモードにして眠っており、質問や何らかの要請があれば起動する様になっている。


『拓人が外出許可を求めてるが。タナロットも一緒に』


　ある意味でかなり微妙な判断ではある筈なのだが──仮想神格のトリンは即答した。


「そうですね。タナロットの対神魔魔法拘束具も今朝交換したばかりで今のところ特に異常は見られませんし……必要ならば短時間の外出は許されるかと思います」


『だそうだ』


　言って榮太郎が笑うウインドウの横でトリンが言った。


「念のために〈発信器マーカー〉は付けておくように」


　ちなみに〈発信器〉というのは当然ながら世間一般の様な電気式のものではない。電波ではなく魔力的に強化された存在同士の繫がり──『縁えにし』を信号伝達に用いている為に、携帯電話も通じない様な山の中は無論、地下であろうと海底であろうと妨害でもされない限りは装着者の位置を他に知らしめる事ができる。上級の魔法使いともなれば、その『縁』を頼りにシフト・ポータルを開いて転移する事もできるのだ。


「じゃあまあ……とりあえずは幻惑系の魔法でタナロットの髪の色と耳の形誤魔化して──ちょっと一緒に買い物に行ってきます」


『うい。提案した口で言うのも何だが気を付けてな』


「はい」


　頷いて会話用のソフトを終了し──拓人はタナロットを振り返って言った。


「タナロット」


「みゅ──？」


　名前を呼ばれて嬉しいのか、ぴょんと身軽な動作で身を離すとタナロットは拓人の顔を覗き込む。


「買い物に行こう、買い物。タナロットもその服ずっと着てる訳にもいかないだろ」


　今、タナロットは〈学園〉から支給された制服を着ている。一応予備も含めて三着が与えられてはいるものの、まさか四六時中これを着続けている訳にもいくまいし、何より──下着が無い。


「買い物であるか。意味は理解済みだが実際的行為は未経験である」


「でもそのまま出ると変に目立っちゃうからね」


　言いながら拓人は自分の服の中からＴシャツとジーンズを取り出した。


「とりあえずこれを着て。サイズはまあ裾折ったりベルトで調整するとして──」


「──？」


　わかったようなわからないような表情で拓人の衣装をいじくるタナロット。ひょっとしたらこれが衣装だとはわかっていないのかもしれない。


「えーと。これだ」


　拓人は部屋の壁に掛けてあった鞄の中から一冊のノートを取り出した。


　魔法用のアンチョコである。


　ぱらぱらとページをめくって目的の魔法を探し当てると、彼はフロアリングの床に〈学園〉支給のサインペンを使って簡易式の魔法陣を描き始めた。このサインペンのインクは証拠隠滅用におよそ三十分で自ら組成分解を始め、描いたものも消滅してしまう優れものだ。なので遠慮無くマンションの床にも魔法陣が描ける。


「こんなもんかな──」


　呟いて拓人はタナロットを魔法陣の上に立たせると、ノートを見ながら呪文──ならぬ呪音を詠唱し始める。


「──…………」


　伸びやかに旋律を奏でる拓人の口元をタナロットは不思議そうに眺めていた。


　そして──


「我が名と技を背に我は召喚す。我はハセガワ・タクト──超常なりし法と理ことわりの使い手なり。仮かり初そめの幻惑よ。いざ──かの者の姿を変えよ」


　呪文詠唱の終了と同時に魔法が起動。


　空間内に組み上げられた魔法回路が一定の効果を発揮し、特殊な作用力場を構築。それがタナロットの周囲に乱れ飛ぶ光のベクトルを変えてゆく。


　でもって──待つ事数秒。


　タナロットはその基本的な姿形を変えぬまま、耳は人間の如く丸く、髪も色を減じて亜麻色に近い彩りとなった。


「おおっ──」


　タナロットは感心した様子で自分の髪を手に取る。


　恐らく彼女の眼にも自分の髪が亜麻色に見えている事だろう。初歩的な幻惑の魔法ではあるが──肉眼ではこの偽装を見破る事はできまい。


「僕も魔法使いの端くれだからね。この程度はできるさ」


　少し自慢げに微笑んで拓人は笑う。


「それじゃその服に着替えて──行こうか」


「うむ！」


　嬉しそうに頷いてタナロットはそれまで着ていた服を躊躇とまどいもなく脱ぎ捨てる。


　で──


「…………ッ!!」


　前述の通り下着は無い訳であるからして。


「──？」


　慌てて視線を逸そらす拓人をタナロットは不思議そうに眺めた。
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　でもって。


「……タクト！　あれは何であるか？」


「車。自動車。乗り物だよ」


「ふむふむ──あれが自動車であるか！」


　買い物のために外出しておよそ五分後。既に拓人はタナロットを外に連れ出した事を後悔し始めていた。


「ではタクト。あれは、あれは何であるか？」


「あれって？　ええと──どれの事かな」


「あの立っているものである。灰色の」


「あれは電信柱」


「おお。あれが電信柱であるか！　ではあれは何か？」


「あれは自動販売機」


「あれが自動販売機であるか！　では──」


　とまあ──万事この調子だ。


　やはりタナロットは辞書的な知識は持っていても、それが自分の実体験と直接的に結び付いていないのだ。だからこそいちいち『あれは何か』『これは何か』と指差しては説明を求めてくる。


　当然ながら、世間体を考えて声を潜めるなどという真似はする筈もなく──あちこちを指差しては子供でも聞かない様な事を尋ねている褐色の肌の少女は、道を行く人々の注目を集める結果となっていた。


「…………」「…………」「…………」


　買い物をしている主婦。出前中の蕎そ麦ば屋の店員。外回りのサラリーマン。学校を抜けフ出しケてきた学生。トラックから荷物を降ろしている運送屋……


　殊こと更さらざわめきが起こったりする程ではないのだが──明らかに周囲の視線がこちらに集中しているのがわかる。単純にタナロットの目立つ姿を珍しがっている視線もあれば、平日の昼間からべたべたしつつ歩いている少年と少女を怪け訝げんに──あるいは不快に思っているらしい視線もある。


（まずい……）


　彼は学校を休んでいる身だ。こんな所を知り合いにでも見られれば何と言われるかわからない。生活指導の教師に呼び出しを喰らっても仕方なかろう。


　だが──


「面白いのである。非常に面白いのである」


　そんな拓人の思いなどつゆ知らぬ様子で、タナロットはそう言ってはしきりに色々なものを眺め、触り、聴き、匂いを嗅ぎ、場合によっては舐めたり嚙み付いたりして──さすがに道に停めてあったバイクのタイヤに嚙み付こうとした時には拓人が必死に止めたが──はしゃいでいる。


〈学園〉から拓人のマンションまではシフト・ポータルで直送されたために、タナロットは外の世界──一般社会というものを見た事が無い。だからこそ初めて見るそれらにかなり興奮している様子だった。


「タクト。あれは何か？」


「あれ？」


「あの女性が推おしているものである」


「ああ。ベビーカーだけど──」


「ベビーカー？　おお、あの乳幼児を搭載して簡易に運搬するための器具！」


「なんかかなり違和感のある言い方だけどまあそんなもの──ってタナロット!?」


　拓人が説明しきらない内にタナロットはぐいぐいと彼の手を引っ張ってベビーカーの方へと歩いてゆく。


「ちょっと、こら、タナロット！　何を──」


「乳幼児も見るのである！」


　拓人が止める間も許さず、タナロットは拓人を引きずったまま脱だつ兎との如く駆け出す。


「痛っいたたたた、やめろ、こら、削れるっ削れるっ!!」


「な……何？」


　さすがにいきなり外国人らしい少女が近付いてきて──しかも人形の様に片手に少年を一人ずるずるひきずりながら──ベビーカーを覗き込んだのには驚いたらしい。母親らしい若い女性は、若じやつ干かん身を引く様にして尋ねてきた。


「乳幼児を見るのである」


「あ、あの、すいません──こいつ、赤ちゃん見たいって──ちょっと、見せて貰っていいですか？」


「え？　──ええ」


　眼を瞬かせながらも女性は拓人見て──それからやけに眼をきらきらさせながら既にベビーカーの中を覗き込んでいるタナロットの横顔を見て淡い微笑を浮かべた。


「おお、タクト、乳幼児である！」


　指差してタナロットははしゃいでいる。


　彼女が見ている赤ん坊はというと──きょとんとした表情で自分を指差す少女を眺めていた。いきなり知らない人が近寄ってくれば泣き出してもおかしくないのだが……物もの怖おじしない赤ん坊である。


「赤ちゃんと言いなさい、赤ちゃんと──すいません、この子、日本に来て日が浅いんでちょっと言動が変に見えるかも知れませんけど……なんて言うか、悪気は無いので。タナロット、触ったら駄目だぞ。接触は駄目。嚙むのも舐めるのも駄目」


「了解である。代わりに視線でじっくりたっぷり舐めるように堪能するのである」


「……いや、なんかそれはそれでまずいよーな」


　慌てて呟く拓人だが、幸い細かいやりとりは母親も特に注意して聞いていなかったらしい。タナロットの事は納得した様子で、彼女はベビーカーの横でしゃがみ込むと、自分の子に囁いた。


「ほら、ユウナちゃん、お姉ちゃんが、こんにちわ──って」


「そうか。こんにちわか。挨拶の言葉であるな」


　得とく心しんした、とばかりに頷くとタナロットは赤ん坊に向かって言った。


「こんにちわ！」


「…………」


　当然赤ん坊が応じる筈はない。


　しばしタナロットは無言で赤ん坊を見つめ──


「……タクト。我は何か間違っていたであろうか？」


　急に途方に暮れた様な表情で拓人を振り返る。


「いや、間違ってないけど──」


「はい、こんにちわ。この子はまだしゃべれないから、私が代わり」


　母親が微笑しながらそう言う。


「むむ。そのうちしゃべれるようになるのであるか？」


「そうね」


「では待つのである」


「こらこらこらこら！」


　その場にしゃがみ込んでじっと赤ん坊を眺め始めたタナロットを引っ張って拓人は立たせた。


「そのうちって言っても何年も先の事だよ」


「むむ？」


　やはり困ったように眼を白黒させているタナロット。


　そんな彼女の様子がおかしかったのか、母親は笑みを深めながら立ち上がった。


「赤ちゃん、好き？」


「むむ？　うむ。興味深いのである。これが変形して大人になるとは非常に興味深い」


「ロボットじゃないんだから──」


　思わず突っ込む拓人。


「すいません、ありがとうございました」


「いいえ。ユウナちゃん、ほら、お姉ちゃんとお兄ちゃん、ばいばいって」


「ほら、行くよ、タナロット」


「むむ。仕方ない。さらばだ乳幼児よ」


　そんな事を言うタナロットを引きずりながら拓人は再び歩き出す。


「やれやれ……」


　正直、拓人としてはタナロットが何か赤ん坊に危害でも加えないかと戦々兢々としていたのだ。これまでの行動からして、タナロットがそう安易に、理由もなく他者に対して害意を向けるとも思えないが──猫が虫だのカエルだのを玩具おもちやにして殺してしまう事がしばしばある様に、訳もわからず危害を加えてしまう可能性はあった。


　まあ最初に止めておいたから良かった様なものの──たとえ危害でなくてもいきなり赤ん坊を舐めたりしていたら、ややこしい事にはなっていただろう。


　それはさておき──


「…………母親、か」


　呟いて拓人は先程の赤ん坊と女性を振り返る。


　その表情に物憂いものがかすめた。


　脳裏を過ぎる強迫観念にも似たイメージ。


　泣いている自分。


　全てを染める黄昏たそがれの光。


　とてもとても広い家の中にぽつんと残されて──


　だがそんな追憶のヴィジョンは甲高い声が一瞬にして粉砕した。


「タクト！　あれは何であるか!?」


　飽きることもなくそう叫びながら、タナロットはまたあちこちを指差してはずるずると拓人を引きずってゆく。


　結局──マンションからわずか五百メートル先の繁華街に拓人達が到着するには、それから更に一時間を欲した。
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　そんな拓人達の後を──静かに追つい尾びする怪しい人影が在った。


　どう怪しいのかというと、その格好が灰色のコートにソフト帽にサングラスときて、とどめに風邪引きの時にする様なマスクを付けていたからである。


　オマケにこの格好で、電信柱やら郵便ポストやらの間を早足で移動しては、その陰に潜んで、じーっと拓人達を見つめているのだから──むしろ目立つ事おびただしい。これはこれで本人にしてみれば精一杯の変装のつもりなのかもしれないが『怪しいです。よろしく』と書いた看板を背負って歩いている様なものである。これで銀行の前や女子寮の側をうろついていればそれだけで通報されるだろう。


　拓人が気付いていないのは、タナロットの言動に気を取られているからに過ぎない。


　つまりは他の人間から見ればやたらに目に付く訳で。


「おや。鈴穂ちゃん」


　声を掛けられてその人影はびくんと身を震わせた。


「…………！」


　残像さえ引きずりそうな素早さで電柱の陰に飛び込んでから、そっと頭だけ出して振り返ると──そこには和服の着流しを着た榮太郎と、振り袖を着たエーネウスの姿が在った。


「こんなところで会うとは奇遇奇遇」


　へらへらと笑いながら榮太郎が言った。隣ではエーネウスも苦笑を浮かべている。


　二人ともそれなりに似合ってはいるのだが、何というかこちらはこちらで目立つことおびただしい。


　エーネウスはタナロットと同様に耳や尻尾を偽装しており、着物の柄もかなり地味なものなのだが、元々が楚そ々そたる美人である為にやたらに人目を引くし、榮太郎も同様の地味な柄ではあるのだが、彼は何を想ったか傘まで──当然、ビニール製のものではなく、時代劇に出てくる様な竹と蠟ろう紙がみで作られたアレだ──携えている。


　時と場所を考えなければ、どこぞに出掛ける大おお店だなの若旦那とその妻──といった風情ではあった。まあエーネウスのモップだけはいつもと同じなので微妙におかしな感じであるが。


　魔法使いには突飛な言動をする者も多いが──いつもながらこの佐久間榮太郎という人物も何を考えて行動しているのかわかりにくい部分がある。


『何の事でしょう。私は何の変哲もない通りすがりです。別に学校を仮病でさぼって尾行とかしてた訳ではありません、ええもう決して』


　怪しい人影はしどろもどろの口調──というかそんな感じに乱れた文字を書き付けたノートを電柱の陰から示して見せた。


「あ。そうなの？」


　榮太郎が首を傾げて言う。


「俺はてっきり学校を仮病でさぼって拓人達の後を尾行していた鈴穂ちゃんかと想ったんだけど。そうか違うのか」


『違いますよ。ええ。本当に』


「そうか。何の関係も無い通りすがりか」


『通りすがりなのです』


「じゃあ拓人に声掛けてもいいよね。おーい──」


『待って待って待ってＷＡＩＴ！』


　ぱらぱらとページをめくって以前書いた部分を示すコートの人物。


「どうして？」


　振り返って白々しく尋ねる栄太郎。


「～～～～～～～～～～」


　声も無く呻くと人影はマスクとサングラスを外し、代わりに眼鏡を掛けた。


「はっはっは。やっぱり鈴穂ちゃんだ」


「～～～」


　眼鏡の奥から恨みがましい眼で榮太郎を見つめ──そして鈴穂はノートにペンを走らせた。


『尾行の邪魔しないでください』


「おや。尾行だったのか。ごめんごめん、てっきりコスプレかと」


「…………」


　どう見てもＴＰＯをわきまえていない榮太郎の格好を見ながら『先輩に言われたくないです』と言わんばかりの表情を鈴穂は浮かべた。


『先輩は何しているのですか？』


「俺？　尾行と監視」


　しれっとそんな事を言う榮太郎。


「一応、俺と寒河江教授がタナロットの一件の対策委員として任命されてるから。現場に居たしね。まあそういう訳で間違いが起こったりしないか見張ってるんだが──」


　呆気にとられる鈴穂の前で、腕を組みつつ榮太郎は溜息をついた。


「なかなか間違いってば起こらないんだよなあ」


「期待してどうしますか」


　突っ込むエーネウス。


「いや。だって同棲だよ？　しかも十代だよ？　女の子の方は正体不明のナニかでしかも裸で出現したりするんだよ？　それもデフォルトで懐いてたりするんだよ？　なんかこー無意味にふつふつとモえてくるもんがあるでしょ。あ──ちなみに『くさかんむり』の方ね」


『なんですか、それは』


「秘匿義務さえ無ければもう同人誌だって作っちゃうよ？」


『先輩、そういう趣味あったんですか？』


「うい──」


　何故か誇らしげに胸を張る榮太郎。


『結局、先輩も私と同じじゃないですか』


　目一杯脱力して溜息をつく鈴穂。だが榮太郎は白々しい仕草で指を振って言った。


「いやいや。僕は大義名分ある仕事。君のは純然たるストーキング」


「…………」


　鈴穂が表情を歪ませる。


　さすがにストーカー呼ばわりされると彼女もいたく傷つくらしい。行動は確かにストーカーそのものであるが。


「まあ一応建前としては後輩を心配してるんだよ。これでも」


「本音は？」


「こんな面白い見せ物、間近で見ないでどうする」


　すかさず尋ねるエーネウスに榮太郎はへらへらと笑いながら答えた。


「できればこう、上手い具合に修羅場ってくれるとなおよし」


『よくないです！』


　そう書いてから──もう一度鈴穂は溜息をついた。


「で──どうするよ、鈴穂ちゃん？　このまま独自にストーキングする？　それとも俺達と一緒に監視する？」


「…………」


　悩む鈴穂。


　まあ魔法使いである榮太郎と一緒であるのならば、この暑苦しい変装など使わずとも見張りやすいのは事実である。だが榮太郎の場合──前述の台詞から考えれば一方的に鈴穂の味方をしてくれるとも限らない。下手をするとより面白くする為に横から引っかき回される可能性もある訳で──


「ところで」


　エーネウスがひどく冷めた口調で言った。


「さっきから拓人さん達の姿が見えなくなっていますが。追わなくて良いのですか？」


「おおっ!?」


『待って待って待ってＷＡＩＴ！』


　律儀に前のページをもう一度示し──そうして鈴穂は半ばなし崩し的に榮太郎と並んで駆け出した。
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　褐色の肌。


　明るい日差しの匂いを纏うかの様なその色。今その濃密な彩りの滑らかな柔肌に食い込むのは鮮やかな純白である。明暗と濃淡──互いを引き立てつつも決して混じり合う事の無い両者が、見る眼にも鮮やかなコントラストを描き出す。


　包み込む優しさと縛り上げる厳しさと。


　上気して赤みを増す少女の肢体の上で白い領域は慎つつましくも美しくその存在を主張していた。それは清楚であればある程に、単なる裸体をより色艶に富んだものへと変化させる…………………………………………………………………………………筈なのだが。


「タクト！　これはどうであるかっ!?」


「だからいちいち見せにくるなってば!!」


　試着室から飛び出してきた下着姿のタナロットを前に、拓人は悲鳴じみた声を上げて後ずさった。


　これで六度目。タナロットの下着を買いにきたのはいいが──タナロットはいちいち下着を試着しては試着室から躊躇いもなく出てきて拓人に見せに来るのである。


　しかもこれが女性下着専門店であるならばまだしも──拓人達が今居るのは商店街の真ん中、下着売り場から食料品売り場までを内包する総合店舗の中だ。百貨店ほどではないにしても、広い売り場には他の客の姿も多い──必然的に彼等の視線が一体何事かと拓人とタナロットに集中する。


　拓人は恥ずかしさで全身の血液が蒸発してしまいそうだった。


「……いかがですか？」


　先程からタナロットに色々と製品を勧すすめている売り場の女性が微笑みながら言った。当然ながらタナロットの奇き矯きような──というか破は廉れん恥ちな──行動は全部目の当たりにしている筈なのだが、その営業スマイルには今なお一点の曇りもなかったりする。見事なプロ根性であった。


「いや、なんか本人に選ばせてるといつまで経っても決まらなさそうですけど……」


「むむっ……」


　タナロットは拓人がなかなか喜ばないので、顔をしかめて自分の付けている下着をちょいちょいと引っ張っている。


「もう適当に見み繕つくろってやってもらえませんか？」


「はあ。でも肌に直接付けるものですし、趣味性の強いものではありますから、最低限の好みはお聞きしておきませんと。何か貴女が下着に求める条件はありますか？」


「む──？」


　タナロットはそう聞かれて一瞬首を傾げ──


「タクトの嗜し好こうに合致するものである」


　思わずつんのめりそうになる拓人。


「我としては特に選択基準が無いのだからして、タクトの嗜好に合わせるのがやはり下僕としての義務なのである。タクトを喜ばせるのが我の義務なのである」


「しもべ……？」


「あ！　いや！　その、この子の郷里では従弟の事を『シモベ』っていうんですよ！」


　拓人は慌てて言い繕った。


　とはいえ会話の内容そのものはどうしようもないわけで──


「で──貴方としてはどの様なものが？」


　などと店員に聞かれて拓人は焦った。


「いや、別に、これといって──本当です、別に僕は──」


「わかりました、じゃあ一般的に可愛らしいのを選んできますね？」


　などと揺るがぬ笑顔で応じ──しかし『全く最近の中高生は……』などとぶつぶつ呟きながら女性店員は新しい下着を探しに行く。


「タナロット～～」


「む？　どうしたのであるか、タクト？」


　不思議そうに尋ねてくるタナロット。拓人が何に気疲れしているかは、無論ちっともわかっていない様子であった。


「そうか。この下着とやらが嗜好に合わぬのであるな。では──」


「ここで脱ぐなあッ!!」


　悲鳴じみた声で拓人は絶叫した。
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　そんな拓人達を、売り場に何本か立っている柱の陰から眺めている三対の眼──言うまでもなく鈴穂、榮太郎、そしてエーネウスである。


「…………」


　鈴穂は哀しそうに──というか悔しそうに──柱の陰で声も無く呻いた。そしてノートを取り出して書き書き。


『タクちゃんたらあんなに楽しそうに』


「ひどく憔しよう悴すいしている様に見えますが」


　と至極冷静な感想をエーネウスが述べるが鈴穂も榮太郎もまるで聞いていない。


「うーむ。つまらん。故意か天然かはともかく、あれだけタナちゃんがアピールしてるんだからこう、もっと拓人も盛り上がってきて良い筈なんだけどなあ。性欲なんざ掃いて捨てる位にある年頃なんだし」


「…………」


　ふと鈴穂の表情に翳かげりが──さしたように見えた。サングラスとマスクでよくはわからないのだが。それに気付いているのかいないのか、榮太郎は腕を組んで柱にもたれかかりながら言った。


「真面目な話──あいつは基本的に来る者を拒まないけど、自分からは他人に執着しないよな。というかしないように故意に自分を御している様子が見える。異性しかり、友人しかり──なんというかあれはまるで」


　そこで一旦言葉を切って頰を搔く榮太郎。


　鈴穂はやや俯き加減で黙り込んだままだが、殊更に止めようとする様子も無い。


「いつ別れがやってきても耐えられるように──」


「…………」


「ま……それはそれで一つの考え方なんで俺が是非を問う様な事じゃないし」


　冷えた場の空気を誤魔化すかの様にへらへらと笑いながら榮太郎が言う。


「置いて行かれる者の気持ちってのはわかるような気もするが──」


『先輩？』


　ふと顔をあげて鈴穂はノートを示した。


『先輩、タクちゃんの事よく見てる』


「ん──そうかな」


『どうしてですか？』


　そういえば──と鈴穂は思い返す。


　よくよく考えてみれば榮太郎と、拓人や鈴穂という存在には本来あまり接点が無い。


　同じ〈学園〉に在籍しているといっても、〈学園〉関係者の中でも屈指の魔法使いと、何十人何百人といる新米魔法使いとでは、その両者を結びつけるものがない。


　鈴穂は拓人よりも前から〈学園〉に出入りしているが、榮太郎と直接的に知り合ったのは、拓人を介しての事である。


　元々、〈学園〉に入ったばかりの拓人に榮太郎から声を掛けてきたと鈴穂は聞いているのだが──


「──うい？」


　尋ねられて榮太郎は眼を瞬かせた。


　意外なことを尋ねられた──といった風情だ。案外、彼自身、今まで何も自覚していなかったのかもしれない。彼は束の間、頭の中の言葉をまとめようとするかの様に黙っていたが──


「ああ。俺ってホモだから」


「～～～ッ!!」


　ずさ──と一メートルほど飛び退く鈴穂を面白そうに眺めてから榮太郎は言った。


「ウソー」


「…………」


「ウソウソ。俺はノーマル。本当だってば。エーネに聞いてみ？　もう召喚したての頃は毎晩──」


　──ごっ。


　榮太郎の後頭部でやたらに危険な響きがしたかと思うと、榮太郎は床に突っ伏した。


「…………」


　思わず冷や汗を浮かべる鈴穂に、微笑みながらひょいとモップ──というかどついたのはハルバードの部分だが──を引き戻して見せるエーネウス。


「むう。恥ずかしがり屋さんめ。まあそれはともかく──」


　何事も無かったかの様にひょいと復活した榮太郎は後頭部をさすりながら言った。


「ま──そうだね。予感があったってのかな。俺の願いを叶かなえてくれそうな予感。何の根拠もないんだけどね──」


『願い』


　鈴穂は……その単語を白い紙の上に書き付けてみた。


　願い。ひどく意外な言葉だった。


　この若くして一流の名を欲しいままにする魔法使いの願い。それもこういう表現をするからには自分では叶えられない願いなのだろう。


　鈴穂などの眼からすれば、およそ不可能など無い様に見える榮太郎なのだが、彼にしても自分の無力に歯嚙みする様な時があるのだろうか。


　だとしたらそれは一体──どんな事なのか。


「ずっと探してたんだよ──ずっとね」


　ふと──遠い眼をして榮太郎は言った。
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　昼前に出たにもかかわらず、なんだかんだで拓人達が買い物を終えてマンションに戻ってきたのは夕方の四時頃であった。恐らくあと三十分もしない内に学校から戻ってきた鈴穂が押しかけて来るに違いない。


「そういえば昼飯喰ってない……」


　げっそりと疲れた表情で拓人はそう言うが──傍かたわらで紙袋をぶんぶん振り回しながら歩いているタナロットは相変わらず元気そのものである。まあ魔族や神族は別に栄養補給をしなくても活動に支障は無い。『受肉』している状態の彼等は依より代しろの維持に栄養源を必要とする場合もあるが──その気になれば空気中の分子から様々な物質を取り込むことも、あるいは光合成もできる彼等にとって、食事とはあくまで嗜好であり道楽でしかないのである。


　それはともかく──


　９０２号室──羽瀬川家の前まで来ると拓人は荷物を床に置き、ポケットから鍵を取り出す。その際、タナロットは手持ちぶさたな様子で周囲を眺めていたが──


「…………？」


　何かに気付いた様子でタナロットは扉の横に掲げられた表札を眺めている。


『羽瀬川』の文字の刻まれたプレート。


　だがその下に在る名前は三種類在った。


『羽瀬川拓人』『羽瀬川彰あき彦ひこ』そして『羽瀬川亜あ紀き美み』。


　これだけならばさして見る者の注意を引くものではない。


　しかし……プレートに刻まれた名前の内、三つ目のものには大きな傷がついていた。


　自然についたものでない事はすぐにわかる。細い傷が幾筋も角度を変えて走っているからだ。そう、まるで──ナイフか何かで何度も切りつけたかの様に。その部分だけを削り落とそうとして──どうしても果たせなかったかの様に。


「…………」


　拓人はその表札を眺めるタナロットに気付いた。恐らく昨日トリン達に連れてこられた際には、他に見るべきものも多くて気付かなかったのだろう。


「それは一番左端が僕の名前。右端は父親の名前。今は海外赴任で居ないけどね。真ん中は──」


　言ってから拓人は言い淀んだ。


　やはり胸の奥がうずく。


「…………」


　旧い旧い記憶。


　泣いている自分。


　全てを染める黄昏の光。


　とてもとても広い家の中にぽつんと残されて──


「──タクト？」


　何か奇妙な気配を察してタナロットがこちらを振り返ってくる。


「真ん中が僕を産んだ人の名前」


　そう言って拓人は扉を開いた。


　もうあれから十年近く経過しているが──やはり彼女を『母親』と呼ぶにはやはり抵抗があった。


「もう死んだけどね」


　言い訳をするかの様に付け加えて拓人は家の中に入る。


　一緒に家の中に入ってきたタナロットは、ふと首を傾げて言った。


「死ぬ……？」


「ああ。そうか──タナロットにはあまり実感が湧かないかな」


　苦笑して拓人は言った。


　神や魔に人間の様な『死』は無い。彼等はこの世界──人界魔界神界とその境界領域を含む全て──を支える柱であり、この世界の摂理の一部である。故に彼等が滅びる事は無い。新たに生まれてくる事も無い。ただ彼等は世界の始まりと共に生まれ、終わりと共に滅びる。


「そうだな。生き残る者の立場から見ればやっぱりそれは『会えない』って事かな」


「会えない？」


「二度と会えなくなるって事。その人に未来が無くなって──もう居なくなるって事。何もしない。何も言わない。何も感じない。その人はもう二度と笑わないし、怒らないし、悲しまない。後悔もしない。できない。死体は残るけど──そこにもうその人は居ない。骸むくろがあるだけ」


「…………むむ？」


　タナロットは首をひねっている。


　やはりよくわからないのだろう。辞書的な意味で『死』を理解してもそれに付随する人間の感情を理解するにはあまりにこの少女は無垢に過ぎる。いや──そもそも死なないものに死を恐れる感情を理解することは不可能かもしれない。


（違う存在──なんだよな）


　そんな事を拓人は思う。


　いくら可愛らしくて人間と良く似ていても──言ってみればタナロットは自然現象や方程式と同じだ。死なない。滅びない。老いもしない。人間と彼女の間には何よりも深い亀裂が厳然と横たわっている。


　そもそもタナロットは記憶を失っているだけで、記憶を取り戻せば彼女はきっと帰らねばならない。それが魔界か神界かはともかく。


　だからこれは──茶番でしかない。


　今日というこの日も、所詮は仮初め。


　いつかは幕引かれる道化芝居の一場面でしかない。


　だから──


「──タクト」


　何やらリヴィングの真ん中に仁王立ちした状態でタナロットは拓人を見つめている。


　変わらず暗さも濁りもないが深刻な表情。何かを決心した──そんな表情だった。


「我はいなくならない」


「…………タナロット？」


「我は死なない」


　タナロットが言う。


「ん？　ああ──そうだね」


「だから我は絶対にいなくならない。タクトが望む限り我はタクトの側に居る。これは誓約である。我は──タナロットだ。この名は誓約である。我はずっとずっとタナロットだ。この名前が我は気に入っている──」


「何をいきなり……」


　言って──拓人は言葉が続かずに口をつぐんだ。


「我は──タナロットである」


　タナロットが念を押すようにそう言う。


　まさか魔力の使い方も知らないタナロットが拓人の心を読める筈もない。だからこれは単なる偶然だろう。ひょっとしたら彼女は自分が何を言っているのかもよくわかっていないのかもしれない。


　ただ──


「そうか。うん、ありがとう」


　そう言って拓人は微笑した。








第三章　なんか物騒な事になってるんですけど。












　その日──〈学園〉の片隅に変わったものが出現していた。


　無論『変わったもの』といってもそれはあくまで〈学園〉外での基準で見ればの事である。色々な意味で常識の通用しないこの〈学園〉では、それはごくごく平凡なものの一つでしかなかった。


　地面に直立する一本の『輪リング』だ。


　直径はおよそ三メートルほど。輪そのものを構成しているのは太さ三センチほどのチューブで──要するに大きめのフラフープが地面に対して直角に立てられている様なものだ。しかもその輪はよく見れば地面から数センチ浮き上がっており──支えるものもなくゆっくりと回転していた。


　継続型シフト・ポータル。それがこの『輪』の正体である。


　一見するとただの輪だが、これをくぐれば別の場所に転移できるという寸法だ。


　継続型はその効果を長時間固定するために、地面に魔力で描かれた魔法陣からではなく、魔法回路を組み込まれた魔法機器によって発生させられる。その形状は様々で今回はたまたま輪であっただけの事だ。


　学園の存在する亜空間領域とは相そうをずらして設置された小規模亜空間──このシフト・ポータルはそこに接続されている。


　これは特に珍しい事ではない。特殊な実験をする際にこうした小規模亜空間が設置される事は多い。理由は色々とあるが、何かややこしい事になった際に隔離するのが簡単だからだ。シフト・ポータルさえ閉鎖してしまえば、とりあえず物理的には完全遮断されてしまう。これは便利だ──例えばたった一ミリグラムでも全世界を滅ぼせるような毒薬ができてしまったとしても、ポータルさえ閉鎖してしまえばその脅きよう威いは永遠に葬ほうむられるのだから。


　まあそういった訳で──


「お。なんだこのポータル？」


「ほら、あれだよ、例の〈宵闇の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉と、新人が何かの手違いで召喚した魔神」


「ああ、あれ？　四、五日前に正門辺りで暴れてた」


「そう。あれがなんかやるらしいよ、一騎打ち」


「ほほう──」


　などと前を通りかかった魔法使いやら、自動人形オートマータやら、魔族やら何やらが、気き紛まぐれにその中に入ってゆく。空間転移用魔法といっても日常的に使っているものなので、彼等としてはちょっと覗のぞいてゆく、という感じでシフト・ポータルの向こうに消えていった。基本的に魔法使い達は好奇心が強い。というか強くなければ務まらないのが魔法使いというものではある。


　そして──
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『選手控室・青コーナー／羽は瀬せ川がわ鈴すず穂ほ』


　そう書かれた小さな部屋に鈴穂の姿は在った。


　ついでに拓たく人とと──対戦相手であるタナロットの姿まであった。


　決闘──というか試合というか──開始まであと十分。鈴穂が〈ワルプルギス〉の点検をしていた際にいきなり二人がやってきたのだ。


　ちなみに機剣〈ワルプルギス〉は幾つかの作動モードを持っているが、今回は〈非ス殺タ傷ン〉モードのみの使用が許されている。いくら試合の形式をとっていても、本気でタナロットを傷つけてしまっては、その趣しゆ旨しが損そこなわれるからだ。


　それはともかく──


「…………やっぱり止めようよ」


　困り果てた様な拓人の声を聞いて一瞬、鈴穂は気持ちが揺れたが──誰に恥じる様子も無く当然とばかりに彼の腕にしがみついているタナロットを見て、ぷるぷると左右に首を振った。


『駄目』


　極太ゴシック体できっぱりとそう書かれたプラカードを掲げる鈴穂。拓人が止めに来るのは元から予測の内だ。


「いや。しかしなあ──女の子が決闘なんて」


『やっぱりタクちゃんはその子と一緒に住みたいの？』


　本気で疑った訳ではないが、半ば意地になっている鈴穂はそう書き尋ねてみる。


　だが──


「──え？」


　拓人は即答しなかった。


　微妙な間。時間にしては僅わずか一秒半ほど。だが鈴穂の感覚からすればそれはやたらに長い『間』ではあった。


「…………」


「いや、そんな事ないだろっ!?」


　鈴穂の疑わしそうな視線を受け、慌あわてて言う拓人であるが──最も早はやこうなると鈴穂には噓で言い繕つくろっている様にしか聞こえない。


「そもそも──」


『出ていって』


　ノートにそう書き付けて見せる鈴穂。


「いや、だから鈴穂──」


『出ていって』


「考え直して──他にいくらでも方法は」


『出ていって!!』


　びっくりマークを書き加えて鈴穂はノートを示す。


「………わかったよ」


　こうなっては説得など無理だと拓人も悟っているのだろう。普段は気が弱く大人しい彼女だが、その分、一旦意固地になるともう生なま半はん可かな説得ではどうにもならない。五年以上も姉弟同然に一つ屋根の下で暮らしていたのだ。鈴穂の性格は拓人もよく理解している筈だった。


　溜息をついて拓人はタナロットと共に出ていった。


　二人の出ていった出入り口を束の間眺め──


『タクちゃんの馬鹿』


　小さな小さな文字で鈴穂はそう書いた。


　だが次の瞬間──


「羽瀬川鈴穂さンっ!?」


　どんよりした空気をぶち抜くかの様に陽気な声が同じ出入り口から人ってきた。


「──!?」


　慌ててもう一度出口を振り返る鈴穂。


　そこに立っていたのは──奇妙な娘が一人だった。


　年齢は二十歳前後か。


　一言で言えばやたらに目立つ容姿だった。何というか──顔の作りは彫りの深い派手目の美人で、化粧もそこそこに派手。眼はやけに鋭い碧へき眼がん。髪は燃え上がるような赤毛でライオンのたてがみの様にボリュームがある。


　まあ、それだけならばまだしも──その女性はちょっと特殊な風俗店から、商売衣装のまま出てきたかの様な格好をしていた。ぱっと見ただけでも相当にきわどい。具体的には、革を主体とし、露出度は高く、しかも覆おおわれている部分でさえぴっちりと身体の線が浮き出る様な造りの──俗に言うボンテージファッションである。御丁寧にも首にはチョーカーのつもりなのか、大きめの首輪がはめられており、そこからは短い鎖がぶら下がって揺れている。


　衣装の切れ込みが何ど処こもかしこもやたらに深く、じっくり見ると尚なお更さらにきわどい。


「私、鈴穂さんのファンなんですよオ」


　何の脈絡も無くそんな事を言いながら遠慮無い足取りで控室の中に入ってくる。


　見知らぬ者を身近にして思わず身を竦すくめる鈴穂。最近、拓人やタナロットに関わっている間は半ば忘れていた性せい癖へき──極度の人見知りと視線恐怖症──が再び頭をもたげてくる。


　だが次の瞬間、鈴穂の視界はいきなり色とりどりのもので覆われた。


　入ってきた娘がどこから取り出したのか、大きな花束を彼女に押しつけたのである。


「？………？………？？」


　突然の事に鈴穂は混乱するばかりだ。


　奇妙な格好をしている者は別にこの〈学園〉では珍しくないが──鈴穂の友人や知人はどうしても数が限られる。そもそも鈴穂自身が知る限り、彼女を敬遠しない者の方がこの〈学園〉では少ないからだ。


　だから鈴穂としては『ファンなのだ』と言われても何が何やらよくわからない。そもそも大魔法使いならばともかく、彼女はここでは魔法も使えない異端児だ。


　だが──


「頑張ってくださいねエ」


　微妙に語尾のイントネーションが狂った台詞を連発しながら、娘はこれでもかこれでもか、えいえいこれでもか、という感じで何処からか花束を取り出しては、鈴穂に押しつけてゆく。あっという間に鈴穂は大量の花束に首まで埋まる様な状態になった。


『ありがとうございます』


　辛うじてそんな言葉をノートに書き繕つくろうのだが──花束が邪魔をして相手が何処に居るのかもよくわからない状態だ。だからといって折角持ってきてくれた花束をかなぐり棄てるというのも気が引ける。


『それで貴女は一体どなたですか？』


　花束の山に半ば埋もれながらもノートを持った手を突き出して左右に振る。


　だが──返事は無い。


「…………」


　ようやく傍かたわらに全ての花束を──全部で三九束もあった──追いやってから、問題の贈呈者を探すのだが、その時には既に控室には鈴穂の姿しか無かった。


　早々に出ていったらしい。ボンテージファッションなんぞ着ている割には、ひょっとして照れ屋なのだろうか？


　首を傾げながら鈴穂は点検を続けようと〈ワルプルギス〉に手を伸ばす。


　だがその手は空をきった。


「…………？」


　一瞬、今の娘が持ち去ったのか──とも思ったが、慌てて視線をそちらに向けると、ちャんと〈ワルプルギス〉はそこに在る。ただ鈴穂の記憶の中の場所とほんの少しずれた場所に在った。


　まるで誰かが触って──もう一度そこに戻したかの様に。


　それとも単なる気のせい、記憶違いだろうか？


「──？」


　鈴穂は〈ワルプルギス〉を手に取り──


「鈴穂ちゃん！　出番だよ──」


　何処からか響いてきた榮えい太た郎ろうの声に促され、立ち上がる。そういえば拓人達が来た時点で試合まで十分も無かったのだ。


『はい。今行きます』


　そう書いてから──意味がないと気付くと、慌てて鈴穂は〈ワルプルギス〉を片手に控室を出た。
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　その頃。


〈学長〉室に寒さ河が江み教授──正確には亜空間魔力回路で本人に接続されている遠隔操作の憑依式傀儡人形サイコ・パペツト──は居た。


　羽瀬川拓人とタナロットの一件について相談があると〈学長〉に呼び出されたのだ。


　たまたま現場に一番早く到着した教職員という事、それに風紀ゴーレム部隊第一から第三小隊を統とう括かつする役職にもついているという事で、前記の一件については主に寒河江教授が事態の収拾と解明を担当するという事になっていた。


　故に本来は教務課に属する仮想神格のトリンも、一時的にではあるが所属変更され、寒河江教授の指示を仰ぐ様になっている。


　本来ならばタナロットと鈴穂の試合をも監督する立場に彼は居るのだが、その件に関しては榮太郎に殆どの権限を任せてある。〈学長〉の話が終わればすぐに会場に駆けつけるつもりではあったが。


「君に申請されていた魔界及び神界への支援要請だが──」


　学長は窓の外に広がる夕暮れの空を眺めながら言った。


　この〈学園〉は亜空間に構築されていて、通常の世界とは空間的にも時間的にも断絶しているのだが、頻ひん繁ぱんに二つの世界を行き来する学園関係者も多いので、時間の流れは通常の世界とほぼ同じに設定してある。


「反応がない」


「反応がない？　断られた──ではなく、ですか？」


　寒河江教授は相変わらず正体の定まらない〈学長〉の背中を眺めながら言った。


「そうだ」


　わずかに〈学長〉の後ろ姿が揺れる。頷いたのかもしれない。


「これまで連続で十時間──都合二百回に及ぶ交信が試みられたが、神界、魔界、共に何の反応も示さない。まるでこちらの通信が届いていないのか、あるいは──無視しているか。一応、恐山やプラハ、ヴァチカンにも連絡をとってそれぞれ三度ずつ試みて貰ったが、これも無駄だった様だ」


「境界領域の不具合なのでは？」


　境界領域とは『神界や魔界と人間界を仕切る壁』であり同時に『神界や魔界、人間界相互の隙間を埋めるもの』でもある。この空間とも物質ともつかないモノの正体は未だに解明されていないが、通信を行ったり、異なる世界から何かを召喚する場合、この時空連続体の中を貫いて魔法を行使する事になる。


　ところがこの境界領域は常時その状態を変動させており、時折──大概は定期的にではあるが、時には全く突発的に──原理不明の魔力遮断現象や、逆に魔力放射現象を起こす事でも知られている。この間は召喚系の魔法や異界との通信が非常に困難になる。しばしば古来から月齢や星せい辰しんが魔法に関係するとされてきたのもこの境界領域の影響であり、また科学に比べて魔法が不安定なのは、こうした外的要因に成否を左右される割合が非常に大きいからであった。


「いや。境界領域の異常は観測されていない。それどころか何度か魔界神界双方から『侵入』を試みた形跡がある」


「双方から──ですか？」


　寒河江教授の傀儡人形は形の良い眉をひそめて見せた。


　基本的に現代は神界、魔界共に現界──つまりは人間界に正規の許認可無く入り込む事は三界相互条約により禁じられている。


　そもそも力の無い魔族神族は、人間界に入り込む事はできない。逆に言えば自ら人間界に侵入できる神族や魔族はそれだけ強大な力を持っているという事であり──そこに存在するだけで人間界に多大な被害を出しかねないという事だ。


　召喚魔法に関しては例外だが──これは元々人間が普通に召喚できる様な神族や魔族は力も弱く人間界への影響力が小さい事、また基本的に召喚された存在は召喚主の制御下に置かれる事から問題なしと考えられているのだ。


　要するに建前上、人間界は神界魔界にとって不可侵領域となっているのである。


「どうにも気になる。表だって抗議をするには証拠が足りないが──」


　これが単なる一神族、一魔族の暴走による条約違反ならば然さしたる問題ではない。


　だが神界魔界から同時となると……事は複雑だ。


　神族と魔族の双方が人間側に内密に、しかも共同して動いているとすれば、何か大掛かりな事件に発展する可能性もある。あのタナロットという属性不明の魔神に直接関係あるかどうかはまだわからないが──


「わかりました。内密に調べてみます」


「頼む」


〈学長〉はやはり窓の外を眺めたままそう言った。
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「──そういう訳で！」


　幾つものスポットライト──無論、電気的なものではなく、魔力によって創り出された擬似的な光の精霊ウイルオー・ウイスプを封じ込めた〈学園〉特製の投光器である──を浴びながら、榮太郎がマイク片手に言った。当然このマイクも風の精霊シ　ル　フを封じ込めた〈学園〉特製品で、ややこしいコードやらトランスミッターやらがなくても半径百メートルに均等に声が届く優れものだ。


「〈学長〉の御厚意により実現しましたこの好カード！　草も木もないジャングルに今日も嵐とかが吹き荒れたりなんかします！」


　──おおおおっ。


　円形の闘技場を取り巻くように配置された観客席から、どよめきがもれる。


　基本的に魔法使い達は好奇心が強い上に、大抵、無駄な悪ノリが好きである。まあそうでもなければ、いくら才能があっても、この現代で魔法などという怪しげな超特殊技能の修練に明け暮れる訳も無かろう。もっと楽な生き方は無数にあるのだから。


　そういう訳で──彼等はこの珍しい一戦を興きよう味み津しん々しんで見守っていた。


　ただし彼等の思惑に実利的なものが一切絡んでいないかというと、実はそうでもない。


　そもそもタナロットそのものが彼等の興味を引きつけている。属性不明、記憶喪失の自己組織型超高密度魔力塊。こんな貴重なサンプルが戦うというのだから、見ておいて損はない。他にも噂うわさの〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉の能力を改めて眼にする良い機会だと思っている様子もある。実際、客席でビデオカメラや更に高精度の観測機器なんぞを据え付けている者も居た。


「ただし！」


　榮太郎は指を一本立てて周囲を見回した。


　急きゆう遽きよ作られたにしてはやけに立派で大きな闘技場。その全景はギリシャ・ローマ時代にあったそれ──〈コロッセオ〉を連想させる。すり鉢状の観客席が、底部の円形リングを取り巻く様に配置されている。底部の直径はおよそ五十メートル。闘技場全体では五百メートルにも達するだろう。しかも客席は実は外縁付近に寄せられており、リングとは最前列でも百メートル以上の距離が置かれていた。


「御存知の通り、選手の一方、羽瀬川鈴穂嬢の『特性』を発動した状態で行われるこの勝負、当然ながら彼女の周囲には魔力の真空状態を引き起こしますので、安全のために白線から内側には入らない様に御願いします！」


　まあつまりは──客席とリングが離れているのはそういう理由である。


　鈴穂の〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉が効力を発揮するのは、その時の体調や精神状態にもよるとされているが、おおよそ平均半径十メートル、最大でも三十メートルであるとされている。これは以前の実験で確認された数字だ。


　故に〈学園〉側は客席と彼女の距離を百メートル以上確保する事にしたのである。さすがに予想に反して鈴穂の能力が効果範囲三十メートルを超過したとしても、まさか三倍以上に伸びる事はあるまい、という判断だった。


「では！」


　榮太郎がぱちんと指を鳴らす。


　同時に魔法式の投光器が光を失い、入れ替わるようにして電気式の照明がリングを照らし出した。これも万一の状況を考えての事である。


「赤コーナー、正体不明の大魔神、誰が呼んだか真紅の破壊者スカーレツト・デストロイヤー、ターナーローット!!」


　──おおおっ。


　観客のどよめきの中をすたすたと気き負おいの無い歩調で出てくる紅あかい髪の少女。


　それこそ拓人が側に居ないと駄目などと駄々をこねて、拓人までリングに引きずってくるかとも榮太郎は思ったのだが──そんな事も無い様だった。


　ただし拓人はというと、彼だけは観客席ではなくリング近くに用意された特別席に座っている『万が一』の場合にタナロットを──そして鈴穂を止められるのは彼だけだろうという榮太郎の判断からだ。


　それはともかく──


「ところで御主人様」


　榮太郎の隣に控えていたエーネウスが言う。


「──ん？」


「あの格好は誰の発案ですか？」


　エーネウスはタナロットを指差す。


　タナロットは──殆ど水着というか下着というか、まあそういう感じの身体の線が露骨に浮き出る格好をしていた。色は純白。あまり豊満な体たい軀くではないので、扇せん情じよう的てきとまでは言わないが──布地が少なく露出面積そのものが多いので、やっぱりそれなりにやらしいというか、エッチな感じがあったりもする。


「動きやすいだろ？」


　と榮太郎。


「機能性よりも別の目的がありそうですが」


「そこはそれ、どうせなら観客受けを狙いたいじゃないか」


「やっぱり御主人様の入れ知恵ですか」


「はっはっは」


　へらへらと笑う榮太郎を束の間睨み付け──エーネウスは溜息をついた。


　まあタナロット本人は別に気にしていない様なので、エーネウスが文句を言う程の事でもなかろうが。ちなみに榮太郎とエーネウスは共に、白いシャツに黒のスラックス、おまけに蝶ネクタイという格好。


「でもって青コーナー、魔力のブラックホール、眼鏡っ子狂戦士スペツクス・バーサーカー、羽瀬川鈴穂──っ!!」


　──おおおっ。


　榮太郎のノリに律りち儀ぎに付き合ってどよめく観衆。


　円形闘技場で青コーナーも何もあったものではないが、まあとにかくリング外周辺りに設けられた扉が開く。


　だが──そこから誰も出てこない。


　いや、扉の陰からちょこんと白いリボンは見えているのだが──


「ええ、皆様ちょいとお待ちください」


　そう言って榮太郎は扉に小走りに駆け寄った。


　想像の通り──出入り口の脇に〈ワルプルギス〉を背負った鈴穂は身を縮込めていた。


「えーと。出番なんですけど」


　と榮太郎。


　だが考えてみればあの鈴穂が衆しゆう目もくの注視する場所にのこのこ出てくる筈が無いのである。鈴穂自身もその事をすっかり忘れていた様だ。無論、実際にタナロットとやり合う場合はリボンを取ってもう一人の鈴穂を顕けん現げんさせる訳だが──それでも『皆の前に出てゆく』という行為自体を想像すると脚がすくむらしい。


　鈴穂は恨めしそうな視線で榮太郎を見上げながら、ノートを示した。


『誰が狂戦士ですか』


「気に入らなかった？　では次からアマゾネスに。ワルキューレってのもいいかな？」


『次ってなんですか』


　ふとペンを走らせる手を止めて鈴穂は小さく微笑む。


『でも。ありがとうございます』


「──はて？」


　榮太郎は白々しくも首を傾げる。


　だがまさか偶然では無かろう──鈴穂が嫌がる、しかし一番〈学園〉では通りの良い筈の呼び名を彼が使わなかったのは。


「無理かな？　中止してもいいけど──」


『大丈夫。やります』


　今にも失神しそうな表情で書いても説得力は無いが──鈴穂はノートを示すと、自分のリボンに手を掛け、一気にそれを解いた。


　くるくると回転しながら解放される三つ編みの髪。


　同時にその黒髪がするすると音も無く宵よい闇やみを満たす深しん蒼そうへと変化してゆく。


　そして──


「やあ。もう一人の鈴穂ちゃん」


　やや気け怠だるげにそう声を掛ける榮太郎。


「──おう」


　にやりと──笑う鈴穂。その口元から他の歯列から突き出るかの様に発達した犬歯がのぞいた。地味でわかりにくいがこれも〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉化した際の変化の一つだ。


　顔付きは同じだが、鈴穂の表情には最早、他人の視線に怯おびえる気弱さは微み塵じんも無い。


「まあ頑張ってくれ」


「言われなくても」


　鈴穂はひょいと〈ワルプルギス〉を肩に載せると大股でリングへと歩いてゆく。


「では──」


　対たい峙じする鈴穂とタナロットを眺めながら、榮太郎が声を上げる。


「試合開始！」


　かーん。


　鋭く乾いた音が闘技場に響き渡った。
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「ああ……始まっちゃったよ……」


　特設席に座った拓人は呻うめくように呟いた。


「タナロットはともかく……鈴穂──無茶しないといいけど」


　タナロットには試合前に何度も『怪我する程の事はしてはいけない』と言い聞かせてあった。彼女がどれ位その言いつけを守れるかは疑問だが──それよりも何よりも蒼い髪になった鈴穂の方がある意味でやばい。


　拓人は鈴穂の別人格の事についてはよく知っている。かつて一緒に姉弟の様に暮らしていた際、何かの拍子にリボンがとれる事も珍しくなかったし、髪を洗う時にはどうしても外さざるを得ない。リボンが取れたからといってもう一人の人格がすぐに顕れるとは限らないのだが、それでも何十回と拓人は『蒼い髪の鈴穂』には出会っていた。


　このもう一つの人格、普段の鈴穂に比べるとかなり性格が荒っぽく強引で、しかも頭に血が上ると際限なく暴れ回る。


　実際、拓人も暴れる彼女に巻き込まれてえらい目に遭あわされた記憶がある。いや──もっとはっきり言ってしまえば、鈴穂がリボンを解いて蒼い髪をしている時には、あまり良い想い出がない。


　それでもしかし、拓人が鈴穂を──もう一つの人格も含めて──あまり敬遠しないのは、彼にとって鈴穂は家族に等しい存在だという事と、そして──


「…………」


　ふと顔を赤らめて俯うつむく拓人。


　時折──疑問に思う事がある。果たして鈴穂──リボンをしている時の鈴穂は、していない時の記憶を持っているのかどうか。あるいは記憶を持っているにしても、それに欠落は無いのか。無論、彼女自身に聞けばすぐわかるのだが、もしそれで『あの時のこと』を忘れていた鈴穂が想い出してしまえば、それはそれで何というか──困る。


（覚えてない……とは思うけど）


　拓人は溜息をついて回想を脳裏から閉め出すと、リングの出来事に意識を向け直した。
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　出番はいつも唐突に訪れる。


　殊こと更さらに待ちわびている訳でもないのだが──やはり自分が存在している実感と共に身体を動かせるのは気持ちが良い。普段表に出ているもヽうヽ一ヽ人ヽの彼女の言動に関しては、どうにも歯がゆく感じる事が多いからだ。


「はっ──」


　にやりと笑う鈴穂。


　彼女の目の前にはタナロットが立っている。ただしいまいち『決闘』の意味がわかっていないのか、別に攻撃を仕掛けてくるでもなく、何処かきょとんとした表情で鈴穂の方を眺めている。


　まあしょっちゅう取っ組み合いをしているのに、今更『決闘』とか言われてもピンと来ないのかもしれないが──だからといって蒼髪の鈴穂としては手加減する気などさらさら無い。


「──さて」


　呟きながら鈴穂は〈ワルプルギス〉に左手を添え──〈ワルプルギス〉の起動スイッチを押し込んだ。


　低い作動音と共に〈ワルプルギス〉の内部機構が内蔵バッテリーにより起動。冷却用のファンが回転を始める。だがこれはあくまで本格的な作動の準備に過ぎない。


　鈴穂は更に装塡桿ボルトハンドルを操作。六基装塡されている爆縮発電型カートリッジが発電室チヤンバーに送り込まれ、待機状態となる。


『機剣〈ワルプルギス〉起動準備完了』


　涼やかな女性の声が告げる。ワルプルギスが内蔵する小型コンピュータの音声メッセージである。


『本機の使用に関しては充分な注意をお払いください。安全装置を解除しますか？』


「解除！」


『了解──セフティ・ロック、リリース』


　──ばしゃっ！


　音を立てて機関部前端が回転し剣身の根本──鍔つばに当たる部分が花開く様に展開。


　同時に鈴穂が握っているグリップの一部が赤く点滅発光する。鈴穂は銃じゆう把はにも似たそのグリップを強く握りながら、これまた銃の引き金に酷ごく似じしたスイッチを引いた。


『〈ワルプルギス〉──アクティベイト。我が使用者に武運あらん事を！』


　剣身が白い光を放ち始めた。


「おい。タナロット」


「──なんであるか？」


「この際だ。はっきり言うぞ。拓人はアタシの──アタシ達のもんだ」


　切っ先をタナロットに向けながら鈴穂は言った。


「だからおまえは引っ込んでろ。というか消えろ」


「──む」


　さすがに顔をしかめてタナロットが言う。


「我はタクトの側に居るのである。これは誓約である」


「知るかっ!!」


　言いながら鈴穂は〈ワルプルギス〉を振りかざして突っ込んだ。


　相対距離は三メートル。当然まだ〈ワルプルギス〉の剣身が届く距離ではない。


　だが──


「はあっ!!」


　振りかぶって──打つ。


　無造作な剣けん閃せん。元より鈴穂は黒髪の方も蒼髪の方も剣術剣道の類たぐいなど心得が無い。


　だが──
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　唸りを上げて〈ワルプルギス〉が空くうを薙なぎ──青白い電光がその軌跡に絡み付いた。


「──!!」


　殆ど反射的に後方へと飛び退くタナロット。彼女が一瞬前まで居た場所を、強烈な電光が駆け抜けた。


「出た、機剣〈ワルプルギス〉の一撃！」


　解説役に回ったらしい榮太郎の声が遠くから聞こえてくる。若じやつ干かん不明瞭なのは、鈴穂達に届く前に魔法の効果がかき消されてただの音になっているからだろう。


「スタン・モードでありながらも、その一撃は充分な威力あり！」


　榮太郎の言葉を証するかの様に、もう一度振られた〈ワルプルギス〉は剣の軌道に巨大な稲妻を重ねてゆく。その距離およそ六メートル。


　実のところ──〈ワルプルギス〉に刃はついていない。それそのものは金剛石でできているものの、形状としては結局、ただの平べったい板でしかない。


　だが起動した〈ワルプルギス〉はその剣身をいわば『芯ステム』として各種力場を構築し……その中に封じ込めた力を、あるいは力場そのものを相手に叩き付ける。言ってみればこの力場こそが〈ワルプルギス〉本来の剣身であり刃なのだ。


　今現在、〈ワルプルギス〉は高威力のスタンガンと同様、電撃を発生できる様に設定されている。その電圧──実に五十万ボルト。お年寄りなら一発昇天のパワーである。


　いくらタナロットが頑強な依より代しろに入っているとはいっても、あくまで物理的な限界はある。無論、魔力が充ち満ちていればいくらでも肉体的な頑強さや能力は引き上げる事ができるのだが──周囲の魔力がほとんど鈴穂に吸い取られて枯こ渇かつした状態では、さすがのタナロットも『身体的能力に秀でた人間』と大差ない。〈ワルプルギス〉の一撃をまともに喰らえばしばらくは身動きもとれまい。


　一応ルールとしてはカウント十テンで勝ちという事になっている。一撃でもタナロットに当てれば、鈴穂の勝ちだ。


　だが──


「しかしながら今回装塡されている爆縮発電カートリッジはスタン・モード専用小電力タイプ六発、しかも一度の発電で剣を戦闘稼働させられるのはわずかに三十秒のみ！」


　──おおおおっ。


「そういう訳で、長々と振り回しているだけでは鈴穂選手にはむしろ不利！」


「余計な事言うなあっ!!」


　思わず振り返ってそう吠えるが、榮太郎はへらへらと笑って全く意に介していない様子である。


「あんの野郎──」


　呟きながらも視線を目の前の敵へと戻す。


　無駄な時間は許されない。鈴穂は〈ワルプルギス〉を振り回してタナロットに襲い掛かった。


〈ワルプルギス〉が旋回してタナロットを狙う。


　だがタナロットは更に後方に跳んでこれを回避。〈ワルプルギス〉の能力を知って警戒しているというより──半ば反射的な動作だ。


　しかし──


「だあ、ちょこまかとっ!!」


　苛いら々いらしながら鈴穂が〈ワルプルギス〉を振り回す。


　だがタナロットはひょいひょいとその攻撃を避け続けた。恐ろしく素早い。というより──やたらに脚力がある。軽い跳躍で三メートルも飛び下がられては、〈ワルプルギス〉があっても追うだけで精一杯である。


「黙って殴られろっ！」


　無茶苦茶な要求をする鈴穂。


「イヤなのである。負けないのである。我はタクトの側そばに居るのである。スズホこそどっか行くのである。ベーっ」


　いつ覚えたのか、舌を出して挑発するタナロット。


「ぐぬぬぬぬぬぬぬ──」


　うなり声を上げながら鈴穂は更にタナロットを追う。


　だがその時──


「──!!」


　ひゅん──と音をたてて〈ワルプルギス〉の剣身に宿っていた光が消えた。


　三十秒が経ったのだ。これで残り五発──総計百五十秒。


「くそっ──」


　顔をしかめて〈ワルプルギス〉に視線をやる鈴穂。


　そこへ──


「──みゅっ」


　──めしゃっ。


　かなり危険な音をたててタナロットの両足が鈴穂の頭部にめり込んだ。


　タナロットが一瞬の隙に鈴穂の頭上に跳躍し──そのまま鈴穂の頭の上に着地したのだ。思わず車にひかれたカエルの様な格好で地に這はい蹲つくばる鈴穂。


　彼女の上に乗っかったまま、器用に腕を組んでタナロットが言った。


「ふ。勝ったのである」


「──偉そうに乗っかってんじゃないっ!!」


　ぶんっ──と〈ワルプルギス〉を振り回し、タナロットが跳び下がった隙に身を起こす鈴穂。


「まだ負けとらんわっ、調子に乗るな、こんの赤ザルっ!!」


「にゅっ!?」


　タナロットは一瞬首を傾げ──


「我が赤ザルならスズホは眼鏡ザルなのである」


　と鈴穂を指差して言った。


「やかましいわっ!!」


　更にもう一度ワルプルギスの起動スイッチをトリガー。再び剣身に光が宿る。


「これでも食らえっ!!」


〈ワルプルギス〉を振る鈴穂。


　タナロットはひょいとそれを避けるが──剣光はするすると伸びて、リングの端にあった投光器の一つに突き刺さった。


　爆発。


「──え？」


　榮太郎のやや間の抜けた声が響く。


　投光器は見事に爆砕され、ばらばらと破片が周囲に降り注いだ。


　射程距離六メートルどころの話ではない。優に鈴穂と投光器の距離は二十メートル以上あった。しかもこの破壊力。これはどう見ても──


「あの……鈴穂ちゃん？　……それって──どう見ても〈スタン〉モードじゃないんですけど？」


「やかましい、知るかっ!!」


　喚わめいて鈴穂が〈ワルプルギス〉をぶん回す。


　その度に長大な光の刃が伸びて、触れるものを片端から爆砕して破壊してゆく。


　正直、これは鈴穂にも意外ではあったが、頭に血が上った彼女に『とりあえずなんだか変だから試合を中止する』という選択肢など浮かぶ筈もなかった。


「むむっ？」


　タナロットもさすがにこれに気付いたのか、本格的に走って逃げ始める。タナロットは当然死なないが──神でも魔でも痛いものは痛い。それに最悪、依代が破壊されてしまえば魔力が散さん逸いつし、まともに活動できなくなる。そうなったら依代を修復しても再び活動できるまでに何年かかるやら。


「逃がすかっ!!」


　追って〈ワルプルギス〉を振り回しつつ駆ける鈴穂。完全に逆上していて、前後の見境がついていない状態だ。まさになんとやらに刃物──彼女が剣を振る度に、リング周辺の何かが爆発して吹っ飛んでゆく。


「ちょっと鈴穂ちゃん──」


「やかましいと言っとろーがあっ!!」


　最早完全に見境を無くした鈴穂は逃げ回るタナロットを追って、リングから外れ、振り回される〈ワルプルギス〉はどんどんその周囲を削り始めた。


　爆発爆発爆発──そして更に爆発。


　まるでハリボテでも潰すかのようにあっさりと、どかどかバキバキと闘技場がぶっ壊されてゆく。今の鈴穂は暴走する大型削岩機に等しかった。


「鈴穂ちゃん、落ち着いて、鈴穂ちゃん──って聞こえてないな」


　榮太郎はあきれ果てた様子でそう言うと──エーネウスから手渡された電気式の拡声器を手にして、言った。


「えー。ご来場の皆様。どうも羽瀬川鈴穂選手がキレてしまいましたので、最早事態の収拾がつきません。という訳で──」


　榮太郎は何やらずんずん近付いてくる爆発の連鎖にちょいと視線を送り──そしてただ簡潔に叫ぶ。


「逃げろっ!!」


　──おおおおっ。


　当然の如く闘技場はパニックに陥おちいったのであった。
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「鈴穂！　タナロット！」


　大混乱に陥っている会場の中で拓人は叫びながら二人の姿を探す。


　原因が鈴穂なのだからして、すぐに見つかりそうなものなのだが──鈴穂が〈ワルプルギス〉を振り回したお陰で、あちこちで爆発が発生し、もうもうと煙が立ちこめている。十メートルと視界が効かない状態の上に、あちこちで魔法使いや自動人形、使い魔といった連中が右往左往していた。


　彼等とて無論、超常なる技術の使い手ではあるのだが、リボンを解いて蒼髪になった鈴穂が暴れ回っているせいで、あちこちに魔力の真空状態が発生し、魔法を行使する為の魔力をうまく集められないらしい。〈学園〉側も、鈴穂がタナロットを追い回して客席にまで突っ込んでくるとは思っても居なかったのだ。


　しかし──


「どうしてあんな危険なモードが──」


　拓人の見たところ、鈴穂が振り回している〈ワルプルギス〉は今、〈プラズマ〉モードで動いている。触れるもの全てを超高温の電離気体で焼き尽くす強力無比な刃。言ってみれば携帯サイズのプラズマ溶断機である。その刃は鋼鉄さえもバター同然に切断し──しかもただ斬るだけではなく、一瞬ながら斬撃の際には力場で封じられているプラズマが解放され、超高温に晒された気体の急激な膨張が発生、爆発となって周囲の物体を吹っ飛ばすのだ。


　これを傍はた迷めい惑わくと言わずして何と言うのか。


　しかし──今回の試合で使われる爆縮発電型カートリッジは、安全のためにと低出力のものしか装塡されていない筈である。〈スタン〉モードを起動させるのには問題が無いが、さすがに強力なプラズマとそれを制御する為の強磁場を継続的に発生させられる程の発電量は無かった筈だ。


　では──これは一体どういう事なのか？


　考えられるのは、カートリッジを間違えたか、あるいは……。


「ああもう、タナロット！　鈴穂！　どこだよっ!?」


　何にしても暴走した鈴穂を止められるのも、タナロットを止められるのも自分だけだろう。そう思った拓人は二人を捜してこの爆音と煙の中を動き回っているのだが──


　不意に……拓人の背後に人影が現れる。


　だが拓人は全くそれに気付いていない。二人の少女を捜すのに夢中になっていて、自分の背後にするすると近付いてくるその人影に気付かない。


「…………」


　人影はゆらりとその煙を押し退のける様にして手を伸ばす。


　黒い革製のぴったりした衣装に包まれた腕。巻き付けられた鎖がじゃらりと鳴る。


　真っ直ぐに伸ばした五指の真ん中で、中指がぴくりと動き──


　──しゅっ。


　溜息の様な音と共にそこから鋭利な直線を秘めた爪が三十センチ近くも伸びた。


　刃物にも似たその先端がゆっくりと拓人の首筋に向けて──


「おい拓人。何やってんだ、そんな所で」


　榮太郎の声。


　ぴくんと人影はその爪を揺らし──そして次の瞬間には立ちこめる煙の中に紛れて見えなくなった。


「あ、先輩──」


「さっさと逃げないと巻き込まれるぞ？」


　煙をかき分けて出てきた榮太郎がいまいち緊迫感に欠けた口調で言った。


「いや、でも──」


「どうせあと一分もしたら〈ワルプルギス〉のカートリッジが切れるだろ。それまで逃げ回ってたらいいんだよ」


「それはそうですけど」


「大体今の鈴穂ちゃんに話なんざ通用しそうにないしなあ。下手をすると──」


　爆発。


「…………」


「──とこの様に吹っ飛ばされるだけだ」


　間近に発生した爆発に吹っ飛ばされ、べしゃりと地面に転がる拓人を眺めながら、何故か傷一つ負っていない榮太郎が言った。
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　連続する爆発。


　その中でひらりひらりと動き回る紅い髪の少女。それだけではなく、都合五度あったカートリッジ再装塡の隙には、狙い澄ましたかの様に攻撃を──というかちょっかいを掛けてくる。


「ぬくくくくくくくく」


　鈴穂は──鈴穂のもう一つの人格は、歯ぎしりしながらタナロットを追う。


　魔力が殆ど無い状態でこの運動能力。


　実際に拓人が何を召喚してあの依代の中に入れたのかはわからないが、あの少女の中に潜んでいるのは、とんでもない力を持った神なのかもしれない。


　鈴穂の〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉としての特性には、実のところ限界がある。


　言ってみればそれは掃除機や磁石の様なもので、問答無用で魔力を限界無く全て吸い込んでしまえる訳ではない。


　例えばより強力な力で保持されている魔力は奪えないし、距離が離れればどうしても吸い込む力は弱まる。逆に言えば一定時間接触さえしていれば、たとえ神であろうと魔であろうと魔力の殆どを奪い去って身動きすらできない状態にもできる。


　そして──吸い込む総量は無限でも吸い込める早さには限度がある。


　つまり、鈴穂の特性が如い何かに神や魔に対しても有効だろうと、彼女が吸い込む早さを上回る程の魔力発生量を持っている相手、あるいは長時間かけないと吸い取りきれない程の魔力をため込んでいる相手の場合──完全に制圧する事は不可能に近かろう。


「こんのおっ!!」


　怒鳴りながら鈴穂は剣を振り回す。


　彼女を嘲あざける様にひょいひょいと攻撃をかわすタナロット。


　既に何度か彼女はタナロットと接触している。タナロットは素手だし、空間に放出された余剰魔力は全て吸い込まれてしまうので、反撃してくる場合はどうしても接触せざるを得ない。


　それでもタナロットは平然と動き回っている。


　という事は──これは彼女がかなり大きな力を持った神か魔だという事になる。鈴穂と何度か接触しても、タナロットの中にはまだ魔力が満ちているのだ。放出して超常現象を引き起こすことはできなくとも、自己を維持し、平然と動き回れる──しかもかなり高い運動能力で──だけの魔力が。


　どう考えてもそんじょそこらの二級神や魔に可能な事ではない。


　しかし──


「認めないっ！」


　鈴穂は吠えた。


「拓人はアタシのもんだ──」


　鈴穂達が共有する記憶。


「アタシが──」


　泣き疲れて放心している拓人。


　全てを染める黄昏の光。


　とてもとても広い家の中にぽつんと残されて──


「アタシ達が拓人の側に居てやるんだっ!!」


　叫びは爆音が吹き散らす。


　だから彼女の──彼女らの叫びをはっきりと聞いた者は居なかった。


「──!!」


　同時に──音をたてて〈ワルプルギス〉が光を失う。


　最後のカートリッジを使い切ったのである。


　自動的に空になったカートリッジが排出され、開いていたパーツがばしゃんと音を立てて閉じる。〈ワルプルギス〉は待機状態となり、その破壊力は消滅した。


「ん？　スズホ。もう終わりであるか？」


　ひょいと立ち止まってタナロットがそう尋ねてくる。


「うむ。では我の勝ちなのである」


「ぬぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ」


　鈴穂は歯ぎしりしながら〈ワルプルギス〉を投げ捨てる。


　そしてそのままつかつかとタナロットの方に歩いてゆき──


　──ぱん！


　平手で殴った。


「…………」


　今の今まで超兵器で追い回されていたせいか、意表を突かれたらしい。タナロットは殴られて横を向いた状態のまま、目を瞬かせていたが──


「…………」


　──ぱん！


　いきなり鈴穂に向き直って、平手をかました。


「…………」


　──ぱん！


　鈴穂が更に叩き返す。


「…………」


　──ぱん！


　タナロットが更に反撃。


　──ぱん！


　それに鈴穂が反撃。


　──ぱん！


　タナロットがめげずに反撃。


　──ぱん！


　──ぱん！


　──ぱん！


　──ぱん！


　…………


　そして。


　二人の少女の勝負は、にらみ合いながらのビンタ合戦にそのスタイルを変更した。
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「タナロット！　鈴穂！」


　爆発の被害からは何とか立ち直り、ようやくおさまりかけてきた爆煙をかきわけて拓人は歩き回る。


　そしてようやく彼が二人を見つけたとき──


「…………」


「…………」


　揃って振り向いた二人の少女は、これまた揃って両方の頰を真っ赤に染めていた。


　相当何度も横面を張り合ったのか、二人とも頰が膨れ上がっておたふく風邪でも引いた様な状態になっている。鈴穂に至っては眼鏡のフレームがおかしな風に歪んでいて、最早かけているというより、顔からぶら下がっているだけだ。


「な──何してんだよ、二人とも！」


　さすがに一瞬絶句した拓人であるが、すぐに我に返って二人に駆け寄る。


　だが──


「…………」


「…………」


　二人は再びにらみ合いながらビンタの応酬を再開した。


　ぱんぱんと、いっそ小気味良い程のリズムで鳴る音。


　最早ビンタそのものの勝負ではなくて、勝敗の決着はどっちが先に諦めるか──といった意地の張り合い、根比べの様な感じになっているのかもしれない。


　しかしだからといってこのまま好きにさせておいても意味は無かろう。


「やめろってば！　鈴穂！　タナロットも！」


　そう言って拓人は二人の手を摑んで止めた。


「何考えてるんだよ、二人とも！」


「放せ、拓人。勝負はまだ終わってない」


　鈴穂が言う。


「もうちょっとで──」


「もうちょっとでスズホが負けるのである」


「黙れ赤毛ザル！」


　だが──


「──鈴穂！　いい加減にしろ！　タナロットも！」


　拓人の叫びに──驚いたような表情で鈴穂が振り返った。


「もうこんなの勝負じゃないだろ！　何をムキになってんだよ!?　大体──」


　拓人はもうしっちゃかめっちゃかに破壊された闘技場の有様を示して言った。


「ここまでする必要がどこにあるんだよっ!?　怪我した人だっているんだぞ？　タナロットもいちいち挑発しなくてもいいだろ!?　途中から勝負になんてなってなかったのは、わかってただろ？　なんでもっとまともに──」


　そこまで言いかけて拓人は言葉を止めた。


　いくら常識が無くてもさすがに叱られたとわかっているのか──タナロットがしゅんと表情を曇らせたまま俯いている。


　そして──


「──ヤなんだもん」


　ぽつりと鈴穂が言った。


「──え？」


「ヤなんだもん！」


　鈴穂は繰り返して叫んだ。


「タクちゃんの側に居るのはアタシ達じゃないとヤなんだもん！」


「──鈴穂……？」


「アタシ達がタクちゃんの側に居てあげるって決めたんだもん！　タクちゃんがもう泣かない様にって、もうタクちゃんが一人になってしまわないようにって──私が！　私達が！　そう決めたんだもん！　そうでないとヤなんだもん！」


　殆ど支し離り滅めつ裂れつな物言いだ。蒼い髪の『乱暴な方の』鈴穂のまま──彼女はまるで子供の様に泣きじゃくりながら、言った。


「なのに、後から来て、タクちゃんの側に居るなんてずるい！　アタシ達そんなのヤなんだもん！　アタシ達はタクちゃんの側に居られなくなっちゃう──ずっとずっとタクちゃんの側に居てあげるんだって思ってたのに──」


「…………」


　拓人は溜息をついた。


「なんで一人だけじゃないと駄目なんだよ？」


「…………」


　鈴穂が涙でぐしゃぐしゃになった顔をあげる。


「僕がタナロットと仲良くなったら鈴穂を遠ざけるとでも思ったの？　そんなの関係ないだろ？　僕は鈴穂が側に居てくれたら嬉しいよ。タナロットが側に居てくれるのも嬉しいよ。どっちも居なくなったら寂しいよ。なのに僕は──今すぐどちらかを選んでどちらかを遠ざけないといけないの？　誰かと仲良くなったら、もう他の誰かとは仲良くなったらいけないの？」


　わかっている。


　鈴穂が言っているのは当然ながら友達としての関係ではない。


　だが拓人としてはまだタナロットとは知り合ったばかりで恋愛感情が芽生えた実感はないし──鈴穂にしても同じ歳の異性というより、少々手の掛かる妹、あるいは姉、といった印象の方が強い。


　どちらかを選べと言われても困惑の方が強い。


　そして何よりも──拓人は誰かを選んで誰かを切り捨てるという選択肢を選ぶ事ができない。その事に彼はどうしても拒否の感情が働いてしまう。


　優柔不断と言われればそれまでだ。


　だが……それでも駄目なのだ。


　拓人は選ばれなかった者の──切り捨てられてしまった者の気持ちを彼は誰よりよくわかっているから。


　そして恐らく拓人のそんな気持ちは鈴穂もよく知っている。他の恐らく誰よりも鈴穂がよく理解している筈だ。


　だから──


「……鈴穂。僕は──」


「知らないっ！　タクちゃんの馬鹿っ!!」


　そう言うと、鈴穂はポケットから白いリボンを取り出すと、自らの髪にそれを結びつける。蒼く揺らめいていた髪は、その途端に漆しつ黒こくの色を取り戻し、するすると力無く垂れ下がった。


　かくん、と鈴穂が糸の切れた操り人形の様に顔を伏せ──


「…………」


　ふい──と夢から醒めた様な表情で顔をあげる。


「～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」


　だが次の瞬間、急に頰の痛みが襲ってきたらしく──無言で彼女は自分の頰を押さえて涙ぐんだ。


「……逃げたな」


　苦笑を浮かべて呟くように言う拓人。


「いや……逃げたのは僕も一緒かな」


「…………？」


　頰を押さえたまま鈴穂が『これって一体どういう事？』とでも言いたげな表情で拓人を見上げる。どうやらリボンを外した時から今までの記憶は無いらしい。


「ああ──勝負はおド流ロれー。この有り様見ればわかるだろ？」


「…………」


　気が付けば勝負は終わっていて、会場は半壊、おまけに自分の両頰が腫はれ上がって痛い──黒髪の方の鈴穂があるいは今回の一番の被害者だったかもしれない。


　ちなみに拓人がタナロット達を探し回っている間に見た限りでは、そう深刻な怪我を負っている者も居ない様だ。元々距離をとっていたので、被害が及ぶ前に逃げ出せた者が大半だったのだろう。


「タクト……？」


　ようやく彼の怒りが収まったのを感じ取ったのか、何処かおずおずとした感じでタナロットが声を掛けてくる。


「ごめん、二人とも」


　言って長々と溜息をつく拓人。


「僕はワガママで欲深い──」


　来る者は拒まず。去る者は追わず。それが拓人の基本スタンスだった。


　彼は今までは誰にも何も望まなかった。


　そうすれば失わずにすむ。期待や執着を持たなければその対象を失っても苦しまずに済む。自分から誰かを求めなければ。求めさえしなければ哀しい想いをせずにすむ。


　そんな風に思ってきた。


　誰かと笑いながらもその笑顔が壊れる日の事を恐れていた。誰かと遊びながらも二度とこんな日は来ないかもしれないと怯えていた。だから自分から近寄ろうとはしなかった。差し伸べられた手を払いはしなかったが──摑みもしなかった。


　自分が『選ばれない』日が来た時の為に。


　己を守るための距離感。


　だが──それは結局、自分の側に寄り添おうとしてくれている者達を遠ざけ、自分自身を孤独な世界に閉じ込める壁ではなかったか。


「なんて言うか──やっぱり僕はどっちにも側に居て欲しいと思ってる。こんなんじゃ愛想尽かされてもしょうがないよね。でもそれまでは──」


　言って拓人は視線を逸そらす。さすがに彼女らの顔を見ては言えなかった。


「それまでは側に居てくれると嬉しい」


　ぱっとタナロットが表情を輝かせる。


　そして鈴穂は一瞬ぽかんとしてから、頰を赤らめて──というか元々かなり赤く腫れていたりするが──恥ずかしそうに俯いた。


　そこへ──


「おお──終わったかな？」


　呑気な様子で榮太郎がやってくる。エーネウスも一緒だ。


「先輩──来るのが遅いですよ」


「なに？　もう殴り合って友情が芽生えた後だったか？」


「芽生えてません」


　即答する拓人。


「だろうな。そういうのは背景にでっかい夕日がでていないと有り得ないよな」


「──有り得ないんですか？」


「それがお約束というものだ」


　腕を組んで言う榮太郎。


「しかしまあ……派手にやったよなあ」


　あちこち怪獣でも暴れたかの様になった闘技場を眺めながら榮太郎が感慨深そうに言う。たった四日で作り上げられた即席の代物とはいえ、とんでもない破壊力である。


「本当に。しかも全くの無駄ですよ。虚むなしいのなんの──」


「いや。そうでもないだろ」


　と榮太郎。


「──え？」


「全くの無駄って事もないだろ。〈学園〉はともかく──おまえは」


　拓人は瞬きしてこの〈学園〉生徒の中でも屈指の魔法使いを見上げ──


「先輩、聞いてたんですか？」


「さあ？　何のことだか？」


　榮太郎は白々しく首を傾げて肩を竦すくめて見せた。








第四章　一件落着……全然してないんですけど。












　月光が街を照らし出していた。


　時刻は八時を少し過ぎたところである。既に高所から見下ろす街の景けい観かんは夜の黒に塗り固められ──それに抗あらがうかの様に電気の灯火が町中で瞬またたいている。街灯の光。建物の窓から漏もれる光。ネオンサイン。車のヘッドライト──等々。


　そんな地上の様子はしばしば天の星々が瞬く様に喩たとえられるが、実際にはまるで異なる。上品な暗あん穹きゆうはまるで黒いヴィロードにちりばめた宝石の様、それに比べると遥かに無粋で下品で統一感に欠ける。無秩序さの極きわみだ。


　だが……それ故にこそ生命力に溢あふれた暖かさ逞たくましさをそこに内包していた。この無秩序さこそが人間の営みであると主張するかの様に。


　そんな中──


「…………」


　とあるビルの屋上に一人──すらりと背の高い娘が立っている。


　屋上は地上の猥わい雑ざつさとはまるで無縁の密やかな雰囲気である。コンクリートに固められた灰色の冷たい平面はただただ青白い月の光が舐なめるだけだ。寒々しい事この上ない。


　だがそんな場所に在っても娘の姿には何の寂せき寥りよう感かんも漂ってはいない。


　むしろ彼女にはこの場こそが相応しい──見る者が居ればそう思ったかもしれない。


　夜の闇をそのままなめして作り上げたかの様な革製の衣装がその白い肢体に巻き付く様にして纏まとわれており、更には所々に金具や鎖が取り付けられている。ベルトも必要以上にあちこちに取り付けられて娘の肉体を締め付けている。いわゆる──ボンテージ・ファッションだ。


「──ごめんなさい。遅れたわ」


　そう言ってボンテージ服の娘に歩み寄る人影が一つ。


　いつの間にそこに顕あらわれたのか──屋上との出入り口であるスチール扉も、非常階段に通じる金網の扉も全く動いた様子がない。人影はまるでそこに忽こつ然ぜんと発生したかの様に、前後の脈絡を超越して存在していた。


「神族様は御支度に時間がかかるかラ──」


　微妙に語尾の狂ったイントネーション。


　ボンテージ服の娘は人影を振り返って笑った。獅子の鬣たてがみを思わせるボリューム満点の赤毛が緩ゆるやかに揺れる。


「うるさいわね」


　人影は言う。だが本気で怒っている様な口調ではない。見知った者同士の軽い挨拶といった風ふ情ぜいだ。


　だが──並んでいるだけで、これほど違和感のある組み合わせも珍しいだろう。


　ボンテージの娘とは対照的に小柄な女性だ。


　やはり年齢は二十歳前後であろうか。


　こちらの格好は純和風の──落ち着いた雰囲気の女性である。顔立ちは清せい楚その一語に尽き、癖の無い真っ直ぐな髪が腰の辺りにまで延びている。


　だが目立つという意味では前述の女性よりもこちらの方が上だ。


　彼女の長い髪は月光を浴びて白銀の色に煌きらめいていた。しかもよく見ればその双そう眸ぼうは鮮血の色そのままである。これでなおかつ肌が処女雪の如く白いともなれば……最早間違いがない。


　いわゆる白子アルビノだ。


　これだけでやたらに目立つが──更にこの女性は格好も衝撃的だ。神社以外の場所で紅白の羽は織おり袴はかまを帯びていれば目立たない筈がない。要するに巫み女こ装しよう束ぞくというやつで、袖口には丁寧に紅紐まで組み合わされている。


　しかし……どうして巫女の格好をした娘がこんな時間、こんな場所に居るのか。


「で──どうだったの？　貴女の事だからもう目星はつけてあるんでしょう？」


「まアね」


　ボンテージ服の娘は小さく頷いて右手を振る。


　次の瞬間、巫女服の娘のすぐ目の前の空間に突如として数枚の紙束が出現した。


「…………」


　だが巫女服の娘は特に驚く様子もなく、その紙束を空中で受け止めると、さっと視線をその上に走らせる。


「『ハセガワタクト』に『タナロット』──か」


「間違いなイワ。〈聖母〉ヨ」


　ボンテージファッションの娘が街の一角に視線を送る。


　そこは──拓人達の住むマンションが在る筈だった。


「で……見つけたはいいけど。具体的にどうするの？」


「それはこれから考えるトコロ。実は一度仕掛けてみたんだけどネ──ちょっとやり方が大雑把すぎたみたいデ」


「魔族は魔族で行き当たりばったりよね」


　巫女服の娘が苦笑を浮かべて言う。


　その時──


「──誰か居るのか？」


　誰すい何かの声と同時に、スチール扉を開いて警備員らしく制服を着た男の姿が屋上へと現れる。夜間の定期巡回をしていたのだろう。


　男は手にした懐中電灯で屋上を右から左へと照らし出す。


　しかし──


「気のせいか──」


　屋上には人の姿も車の姿も無い。ただ灰色の平面が広がっているだけだ。


　後頭部を搔きながら男は苦笑を浮かべると、再び屋内に戻って鍵を掛けた。
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　拓たく人とはぽつんと独りフロアリングの床の上に座っていた。


　あの時と同じ様に黄昏たそがれの光が室内を照らしている。


　広い広い虚うつろが彼を取り巻いている。


　見覚えのある風景。


　これは夢だ。それが拓人にはわかる。あの時の夢を自分は見ているのだ。


「…………」


　ふと広い部屋の片隅で何かが動く。


　ぼんやりと視線を追っていると、曖あい昧まいな形のそれは急速に輪郭を整えて──一匹の猫の姿になった。何ど処こにでも居るような雑種の猫である。野良猫だろうか、やや薄汚れているのだが──しかし何処かお姫様を思わせる凜りん然ぜんとした気品がその猫にはあった。


「こんにちわ」


　拓人は近付いてきたその猫に言った。


　猫は拓人の側に座る。


　ただ座ってそこに居る。


　しかし──


「…………」


　長い長い時間が過ぎる。


　黄昏の光の中で拓人と猫はただ並んで座り続ける。


　どれくらいの時間が経ったろうか。夢の中ではその長短を測る事に意味など無かろうが…………


　黄昏色の空気に飽きたかの様に──もぞりと猫が動く。


　少し腰を浮かした姿勢で自分を振り返ってくる猫に、拓人は笑いかけた。


「いいよ。僕は大丈夫だから」


　描は鳴きもせず立ち上がりかけた姿勢のままそこに居る。


　拓人は続けた。


「退屈だったら遠慮無く行ってくれていいよ。僕は大丈夫だから。僕は慣れているから。僕は──」


　猫が立ち上がる。


　拓人は見送る為の微笑を浮かべた。


「…………」


　しかし猫はそのまま立ち去る事無く、拓人の膝の上に乗っかると、ぺろりと舌を出して彼の手を舐めた。


「いいよ。無理しなくて」


　拓人は言う。


「僕は慣れている……から……」


　猫は動かない。


「僕は──」


　僕は大丈夫。


　慣れているから大丈夫。側そばに誰も居なくても大丈夫。本当だよ。お母さんが居なくなっても、お父さんが帰ってこなくなっても、僕は大丈夫だったから。


　だから気にせずに出て行ってくれていい。


　僕は誰も束縛しない。できない。そんな権利はない。


　だから──


「…………」


　言葉が出ない。


　代わりに涙が出てきた。


　膝に。掌てのひらに。猫の温もりがある。鼓動が、息づかいが伝わってくる。


　逃がしたくない。でも捕まえてはおけない。誰もそんな事はできない。それはとてもとても残酷な事だから。自分の側に繫つないで自由を奪うのはとてもとても辛い事だから。


　けれどもし──


「君は──」


　拓人は猫に語りかける。


「君は僕の側そばに居てくれる？　こんな僕でも……こんな僕の側にずっとずっと側に──居ることを望んでくれる？」


　そうすればそれは鎖ではなく絆きずなとなる。


　そうすれば彼は──


「もし居てくれるとすれば、僕はどうすればいい？　何をすればいい？　僕は──どんな僕になればいい？」


　猫はその瞳で拓人を見つめる。


　そして──


「──にあ」


　と鳴く。


　そして……………………………


　夢はそこで終わる。


　拓人はゆっくりと瞼まぶたを開いた。


　眼にはいるのは見慣れた自分の部屋の天井だ。ほんのりと明るいのは朝の光がカーテンの隙間から滲しみ入ってきているからだろう。


　拓人は溜息をつく。


　悪い夢ではないが良い夢でもあるまい。強しいて言うのならば──情けない夢といったところか。子供の頃の自分を今の感覚で追体験させられる程、恥ずかしい事は無い。


　とはいえ。


　あの猫の温もり。息遣いと鼓動。


　あの感覚はひどくリアルだった。最後に猫に触れたのはもう八年も前の事だというのに──


「タナロット──」


「──呼んだのであるか？」


　そう言いながらタナロットがひょこりと身を起こす。


　拓人の真横で。


「へ………………？」


　愕がく然ぜんと振り返る拓人の隣で、タナロットはにっこりと笑った。


　ちなみに全裸でこそないが下着姿である。


「おはよう、である」


「た、た、タナロット！」


「何か？」


「裸で僕のベッドに潜り込むなとあれほど──」


「きちんと下着は着用しているのである」


「そういう問題じゃなくてっ！」


「では脱ごう」


「脱ぐなっ！」


「むう。難しい」


「難しくないっ!!」


　言ってから、拓人は長々と溜息をつく。タナロットは本気で難しいと考えている様で、腕を組んで首をひねっていた。妙な下心が無い分、何というか──こちらの言い分をわからせるのが大変だ。


　何度も注意してはいるのだが、タナロットは相変わらず、拓人の前で平然と着替えるわ、一緒に風呂に入ろうとするわ、べッドには潜り込んでくるわで、拓人としては気が休まる時が無い。


「ああもう──どうしたもんだか…………」


　拓人は天井を仰いで呻うめくように言った。
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　結局──決闘から丸一日が経過したが、まだタナロットの素性はわかっていない。


　故に処遇も決定していない。


〈学園〉側でも対処に困っていて──結局、事態には何の変化も無いまま、拓人はタナロットと暮らす事を余儀なくされている。


「故にしばらくは佐さ久く間まさんもこの件の担当を続けていただきます」


〈学園〉教職員用研究室の一つ──


「──うい」


　寒さ河が江み教授から回ってきた書類をめくりながら、机の上のパソコンのディスプレイに映っているトリンに榮えい太た郎ろうは頷いてみせた。ちなみにトリンの本体は拓人達の家に在るが、今は通信回線経由で榮太郎と各種情報の交換をしていた。


「しかし拓人さんも大変ですね」


　苦笑しながらエーネウスが目覚ましにと煎いれた珈琲のカップを榮太郎に手渡す。


「いや、そうでもないだろ」


「ですか？」


「多分ね。まあそれに──タナロット一人と同棲する程度でネを上げてたらこれからやっていけんだろ」


「…………どういう意味です？」


　訝いぶかしげに尋ねるエーネウス。トリンの方を振り返るが──彼女も何の事かわからない様子で首を傾げて見せた。


「御主人様？　何か悪わる巧だくみでも──」


「いいえ、別に。事実に基づく単なる予測だよ、予測」


　へらへらと笑いながら榮太郎は肩を竦すくめて見せた。







＊







　朝の冷たく潤うるんだ空気が心地よい。


「……んあ……」


　あくびを嚙み殺しながら拓人はエレベーターに乗った。


　なんだかんだで今朝は早めに眼が覚めてしまった。二度寝してしまうと今度は昼間まで起きられない様な気がしたので、とりあえず眠気を払い落とそうと彼はシャツとジーンズに着替えて部屋から出たのである。


　目指すは一階。彼の住むマンションは入り口がオートロック式である為に、郵便配達人は上がって来られず──郵便の受け取りは一階に集中して置かれた郵便箱に取りに行く必要がある。そういう訳で彼は朝晩と一日二回──登校直前と帰宅した際に郵便受けに郵便物と新聞の確認に行くのが日課になっていた。


　だが──


「──ん？」


　硝子ガラス張りになっているマンションの玄関。


　その向こう──朝日が白く照らし出す道の真ん中に立つ一つの人影に拓人は気付いた。


　始めに目に付いたのはまずやたら大きなボストンバッグ。


　次にそれを摑む白い両手が目に入り──


「鈴すず穂ほっ!?」


　拓人は呻くような声を出した。
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『おはよう』


　鈴穂はノートを胸元で示して見せた。


　両手のボストンバッグの他にも、肩からはこれまたやたらにでっかい──しかもぱんぱんに膨らんだショルダーバッグを提さげており、まるで家出か夜逃げをしてきた様な格好であった。しかも背中には〈ワルプルギス〉のケースまで背負っている。


　ここ数日、毎朝、登校前に鈴穂は拓人のマンションに通ってきてはいたが──こんな大荷物を持ってきた事は初めてだ。まさかこれ持参でこの後学校に行く訳でもあるまい。


　殆ほとんど自動的に拓人の脳裏に一つの想像が組み立てられた。


「ちょっと鈴穂、まさか──」


『私も、タクちゃんの家に住む事にしたの』


「な──なんでっ!?」


　ここ数日、鈴穂は拓人の家に入り浸っていた訳だが、一応、夜は彼女の家に帰っていた。やはりただ『長時間同じ家に居る』事と『同棲する』のとは大きな差がある。少なくとも拓人はそう考えているのだが──


『だって勝負つかなかったし』


「いや、そういう問題じゃないだろっ!?　学校はどうするんだよ？」


『ここから通うの』


「いや、でも住所とか──」


『従弟の家に下宿するのって別に変じゃないと思うの』


「それはそうかもしれないけどこの場合──」


『やっぱりタナロットと二人っきりにしといたらなんか危な──』


　そこまで書いて鈴穂は慌てたようにそれまでの記載に二重線を引いて消すと、その続きをさらさらと書いた。


『いざという時の為に、この〈ワルプルギス〉も私に貸し出されてるんだし。非常時に迅速じん　そくに対処できるように私がタナロッ卜の近くに待機しているのはとても理りにかなっていると思うの』


　どう見ても後付けの理屈だ。


　どうやって否定しようかと拓人が頭を悩ませていると──


『駄目？』


　上目遺いに何かをねだる様な眼。


「うっ──」


　拓人は言葉に詰まった。こういう眼に彼は弱い。


「で──でも叔父さん達は……」


「…………」


　鈴穂は携帯電話を取り出すと、短縮ダイヤルでどこぞに電話をかけ──そして拓人に手渡した。


「……え？」


　目を丸くしながらもそれを受け取って耳に当てる拓人。


『あ、タクちゃん？　久しぶり』


　やたら脳天気そうなその声に拓人は聞き覚えがあった。というか忘れる筈もない。母の死後、数年間は母親代わりに彼を育ててくれた人なのだから。


「叔母さん!?」


『なんかねえ、鈴穂がタクちゃんと一緒に住むって──』


「そうなんですよ、叔母さんからも何とか言って──」


『だからよろしくね──』


「──いっ!?　ちょっと叔母さん──」


『あの鈴穂がこんな事言い出すなんて──私ったらもう、嬉しくて嬉しくて。鈴穂もそういう年頃になったのねえ』


「どういう年頃ですかっ!?」


『またまた。タクちゃんもとぼけて。鈴穂ね、あれで結構着やせするタチだから、実際には胸おっきいのよ？』


「…………」


　反射的に鈴穂の胸元に行きそうになる視線を意志力で押さえ込み、拓人は携帯電話に向かって喚わめいた。


「何を言ってるんですかっ!?」


『大丈夫、婚前交渉は駄目なんて旧ふるい事言わないからあ。きちんと避ひ妊にんさえしてれば』


「おばさんっ!!」


　血相を変えてタクトは携帯電話に怒ど鳴なるが、電波の向こうの相手は一向に動じる様子もなくやたらにお気楽な声でのたまった。


『あー。想い出すわあ。血は争えないものねえ。私も十三の時にうちの人とね──』


「そ、それはもう犯罪──じゃなくて！　おばさんってば！」


『じゃあねえ。コンドームはちゃんと鈴穂の鞄に忍ばせといたからね──』


　ぷつん──そこまで一方的に言って電話は切れた。


「…………」


　思わず携帯電話を地面に叩き付けそうになって──しかし思い直して拓人は長々と溜息をついた。叔母の性格はわかっていたつもりだが、もう鈴穂の家を出て二年になるのですっかり油断していた。


　この分では叔父も丸め込まれているだろう。


『よろしくおねがいします。ね？』


　なおも上目遣いにそうノートを差し出す鈴穂を前に──拓人は頭上を仰いで長々と嘆息した。
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　本作品は[image: ]一郎にとって挑戦であった。


　なにがどういう風に挑戦であったかはさておき、挑戦していたのだ。


　結果は──よくわからん。





　という訳で、エンターブレインではお久しぶり、[image: ]一郎です。


　先に本レーベルで出ている「ストラグルフィールド」の劣れつ化かウランの如ごとき重苦しさとは打って変わって軽めの話、「まじしゃんず・あかでみい」にてお目見えでございまする。





　なんか……すげえ苦労しました、この作品。多分、苦しんだという意味では間違いなく今まで手がけたものの中でトップです。





　そもそも本作、実は[image: ]自身のコンセプトとして


「萌え萌えでべタベ夕な話を徹底的にあざとくやる」


　というのを考えていたのですが。別の言い方をすれば「どうしたんだ、[image: ]、なんか辛いことでもあったのか!?」と読者の方々に言って貰えるような（はあ？）話を書くことを心掛けておったのですが。


　しかし──


　いやあ、なかなか難しいですな、お約束の連打というか、萌え萌えでベタベタであざとい話って……


（晴れ晴れとした笑顔の端でしたたり落ちる一筋の汗をご想像ください）。


　なんか気が付けばいつもの私のノリが顔を出してしまっていて、「あれ？」という感じです。どこぞのゲームのシナリオライターさんが書いておられましたが、『お約束』ってのは手を抜くポイントではなくて越えるべき壁だったようです。むう。





　何はともあれ、それでも手は尽くしました。中身が丸ごと変わるような改稿も二度しました。設定的なネタも昔から暖めてたものを使っております。「違う、なんかよーわからんけどこれは違う！」とかのたうちながらも、なんとか作者自身納得できるよーなものにはこぎつけました。


　ただし。裏方（作者の）苦労なんぞはどうでもよくて……


　問題はこれで読者の方々が『萌え』てくれるかどうか──なんですよね。





　結果はいかに!?





　しかし──


　とりあえず現時点では絵師・ＢＬＡＤＥ氏のイラストの全てを拝見している訳ではありませんが、[image: ]個人としては見せて頂いたキャラ達のデザインを見る限り、「この話に関しては、上手いだけでは駄目なんですよ！　なんていうかこう、萌え萌えで、はにゃーん、みたいな絵でないと駄目なんですよ！　きっと！　具体的にどんなのだって言われてもよーわかりませんけど！」と力説して担当編集のＫさんを困らせまくった甲斐はあったと密かに喜んでいたりします。


　とりあえず本文だけでは「喝かつッ！　萌えが足りんわ！」という人もこれで安心。というかイラストだけでも充分おっけー（無責任な……）。


　ありがとうございまする、ＢＬＡＤＥ先生。





　ちなみに、この「まじしゃんず・あかでみい」、スケジュールが許せば連作テレビアニメみたいなノリで書いていこうと思っております。何というか初期のコンセプトは無論追求していきますが、それに加えてＢ級ドラマっぽい気安さと連作の軽いテンポが出して行ければ、いいかな──とか。


　なので次巻はきっと早めに読者の方々にお見せできる事でしょう。


　そういう訳で。読者の方々には、他のシリーズ同様、本作もしばし主人公達にお付き合い頂けますよう願っております。


　ではでは。





二〇〇二／一一／三〇


ＢＧＭ：『ライオンハート』（ｂｙＳＭＡＰ）


ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアムIII八〇〇Ｍｈｚ／ＲＡＭ５１２ＭＢ）





　……………え？


　次巻って来月!?　ウソっ!?　ちょ、ちょっとまってＫさん、それはいくらなんでも無（ブツッ）──


　ツー。


　ツー。


　ツー…………





[image: ]


[image: ]　一郎


Ichiro Sakaki


第九回富士見ファンタジア長編小説大賞準入選。受賞作『ドラゴンズ・ウィル』でデビュー。『スクラップド・プリンセス』『ストレイト・ジャケット』（富士見ファンタジア文庫）、『ストラグルフィールド』（ファミ通文庫）などいくつものシリーズを持つ人気作家。


http://www.ugougo.net/





ＢＬＡＤＥ


BLADE


東京のはずれに生息するマンガ家兼イラストレーター。永遠の夢狩人兼チャムラヴューンを自称する、自他ともに認める「チャム」好き。今回のお仕事では、[image: ]先生と趣味全開？　がっぷり四つで強力タッグ結成。


http://bladecham.com/
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